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Ⅰ.巻 頭 言

本年 6月 1日は当所創立 30周年記念日にあたる. この磯会に創設に.あた

ってお骨折 りいただいた方がたや平素お世話になっている方達をお招きして,

研究所の現況をお目にかけ,感謝の意をあらわすと同時に,今後の一層の発展

のための転機にしたいと考え,80周年祝賀行事を挙行することとした.記念行

事実行委員会で決定を見た行事は次の通 りであった.

1. 創立 30周年記念式典および祝賀会 (6月 5 日)

2. 記念講演会 (6月 4日)

3. 記念誌 ｢創設の頃の思い出｣の刊行

4. 創設以来の重要資料の整理と展示

5.記念植樹

記念式典は井内文部事務次官,伏見日本学術会議会長,茅誠司先生,藤井隆

科学技術会議議員をはじめ,多数の朝野貴腐の方々の御出席をいただいて盛大

に挙行することができた. また ｢創設の頃の思い出｣集には茅誠 司,増井

清,木原 均,篠遺言人,岡野 澄,宮山平八郎の諸先生をはじめ,当所創設

のために陰に陽に御尽力いただいた方々に御寄稿をいただくことができた. 浴

そらく今後再びこれだけの貴重な原稿を集めることは不可能であろう. 中でも

圧巻は科学教育局長として当所創設のために御尽力いただいた茅 誠司先生の

祝辞で,その中に語られた当所設立の許可をめぐる総司令部との接渉経過は貴

重な記録として永 く将来に語 りつがれるべきものであろう.

記念講演には国立がんセンタ-研究所長杉村 隆博士が ｢環境中の変異原な

らびにがん原物質｣と題して,またウィスコンシン大学教授Jame8F.Crow博

士が ｢HybriddisgenesisandotherStrangegeneticphenomena｣と題して,

とくに最近の研究成果を,熱っぽく語られ,来聴者を興奮の渦に巻きこんだ.

これらの諸行事を通して所員一同,創設当時の諸先輩の労苦を回想し,思い

を新にして,今後の一層の努力を心に誓った. なお,この行事のために関係各

位から多大の御援助をいただき, お蔭ですべての行事を計画通り終了できたこ

とは感謝に堪えないところである.

人事面では大島生理遺伝部長が 4月 1日付をもって停年退職された. 大島

博士は駒井卓先生の後任として昭和 32年 5月当所に迎えられて以来 22年間

にわたって, ショウジョウバェ研究陣のリーダーとして集団遺伝学や行動遺伝

学の開拓に尽力された. 大島博士の退職によって,創立当時の長老のポス トは
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残らず S代目に移ることになり,研究陣もすっかり若返ることとなった.

施設としては遺伝実験生物保存研究施設研究棟の工事が 3月完了し,4月か

らスタッフ一同この建物に移って _活動を開始した. 引続いてネズミ,カイコ,

微生物のための附属棟が建設される予定である.

(i)鮎i･T,入神
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研 究 課 題

Ill.研′究 課 題

課 題 l研 究 室 l担 当 者

1. 種の分化に関する研究

栽培イネの起原と分化

ネズミ類の程の分化と染色体

-ツカネズミ種分化の遺伝学的研究

染色体進化の基礎理論

キク属植物の種分化に関する生態遺伝学的研究

エンレイソウ自然集団のゲノム分化

ショウジョウバエの種分化の研究

2. 有用動植物の遺伝学的研究

野生ネズミ類の遺伝ならびに実験動物化に関する研
究

マウス主要組織適合抗原の免疫遺伝学的研究

日本中型犬ならびにその近縁種に関する遺伝学的研
究

植物における突然変異の誘起と遺伝子分析

細胞培養法による植物の遺伝学的研究

テラトーマ(春型腫)高発系マウスにおける腫疹形成
の発生遺伝学的研究

ショウジョウバエの遺伝形質の系統化

絹糸虫類のフィブロイン遺伝子のクTl-ン化

3. 動植物の細胞遺伝学的研究

野生ネズミ類の細胞遺伝学的研究

実験用ラットの細胞遺伝学的研究

魚群の細胞遺伝学的研究

力イコにおける細胞遺伝学的研究

ア1)叛の細胞遺伝学的研究

マウスにおける染色体組換え機構に関する細胞遺伝
学的研究
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4. 腫瀦の細胞学的ならぴに遺伝学的研究
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染色体の変化と癌性増殖の関係

癌の発現機構に関する発生遺伝学的研究

可移植性テラトーマの人為的誘発とその発生遺伝学
的研究

5. 動植物の生理および生態遺伝学的研究

環境悪化の動植物に与える影響の遺伝学的研究
(環境庁)

(1)環境汚染の植物に対する影響の遺伝学的研究

(2)環境汚染による障害遺伝子の誘発と等墳過程
の分析

ショウジョウバエの行動遺伝学的研究

ネズミの行動遺伝学的研究

組織培養による動物細胞の発生遺伝学的研究

培養昆虫細胞の増殖と分化に関する研究

ショウジョウバエの生態遺伝学的研究

水田雑草の生態遺伝学的研究

6. 遺伝物質および遺伝形質の生化学的研究

高等生物における形質転換の研究

プテリジン代謝に関する遺伝生化学的研究

臓器阻織特異性たん白質の発生遺伝学的研究

植物アイソザイムの遺伝学的研究

高等生物の細胞分化における遺伝子作用の解析

野生ネズミ炉における血清蛋白質の遺伝生化学的研
究

セルローズアセテート電気泳動法に関する基礎的研
究

7. 放射摸及び化学物質[=よる突然変異の研究

放射線(放射性同位元素を含む)および化学物質によ
る突然変異生成機構

細胞 DNA損傷の修復と突然変異生成過程の生化学
的研究

化学変異原 ･発がん原の検出と遺伝毒性的評価

高等植物の遺伝子構造と放射線損傷の解析
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研 究 課 題

枯草菌胞子形成開始機構の遺伝解析

植物培養細胞における突然変異と細胞分化の研究

マウスにおける放射線および化学物質による突然変
異誘発効率の研究

人間環境におけるポテンシャル ミュータゲンに関す
る基礎的研究

低線量および低線量率放射線の遺伝子突然変異効果
に関する研究

高等動物細胞における放射線損傷の回復に関する研
究

力イコにおける化学物質による突然変異誘発機構

カイコにおける染色体組換え機構に関する研究

培養細胞における体細胞突然変異に関する研究

8. 集団遺伝学の理論的および実験的研究

集団遺伝学の理論的研究

分子進化の集団遺伝学的研究

多重遺伝子族の進化の理論的研究

集団構造の数学的研究

自然集団における蛋 白多型についての統計遺伝学的
研究

ショウジョウバエの自然集団の遺伝的変異の研究

9. 育種の基礎に関する研究

ニワトリとウズラの遺伝学的研究と系統育成

ウズラの野生型および飼育型の遺伝学的研究

育種理論の研究

天然林の遺伝学的研究

同遺伝質系統の利用によるイネの遺伝子分析

10. 人類遺伝に関する研究

発がん遺伝子に対する宿主抵抗性に関する研究

ヒト初期発生異常の遺伝疫学的研究

ヒト先天異常の臨床細胞遺伝学的研究
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染色体の構造および機能の分子細胞遺伝学的研究

ヒト染色体変異(異型)の研究

ヒト血清たん白質の遺伝生化学的研究

ll. 微生物の遺伝学的研究

DNA 複製機構に関する研究

大腸菌の細胞分裂に関する研究●
ペニシリン結合蛋白に関する研究

大腸菌のリポ蛋白に関する研究

微生物の変異性に関する研究

大腸菌のべん毛形成の遺伝学的研究

12. 遺伝子およびその情報発現系の分子生物学的研究

ウイルスの遺伝子 RNAの構造とRNAが持つ情報
の研究

DNA の一次構造の研究

メッセンジャー RNA の構造と機能の研究

大腸菌 RNAポリメラーゼの遺伝学的および酵素化
学的研究

T4RNA 1)ガーゼに関する研究

真核細胞遺伝子のクローン化と構造解析

大腸菌の複製起点部位 DNA のクp-ン化

13. 腔腸動物の遺伝学的研究

ヒドラ刺細胞および神経細胞の分化調節機構の研究

ヒドラ再生機構の研究

ヒドラ極性の研究

ヒドラ細胞周期の研究
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lV.研 究 の 概 況

A.形 質 遺 伝 部

形質遺伝部においては,生物の各種遺伝形質が発生過程や突然変異生成過程を通じて,

いつどのようにして発現するかについて,昆虫や噂乳類の培養細胞を用いて研究を行なっ

ている.本研究部は二つの研究室からなり,第1研究室ではカイコを用いて,生殖細胞を

通じて子孫に伝えられる突然変異を対象とした変異原物質の同定やその生体内代謝,無作

用量域の存在などの研究や,染色体組み換え,性モザイクの形成,雌特異タンパク質の合

成,生殖腺の異性体内移植などの発生遺伝学的研究を行なっている.

第2研究室では,昆虫や鳥類,晴乳類などの培養細胞を用いて,発生過程における遺伝

子発現の標的細胞や時間特異性の解析,クローン培養による形質発現に関与する諸因子の

解析,突然変異生成過程における化学物質の作用量と細胞の反応関係の解析などの研究を

行なっている.

部長黒田は,10月12日,京都大学で開催された日本遺伝学会第 51回大会で,九州大

学坂口文吾教授とともに,シンポジウム ｢ショウジョウバエの発生遺伝学｣を企画し,座

長をつとめるとともに,｢体外培養による遺伝子発現の解析｣と題する講演を行なった.

また,ショウジュウバ-研究者の全国的組織として "DrosophilaA(eeting"が,毎年日本

遺伝学会大会の前後に開催されているが,本年 10月 14日甲南学園で開かれた第 10回

Meeting で,今後この組織の事務所を本研究所におき,部長黒田が会員の連絡その他の

世話をすることになった.このあと,米国エール大学 D.F.Poulson教授の来訪を受け,

昆虫の初期発生における細胞分化に関して討議を行なった.

10月19日,本年創立 100 周年を迎えた日本動物学会の第 50回大会では,｢下等動物

の組織培養｣と題するシンポジウムを企画し,昆虫や軟体動物,魚類,両生炉など下等動

物の組織培養の技法とその成果について討議を行なった.そのはか,5月 18日,東京 ･

全共連ビルで開かれた第 6回国際放射線会議において,｢細胞分裂,増殖,発生に対する

放射線作用｣の分科会の座長をつとめ,また,12月3-5日,基礎生物学研究所で開催さ

れた ｢分裂構造形成と細胞増殖の制御｣と題する同研究所第4回コンファレンスにおいて

は,｢培養胎児細胞の増殖とコロニー形成能｣について講演を行ない, 外国人招へい者を

含めた出席者と討議を行なった.

本年度は,文部省科学研究費による総合研究 (A)｢ショウジョウバエ,カイコの De-

velopmentに関する遺伝学的研究を黒田部長が,また,｢カイコにおける細胞遺伝学的研

究｣を村上室長がそれぞれ代表者となって研究を推進し,各研究分担著聞の連絡や総括を

行なった.そのほか,文部省所轄機関特別研究促進調整費による ｢化学物質の毒性簡易試

験法の開発に関する総合研究｣に参加し,培養細胞および昆虫を用いる試験法の研究に協

力した.
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特別研究生としては,第2研究室で名古屋大学大学院理学研究科博士過程松谷悦哉が,

本年も引続き培養細胞を用いた形質分化の研究に参加し,第 1研究室では,千葉商科大学

青田治男助教授が,カイコの卵形成に関する発生遺伝学的研究に参加した.また,非常数

研究員として,金沢大学理学部大滝哲也教授,昭和女子大学大森和子助教授が参加して,

昆虫の組織分化におけるパターン形成やビテロジェニソ合成などに関する研究を推進 した.

第1研究室 (村上)

1. カイコにおけるポテンシャルミュータゲンに関する研究

a) 卵母細胞法による化学物質の変異原性スクリーニング (田島 ･村上 ･鬼九 ･深瀬 ･

大沼):厚生省のがん研究費による研究班 〔小田島成和:化学物質 の癌原性検出法の確立

(昭 48,49)および河内 卓:遺伝変異原性を主とする発癌物質スクリーニングの技術開

発 (昭 50-54)〕に参加し,カイコの卵母細胞法を用いて,変異原性のスクリーニング実

験を担当した.他の班員が細菌,晴乳類の培養細胞などすべて体細胞突然変異を対象とし

たのに対し,この実験は生殖細胞を通 して子に伝えられる突然変異を対象とした点に特徴

がある.用いた方法は一種の特定座位法で,特に化学物質を扱う実験に便利なように卵母

細胞を処理することとしたものである.野生型の雌蚕の桶中期に被検物質を婦体内に注射

し,体内で形成中の卵母細胞内に取 りこませる方法をとった.羽化後 pe,re雄と交配し

て,産下する Fl卵中に生ずる peおよび re卵の発現頻度をもって突然変異率とした.

供試物質はすべて国立衛生試験場から提供されたもので計182点あった.このうち農薬な

ど毒性の強いもの,色素類などほカイコの系では実験が困難だったので除外し,計152点

についてサルモネラ菌 (矢作ら)および枯草菌 (賀田)のデータと比較した.

系別検出感度の比較 (152点中)

検 出 系 +と判定されたもの 土と判定されたもの

カ イ コ の 卵 母 細 胞 系

サルモネラ菌 TAIOO系

TA 98系

秋 草 菌 Reeassay 系

6
6

1
0

カイコの卵母細胞の系はサルモネラ菌や枯草菌にくらべて検出感度が低いが,これは生

殖細胞にはとくに外来物質に対する保護機構が備っていることに原因すると考えられた.

また,卵母細胞法において特徴的な点は精神安定剤ジアゼパムおよびクロルジアゼポキサ

イ ドが晴乳動物細胞を含む他のすべてのテスト系で陰性であったのに対し,明らかに陽性

を示したことである.

b) 薬剤代謝活性の品種間差異 (村上 ･後藤): われわれはカイコにおいて,間接変異

(がん)原物質をより効果的に検出できるような系の開発を日的とし, アセチルアミノフ

ルオレン (AAF)を用いて基礎的実験を行なってきた.サルモネラ菌を指示菌としてカイ

コ･ミクロゾーム S9分画をラット肝臓 S9分画の代わ りに用い,カイコの生活環にお
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ける代謝活性化能の変動を調査した. その結果, カイコ S9分画の代謝活性化能は5令

幼虫盛食期において最大であることが明からとなった.カイコ7系統の5令盛食期幼虫の

ミクロゾーム S9分画における AAF 代謝活性化能の系統間差異ならびに性差について,

サルモネラ TA98株の突然変異性 (His+復帰突然変異コロニー数)を指標とした微生

物測定法によって比較分析を行なった.

変異原性 (代謝活性化能)はAAFの浪度にともなって増加しプレート当り250jLgの濃

度において最高となり,500pgに至ってやや減少することが認められた.性によるAAF

代謝活性化能の差異も多少認められたが,系統間における差異は非常に原著で,支108系

統が最高の活性化能を示 し,ついで旧支 108,青熱雌と支 108雄のFl交雑種,青熱,日

本錦,rbそして最後に金色という順序で S9分画蛋白mg当りの代謝活性化能の低下が

観察された.支 108および旧支 108系統の S9分画における代謝活性化能は金色のそれ

の 4-6倍にも達し,さらにフェノノミルビタールで辞素誘導処理されたラット肝臓 S9分

画のそれの倍程度も高くなっていた.また,青熱雌と支 108雄の Fl交雑種の S9分画

においてもラット肝臓 S9分画の約2倍も高い活性化能が認められ,青熱,日本錦および

rbの S9分画はラット肝臓 S9分画とほぼ同程度の代謝活性化能であった.今回調査し

たカイコの系統の中で最も代謝活性化能の低かった金色の S9分画でさえラット肝臓の

2/3程度の活性を示 した.

e) 化学変異原物質による遺伝的障害の定量的研究 (村上 ･小沢): 環境変異原物質の

高等生物の生殖細胞におよぼす遺伝的障害の危険性評価の基礎資料を得る目的で,カイコ

の桶期の生殖細胞 (卵母細胞;精子)を対象に突然変異性の強弱を異にする6種類の既知

変異原物質-マイコトキシン (アフラトキシンBl,ステリグマ トシスチン),アルキル化

刺 (I)MS,DES),ペソゾジアゼパン化合物 (ジアゼパム, クロルジアゼポキサイ ド)-の

投与量と突然変異誘発効果との定量的関係を,卵色の特定座位法によって検出される劣性

可視突然変異を指標に解析した.その結果それぞれの化学変異原物質の投与量一効果関係

の見かけ上のカイネテックスは変異原性の強弱にかかわらず非直線性のシグモイ ド塾でい

づれの化学物質においても無作用量域が存在するものと推定された.無作用量域の大小は

それぞれの化学物質によって異なるが,突然変異原性の強い物質では概してより低濃度域

にあることがうかがわれた.これはそれぞれの化学物質に対する生体内における活性化や

解毒機構が関与しているものと考察された.また当然のことながら,カイコの生殖細胞の

ような in vivoでの化学物質による突然変異誘発機構の解析は,変異原性が陽性に反応

するまでの低濃度域の分析と,陽性に反応する濃度域における実効濃度と突然変異誘発頻

度の定量的関係の分析との2段階に分ける必要性が痛感された.

2.低線量ならびに低線量率放射線の遺伝子突然変異誘発効果 (田島 ･鬼丸): カイコ

におけるトリチウム水 (TE0)の内部照射によるβ線の緩照射による突然変異誘発効果を

60Co-γ線によるそれと比較する突放を前年度に続いて実施した.方法は前年度までの実

験と性は同様で,雌蝿中期に THOを注射する方法で,体内で形成中の卵母細胞に取 りこ

ませ,幼虫初期に TE0がほとんど体外に排出されてしまうまで鍍照射した場合と生殖細
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胞に走る突然変異の線量を特定座位法で謝定し,80Co-γ線によるそれと比較した. この

実験では照射期間が卵母細胞期,荘子期,幼虫期にわたるため,突然変異体がクラスター

として出現する.大きなクラスターが低頻度で機会的に出現するとデータが撹乱されるの

で1蛾区の 1/10以上におよぷ大きなクラスターが出現した峨区は突然変異率の計算から

除外した.前年度までの実験では集積線量の計算を注射から起算していたが,今年度の実

験では産卵から起算することに改めた.今年度は実験を2回繰返したが,RBE はそれぞ

れ 2.4および 1.6であった.従来の実験結果 (2実験)を同様な扱いで再計算し,前記

結果と合せて平均するとRBE1.6がえられた.この値が旺子期を通じてTHO緩照射の

値の代表的な値と見てよいであろう.

3. カイコにおける染色体組換機構に関する研究

a) Ⅹ線による性染色体 (Z･W)間の転座個体の誘発 (村上 ･大沼): カイコ雌生殖細

胞において自然に生起する常染色体間の鮭換事象は雄の生殖細胞に比較して非常にまれで

あるが,Ⅹ線照射によって自然に生起する組換頻度の約 10倍程度までに高めることがで

きる.今回は常染色体とはその構造などを異にすると考えられている性染色体 (Z･W)間

の放射線誘発鼠換事象を,生殖 (卵母)細胞の発育段階との関連から追究すると同時に,

常 ･性染色体における組換機構の相違を比較分析した.

組換事象はW染色体を正常型の卵色 (pe+)遺伝子で標識し,しかも卵色 (pe)遺伝子を

ホモに有する転座系統 tZeCh+/Ŵpe十;pe/pe】の第1令幼虫から蛎期の8実験区に至る搬

個体にⅩ線 (100OR)照射し,化蛾後標識系統雄 【ZSeh/ZsCh;pC/Pe]と交配し,その結果

産下されるFl個体のうち組換型一黒色卵 (pee)でしかも黒蟻 (seh')および白色卵 (pe)

で赤蟻 (seh)-を検出した.

Z･W 染色体間の組換型個体 の誘発頻度は黒卵一黒蟻を指標とした場合 10-153×10-8

で,常 (5)染色体問の最高値 38×10~5と比較して数倍も高い値であった.なお,自卵-

赤蟻を指標とした場合には W-pe+転座染色体の切断事象も含まれるので正確な性染色体

間の組換塑個体の出現頻度を求めることができなかった.性染色体において組換塾個体の

出現頻度の最も高かった時期は化蝋1日目の卵母細胞で,常染色体において最高値を示し

たカイコの発育時期 (5令幼虫期)と比較して数日の遅れが認められた.これは性染色体

に特異的にみられる複製遅延事象などと関係するものと想像される.さらに興味あること

は性染色体間の放射線誘発組換頻度が常染色体のそれと比較して数倍以上も高かったこと

で,これはW染色体の構造上の特異性に原田するものと考察された.

b) Ⅹ線誘発転座 (Z･W)染色体の細胞遺伝学的解析 (村上 ･今井): Z･W 染色体間

の転座組換型染色体をもつ系統の約半数 (12/20)は,雄性のみが生存可能で雌個体はいづ

れの場合も生存不能であった. しかし8系統における雌の生存率は 15-100% であった

(ただし,雄の生存率は 100%).さらにW染色体上の標識遺伝子 (pe+)を基準とした SCh

遺伝子までの蔽換価,Z染色体上の組換位置の測定結果などを総合して,一応の染色体構

成を推定 した.遺伝学的に異常染色体構成が推定 され た 20系統の中の T(Z･W)12と

T(Z･W)18の2系統を観察対象に中期染色体像の解析を予備的に行 な った.その結果,
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T(ⅩY)16系統において3つの染色体が関係する鮮明な転座染色体像を検出することができ
^ .A

た.そこで, 交配実験から推定された この系統の遺伝子構成-pee(W)soh'-などを参考

に,転座染色体を構成するそれぞれの染色体 (汁)の所属連関群を推定することができた.

T(ⅩY)12-(wTpe+一系統は移動期の染色体数 n-27で1対の3価染色体が見られたが,第

1分裂中期像で徴小染色体が観察されたので (n-29),本転座は第5染色体がW染色体と

結合して微小染色体を形成し,本来 n-29であるが,時々キアズマによりZまたは第5

染色体と結合して n-27の相同体が得られるものと推定される. この細胞学的観察結果

も交配実艶から推定された結果とよく一致することを知った.今後それらの転座系統のパ

キテン分析によって,より詳細な染色体構成を分析し,也 (Z･W)染色体の最終的な同定

を行ないたい.

4.カイコにおける発生遺伝学的研究

a) 性モザイクの発生遺伝学的解析 (村上 ･大沼 ･深瀬 ･玉沢*):モザイク個体の分析

はその発生機構のみでなく,正常個体の形態形成機構の一端を明らかにすることができる.

カイコではモザイク個体を人為的にも,また遺伝学的にも手軽に誘発することができる.

さらに各組織や器官を可視的遺伝子で標識することも比較的容易である.

本年はW染色体をゼブラ(Ze)遺伝子で標識した野生型雌と2･3の劣性可視形質(pe,oc,

ok)で標致した雄と交配し,その結果産下された150±15分卵 (精 ･卵前核の合体時期に相

当する)を24時間 -10oCの低温処理法によって性モザイクを誘発した.誘発されたモザ

イク個体の幼虫皮膚における Wae染色体をもつ外皮の左右性および内 ･外部生殖器官の

存在位置などについて分析した.幼虫皮膚における典型的な左右の ZZ/ZWze半身モザイ

クの精 ･卵巣の存在位置を調べると,皮膚が雌 (樵)性の体側において卵 (拷)巣が存在

する場合はむろん,精 (那)巣が存在する場合もかなりの頻度で観察された.また性モザ

イク個体の内部生殖器 (中肱菓性)と外部生殖器官 (外旋葉性)との位置的関係において

さえ不一致する場合も数多く観察された.これらの性モザイ~ク個体の生殖巣内の生殖細胞

形成を観察すると大部分の場合,那 (拷)巣は卵 (構)子形成過程の細胞からのみ構成さ

れていたが,まれに卵 (精)巣内に精 (節)子細胸形成過程の細胞が観察された.これら

の観察事実は正常受精した合体核 (Z･Wge)と精核受精に由来す る核 (ZZ)から生育し

た性モザイク個体の形麿形成においてそれぞれ由来を異にした分裂核 (細胞)がランムダ

ではあるがある程度の方向性をもって関与することが推定された.

b) 雌性特異タンパク質の合成と性染色体の枚能 (大森**･村上): 昆虫桶期に雌の脂

肪体で合成され る雌性特異タンパク質 (ビテロジェエソ:Vitellogenine(VG.))はバッ

メ,ゴキブリ,カなどでは幼若ホルモン (∫.Ⅱ.)あるいはエクジソンにより合成が誘発さ

れることが知られている.カイコでは, これらのホルモンを直接投与しても VG.合成に

は影響がない.また,生殖腺の除去,移植などによる影響もみられないことから,生殖腺

ホルモンの存在あるいは,生殖腺の存在そのものは VG.合成に影響を与えないことが明

*北大 ･農

**昭和女子大
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らかとなった.そこで VG.合成に対する性染色体機能について倍数体お よび ZW 染色

体の転座系統を用いて検討した.3倍体個体 (ZZW)では,W染色体が存在するので,か

ならず VG.合成が認められた.W染色体の一部をZ染色体に転座させた転座系統でも,

Wの介在度がある範囲以上あると,VG.の合成がおこなわれるらしいことが明らかとな

った.これらの事実からVG.合成は,W染色体の機能と関連があると思われるが,この

点について今後さらに詳細な検討が必要である.

性モザイク個体を用いた実験例は少ないが,卵巣が1個存在する個体でもVG.合成が

おこなわれている.しかし卵数と合成量との間には関連があると推定されるので,この点

についてさらに検討を続けたい.また卵内にとりこまれた VG.の生物学的意義について

検討を進めたい.

e) 生殖腺の異性間交換移植と配偶子形成 (吉田*･村上):雌雄モザイク個体の分析か

ら性決定には性ホルモン様物質が関与しないことが示唆されている.しかしながら,性モ

ザイク個体は交雑実験を行な′うことが不可能なので生殖細胞形成機能の解析ができない.

ところが幼虫期に生殖腺の異性間交換移植実験を行なうと,移植生殖腺は反対性宿主内に

おいて充分発育するので この移植法を用いて雄 (雌)体内で卵 (精)巣を発育させ,精

(那)子形成におよぼす体内生理環境の影響を解析した. その結果,移植卵 (精)巣から

外見上完成卵 (精子)が形成され,反対性宿主内における卵 (棉)巣の発育は何ら影響さ

れない自律性が示唆された. また卵 (精)巣移植した雄 (雌)蛾の受精率は移植卵 (精)

巣の数にかかわらず,那 (精)巣移植した雄 (雌)体内で形成された成熟,精 (那)子の

機能的な異常はまったくないことを示した.したがって,カイコでは少なくとも幼虫期の

生殖細胞形成は雌雄による体内生理 (内分泌)環境の相違が介在しないものと推察された.

第2研究室 (黒田)

1) 昆虫の培養細胞を用いた遺伝子発現に関する研究 (黒田): 発生過程における遺伝

子発現の標的細胞や時間特異性を解析するために,これまでキイロショウジョウバエの種

々の伴性劣性致死突然変異を用いて,これら致死肱が死ぬ直前にその組織,細胞を取 り出

して体外培養し,各種肱鼠織や細胞の形態や機能の異常,欠損などを指標に研究を進めて

きた.これらの解析の基礎となる肱の組織,細胞の invitroの条件下での特異的指標を

とりまとめて記すとつぎのようになる.

(1) 筋肉細胞:30-100〃m と比較的大型で紡錘型をしており,培養条件下で筋肉織

経の形成や挿動運動,合胞体 (多核細胞)の形成を行なう.

(2) 上皮性細胞:届平,多角型で比較的小型 (5-15ffm).培養条件下でしだいに大

型化し,キチン質の形成などを行なう.

(3) 奴維芽性細胞:比較的大きく,活発に細胞自体の運動や移動を行なう.

(4) 成虫原基細胞:細胞球状嚢としての構造を形成する.

(5) 神経細胞:神経繊維の形成,伸長,分岐や分泌聴粒の形成などを行なう.

*千葉商科大
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これまでにしらべた多くの伴性劣性致死突魚変異の肱細胞は,いずれも上記の特徴ある

組織や細胞の機能のいずれかに欠損や異常が観察され,これらは致死遺伝子の標的細胞と

考えられる.それ以外の細胞は,野生型の肱細胞と同様に正常な形態や機能を長期間にわ

たって保持することが分った.

本年度はさらに,米国ノースウェスタ1/大学 R.C.King教授の協力を得て,キイロシ

ョウジョウJIェの伴性劣性雌不妊突然変異 f8981(ト22.7)を用いて,桶期から取り出し

た生殖細胞の体外培養を試みた.-ミ接合体の雄から取 り出した精巣は,正常な精子形成

がみられたが,ホモ接合体の雌から取 り出した卵巣では,正常な卵子形成の過程は追跡で

きなかった.fBaelの卵巣では腫癌が形成されることが Eing(1978)により報告されて

いるので,このような腫蕩化した卵細胞から長期継代細胞株を樹立することも試みている.

2) ウズラ肱の培養細胞を用いた細胞分化の研究 (黒田･松谷): 鳥類旺肢芽の間充織

細胞は,培養条件下で軟骨細胞に分化するが,この際,分化の程度がシャーレ当りにまく

間充織細胞の数に依存する.この細胞密度効果は,細胞間相互の接触による効果と,細胞

生産物の蓄積による効果という2つの面があり,この両面からの解析を進めてきた.

細胞間接触による効果については,実験的に異った細胞間接触を与える種々の培養法を

用いて細胞を培養し,軟骨分化に及ぼす影響をしらべた.発生段階 2ト22のウズラ旺肢

芽から解離した間充織細胞を (1)細胞間に二次元的な接触を与える単層静置培養,(2)

細胞間に三次元的な接触を与える旋回培養, (3)遠心により強制的な接触を与える細胞塊

培養,(4)細胞の解離状態を維持する振返培養の4種の培養法で細胞を 4-48時間前培

養した後,35mm シャーレに 108,2.5×108,および 5×108個の少数細胞を再播種して

14日間培養し,軟骨コロニーの形成率をしらべた.

この結果,前培養をせずに直接少数細胞培養をした場合には,軟骨コロニーはまったく

得られず,また,単層培養および振塗培養などの細胞接触の程度の少いか,またはほとん

どない状態の培養では 48時間の前培養でも,軟骨コロニーはほとんど得られない.

これに対して,旋回培養および細胞塊培養のように三次元的細胞接触を与える状態の節

培養を行なった場合には,前者で 12時間,後者で 16時間の前培養で,細胞は軟骨コロ

ニーの形成の能力を獲得した.これらのことから,肢芽間充織細胞の軟骨分化能の獲得に

は,細胞間の三次元的細胞接触がある時間保持されることが必要であると考えられる.こ

のような細胞間接触の様式の相違による軟骨分化能の安定化獲得の機構についてさらに解

析を進めている.

3) ヒト2倍体細胞を用いた体細胞突然変異の研究 (黒田): ヒト胎児肺臓由来の正常

2倍体細胞を用いて,種々の化学物質による突然変異の生成とその誘発機構について研究

を進めている.本年度は,このようなヒト正常2倍体の培養細胞を用いて,突然変異の誘

発に使用する化学物質 の濃度と処理時間の関係を トリプトファンの熱分解物であるトリ

プ-p-1を用いて詳細に検討した.

トリプ-p-1の細胞生存率に対する作用は,細胞を各種濃度の トリプtP-1で種々の時間

処理した後,正常培養液で 14日間培養し,得られたコロニー形成率から算定し,また,
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突然変異誘発に対する作用は,細胞を各種濃度の トリプ-p-1で種々の時間処理後,8日

間の突然変異発現時間をおいて細胞を再播種し,30FEg/mlの 81アザ グアニ ン (8AG)存

在下で 14日間培養して得られた 8AG抵抗性突然変異のコロニーをかぞえ,別に再播種

した細胞の正常培養液中でのコロニー形成率によって補正し,106 生存細胞当りの突然変

異頻度を算出した.

この結果,細胞生存率に対するトリプtP-1の作用は,1,2,3,8,16,24時間などそ

れぞれの処理時間で, トリプ-p-1の濃度に依存して細胞生存率の減少がみられるが, ト

リプ-p-1の濃度と処理時間の横を作用量として, 同じ作用量による細胞生存率に与える

効果を比較すると,高い濃度で短時間処理した方が,低い濃度で長時間処理するよりも効

果が大きく, いわゆる濃度効果が認められた. 細胞生存率を 50% にするトリプ-p-1の

濃度と処理時間の組み合わせをプpヅトすると,双曲線に近い関係が得られ,処理時間を

無限に延長した場合の ト7)プ-p-1の閲値は約 1jLg/mlと算定された.

突然変異誘発に対するトリプ-p-1の作用は,1,2,4,24時間の各処理時間において,

それぞれ濃度に依存した突然変異頻度の上昇がみられるが,低い濃度の トリプ-p-1でも

突然変異誘発に対する閲値の存在は認められず,また同じ作用量 (濃度×処理時間)の ト

リプ-p-1による突然変異頻度を各処理時間で比較すると, この場合にも高濃度で短時間

処理した方が,低濃度で長時間処理するよりも突然変異誘発効果が大きいことが分った.

これらの結果は,ヒト培養細胞に対する化学物質の影響評価には,その濃度とともに処

理時間が重要な要田となり,放射線の場合に知られている線量率効果 (dose-rateeだect)

が化学物質の場合にも濃度効果として認められ,とくに低濃度長時間処理の場合には,化

学物質の保温による変化 (失活,分解など)早,細胞自体の損傷からの回復があることを

示唆した.

4) ショウジョウバエの産卵率および貯化率に対する飼育栄養の影響 (湊)

a) 産卵率に対する影響:キイpショウジョウ/:ェの遺伝的致死肱の発生過程を研究す

るための基礎実験として,短時間採卵をできるだけ容易にする諸条件を検討した.産卵率

を高める目的で,研究者によっては寒天で固めた糖,-ビオス (ビール酵母の死菌)など

の餌の上に,採卵時さらに新鮮酵母や食酢を添加しているが,長時間継続して採卵する場

合を除いては,このような添加はあまり意味がなく,むしろ採卵する前の--の栄養状態

が重要であることが分った.

すなわち,採卵前の栄養状態がよい時はJ上記物質の添加に関係なく高い産卵率を示し,

逆に栄養状態の悪い時は,上記物質を添加しても低い産卵率を示した.採卵前の栄養状態

に関しては,Sang,∫.I.(1950)が飼育期間に餌の上に新鮮酵母を添加することが--の

栄養状態を高め,産卵率を高めると報告しており,今回,これを追試し同様な結果を得た.

しかし,これは彼が主張しているように,新鮮な酵母中に "熱に不安定な有効物質"が

存在するためではなく,寒天で固められた餌の上に新鮮酵母を添加したとき,それが寒天

によって固められていないため,充分に利用摂取できたことのみによるのかも知れない.

すなわち,新鮮酵母の代りに,すでに餌中に含まれている死酵母 (-ビオス)を水にとい
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て餌表面に添加しただけで,新鮮酵母添加の時と同じ高い産卵率 (約40卵/雌 ･日)を得

ることができた.さらに餌中の寒天濃度を 1.05,0.9,0.75,0.6% と減少させて餌を軟

かくすると,それに応じて産卵率は約 10卵/雌 ･日から約 20卵/雌 ･日と上昇し,また,

相対的に乾燥した餌表面を,スパチュラでかき取るだけで同じく産卵率の上昇がみられた.

寒天で固めた無添加餌では,飼育瓶中の-エの数を 10匹から 80四に増加させるに従

って産卵率が約 10卵/雌 ･日から約 5卵/雌 ･日と低下するが,新鮮酵母または死酵母

を添加した餌ではこのような低下はみられず,--の数が多くても高い産卵率を示した.

このことからも,無添加餌で産卵率が低いのは,寒天のために餌成分が固められていて,

餌の利用摂取が充分に行なわれないためであることが分った.

b) 筋化率に対する影響:飼育期間中の餌の上に充分量の新鮮酵母 (パン酵母)の添加

は,その産卵率を最大値にまで高めることが分ったが,この場合卵の特化率は--の羽化

後 3-4日頃, また時にはもっと早く70% またはそれ以下 (対照 90-95%))と著し

く低下することが分った.その後,Sang(1950)も同様な報告をしていることが分ったが,

このような状腰の雌を1匹ずつ分離して産卵させた場合,ほぼどの個体の生んだ卵の僻化

率も,平均して低下しており,僻化率の低下が,未受精雌の混在による結果だけではない

ように思われる.

Sangはこのような筋化率の低下は,新鮮酵母としてビール酵母を使った時よりもパン

辞母を使った時に著しいことを報告している.そこで,ビール酵母を入手して,この点を

追試した.ビール (生辞母)およびパン (乾燥生酵母)両種の酵母を生菌のまま,または

死菌 (90oC以上 10分処理)の状態で,餌の上に充分量添加し,毎日餌を変えて,10日

間の産卵率,筋化率,幼虫死率,蝋死率をしらべた結果,産卵率はいずれの場合もほぼ同

じ (約 40卵/雌 ･日)で高い値を示したが,僻化率は生菌で 2-3 日日頃から徐々に低

下し,10日後では 50% 前後の低い値にまで落ちた. この傾向はとくにパン酵母の場合

に強くみられたが,ビール酵母とパン酵母の間にSangの報告したような極端な差異はな

かった.死菌を添加した場合には,生菌でみられたような著しい醇化率の低下はなかった.

以上のことから,粁化率の低下現象は,使用する酵母の種類よりもむしろ生菌か死菌か

の差異によるものと思われる.パン酵母の生菌を用いた場合,形化率の著しい低下にとも

ない,6日日頃より幼虫死率も約 40% (対照は 10%)と著しく増加し,生菌を用いた場

合の僻化率の低下が,未受精卵の存在によるよりも,卵形成過程における何らかの生理的

異常に起因することが示唆された.

B.細 胞 遺 伝 部

この部では主に Musおよび RauuSを材料として,遺伝および進化の現象を染色体の

形態や分子の面から研究した.これら智歯類の系統繁殖も本研究部の重要な研究課題とし

た.本研究部で維持しているネズミ類の種名や系統名などほ本誌の系統保存1)ストに掲載

した.第1研究室では前年度に引続いて野生ネズミ類の細胞遺伝学的な研究をおこなった.

特に昨年度おこなった第3次ネズミ類海外学術調査で採集したネズミ類の実験室での繁殖
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および交配実験などをおこなった.またクマネズミや ミラルディアを材料として所外の研

究者との共同研究,ならびに魚叛の細胞遺伝学的な研究も進めた.文部省総合研究 (JA)

｢小型嘱乳動物の実験動物化に関する研究｣および総合研究 (B)｢実験動物の開発改良お

よび利用に関する研究と連絡｣が代表者 (吉田)として進められた.第 2研究室において

は前年度に引続き野生マウスの H-2抗原の免疫遺伝学的研究および細胞遺伝学的研究を

おこなった.マウスミエローマにおける細胞遺伝学的および遺伝生化学的研究も昨年に引

続いて進められた.また免疫遺伝学的研究用の純系および Congenie系マウス系統の育底

および維持などもおこなった.なおこの研究室では昆虫,特に蟻の染色体調査と核型進化

の研究が進められた.

森脇室長は日･加学術交流事業により54年 7月 3日から 9月 13日まで カナダ･

ウインザー大学へ出張し野生マウスの H-2分析等をおこなった.

特別研究生としては,浜田 俊 (沼津学園高校),室伏 誠 (日大三島),城石俊彦 (東

北大学大学院),平井啓久 (九州大学大学院),宮下信泉 (静岡大学卒), 酒泉 満 (東京

大学大学院),松田宗男 (東京都立大学研究生),松田洋一 (名古屋大学大学院)らが加わ

った.また日･印学術交流によりインド Utakal大学 Dr.B.B.Paridaが 9月より在

籍した.

第 1研究室 (吉田)

クマネズミ属7種における仁形成部位 (NORs)の分化と種の進化 (吉田): クマネズ

ミ属 (Rattus)7種,すなわちクマネズミ (R.rattuS), ドプネズミ (R.nonegicus),

ナソヨウネズミ (R.exulanS),アナンダーレ (R.annandalei),ロゼア (R.loSea),サ

バヌス (R.sabanus)およびネイリー (R.neilli)について,それらの核型ならびに仁

形成部位 (NORs)の分化と種の進化の関係について研究した.上記の初め4種は共に 2n

-42で類似の核型を示すが,仁形成部位は種毎に違っていた. すなわち, クマネズミは

第 3,第 8および第 13染色体対, ドプネズミは第 3, 第 12および第 13染色体対,

ナソヨウネズミは第 3, 第 5および第 13染色体対, アナソダーレは第 8および第 13

染色体に,およびロゼアは第 3と第 9染色体対の動原体附近にそれぞれ仁形成部位が観

察された.サバヌスとネイリーの染色体数は 2n-42および 2n-44であるが,核型は上

記の種類とかなり違っていた.サバヌスの仁形成部位は第 1,第 3および第 5染色体対

に,およびネイリーのそれは第 1と第 3染色体対の動原体附近にあった.両種共に第 9

染色体対の長腕部位の仁形成部位が観察された.

クマネズミ属の中で核型が類似していても仁形成部位がそれぞれに種よって違った染色

体上に存在するという事実は,仁形成部位の染色体上の位置の変異が種の分化と重要なか

かわ りがある証拠であると考えた.蛋白合成に関与するライボゾームRNAの遺伝子が仁

形成部位にあることはすでに知られているが,このような重要な遺伝子座の変異が種の分

化に対し重要な役割を演じているのではないかと推察した.

2) モーリシャス型とオセアニア型クマネズミの雑種第1代の核型 (吉田)･. オセアニ

ア型クマネズミの染色体数は 2n-38で,それらのうち 2対 (Mlと A(2) は大きなメタ
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セントリック,7対 (第 14-20対)は小型のメタセントリック, 残 りの 9対は大小の

アクpセントリック,性染色体 (ⅩとY)は大小のアクT3セントリックからなっている.

小さな アクpセント1)ックは第 13対日の 2個の染色体を 含むだけである (8の場合は

Yをもつので 3個).一方,モー.)シャスクマネズミの核型は基本的にはオセアニア塾と

同じで大きなメタセ./トリックを2対 (Aqlと恥 ) もつが,小さなメタセント1)ックが 5

対しかなく,代 りに小さなアクロセント1)ツタが 8個増加し,No.13の 2個を含め 10

個 (8の場合はYを加えて 11個)に増加した.したがってモ-1)シャス型クマネズミの

染色体数は 2%-42となっていた.アクpセント1)ヅクの増加は第 14と第 18番目の小

型のメタセントリック染色体の動原体部での切断 (pバートソニアン切断)に由来したこ

とを先にバンド染色法 に よって確認した (Yosidaetal.1979:Proc.Jap.Acad.55:

120-125;Chromosoma78:51-62).

上述のような異常な核型をもつモーリシャスクマネズミが,果して他のクマネズミと同

一種なのかどうかを確かめる為と,もし同一種であればモーリシャスクマネズミとその祖

先型と考えられるオセアニア型クマネズミの交雑によって Flが生まれるはずであり,そ

れら Flは両親の染色体を半分づつ含むはずである.実験室でモーリシャスクマネズミと

オセアニア型クマネズミを交配したところ 2腹 7顕の Flが生まれた.Flは予沸したと

おり両種の染色体を半分づつ含み 2n-40となり,第 14番と第 18の染色体は 1個の

メタセント1)ックと2個のアクpセントリックの異型対となっていることが判明した.更

にバンド染色法によって,それらメタセントリックの両腕とアクロセントリックが全く相

同であることが判明した.

3) クマネズミにおける異質染色質 の多型とその遺伝 (吉田): 日本産のクマネズミ

(RauuSrattuStaneZuni)の異質染色質 (C-バンド)が,その存否および形において多

型になっていることはすでに報告した.今回はこの様な異質染色質の多型性が子孫にどの

ように遺伝するかについて調査した. ニホンクマネズミは 20対 (第 1-20対)の常染

色体のうち,第 1,3,7,8,10,11および 13染色体対は C-バンドの存否に関して多

型である.これらのネズミを用いて,それぞれ違った C-バンド多型を持つ 5鼠の両親を

用意した. これら両親から生れた 24頭の産仔の C-バンドがどのように分離して遺伝す

るかを調査した. その結果 C-バンドの存否 およびその形態はメンデルの分離の法則に従

って非常に規則正しく子孫に遺伝することが判明した.

4) スリランカにおけるセイロン塾クマネズミの分布 (吉田,森脇 ･加藤*･土星**):

クマネズミ(Rattusrattus)にはアジア型 (2n-42),オセアニア型 (2n-38)およびセ

イロン型 (2n-40)等が知られている.セイロン型は青田らの 1972年度 (第2次)海外

学術調査の時にスリランカのカソディ (Randy)で発見した.現在までのところ,セイp

ン型はスリランカ以外からの報告は無い.スリランカでは上記カンディ以外の地域におけ

るクマネズミについての調査は, まだ国内外の証によってもされ て い ない.筆者らは

*1978.12.19死亡.

**北海道立衛生研究所.
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1978年秋期に第 3次の海外学術調査を行い,スリランカ内 10地域に分布するクマネズ

ミの染色体を調査した.調査地域は中央部高地 と して カソディの外ベラデニア (Pera-

denia),ヌワラエリア (NuwaraEliya),中央部低地のアニユラダプラ (Anuradhapura)

および周辺海岸地域のコロンボ (Colombo),プトラム(Puttalam),マナー(nhnnar),ツ

リンコマリー(Trincomalle),-ンパントタ(Hambantota)およびガル (Galle)等である.

各地域で数頭から 10教頭採集し,合計 90頭を採集して核型を調査した.中央部高地で

採集した 27頭は全部セイロン型であったが,逆に沿岸周辺部で採集した 57頭のうち 52

演 (91%)はオセアニア型で圧倒的に多く,他にセイロン型が 3頭 (5%)および雑種型

が 2頭 (4%)採集された. 中央部低地のアニュラダプラでは 6頭しか採集できなかっ

たが,その中 4頭は雑種型,2頭はセイロン塾であった. これらの調査結果からセイロ

ン型クマネズミはスリランカの中央部高地に隔離集団を作って棲息し,沿岸周辺部は主と

してオセアニア型が分布しているという興味ある事実が判明した.

セイロン型およびオセアニア型の由来について青田らは次の よ うに説明した (Yosida

etal.1974:Chromosoma45:99-109).2n-42のアジア型は最も原始的なタイプであ

る.インド南部でこのタイプから第1次染色体結合によって 2n-40のセイロン型が生 じ

更にセイロン型から第2次の染色体結合によって 2n-38のオセアニア型が生じた.オセ

アニア型は勢力が強くてセイロン型をインド本土から追い出しスリランカ-閉じ込めた.

これはあくまでも筆者らの仮説ではあるが,今回のスリランカでのクマネズミの調査結果

はこの考えの妥当性を支持する-証拠となった.すなわち勢の強いオセアニア型は更にス

リランカに侵入し,この島の周辺部を取 り囲む形で分布し,競争に弱いセイロン型は更に

山間部へと追われ,現在中央部高地で隔離集団を作って生存していると説明した.

5) オース トラリア産クマネズミ属の1種 (R.villosisSimus)にみられたロバートソ

ソ型染色体分離による核型 (吉田): オース トラリア産 クマネズミ属 (Rattus)の 1種

R.villosiSSimuSの核型を調査した結果, この種類はロバートソン型染色体分離に基づい

て種が分化したと考えられる稀れな例であることが明らかとなった.先にモーリシャス島

で発見したモーリシャス塑クマネズミの核型は,小型のメタセントリック (第 14と18染

色体)が,それぞれ動原体部で切断を起こして小型のアクロセントリックとなった,いわ

ゆるロバートソン塑染色体分離の典型的な例証であることを明らかにした.このような染

色体分離に基づく核型変異が種の分化とどんな関係にあるかは明らかとされていなかった.

ここにのべるオース トラリア産の R.VilloSiSSi伽uSは染色体数が 2n-50で,それをク

マネズミ属の基本核型 (2n-42)と比較すると,大きなメタセントリックが2対存在する

こと,および小型のアクロセントリックが 24個 (12対)に増加し,代って小型のメタセ

ントリックが1対に減少していることが判明した.核型分析の結果,大きな2対のメタセ

ントリックはクマネズミ属の基本核型の第2と第3染色体 および第6と第10染色体がそ

れぞれ結合して生じたこと,および第 14-第 19の対の小型メタセントリック染色体が,

それぞれロバートソソ分離によって生じたことが G-バンド染色法等によって判明した.

R.villoSissinueと先に観察したモーリシャス型クマネズミは共にロバー トソソ型染色
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体分離を持つという共通性があった.これら両種は基本的には同じ核型を持っているので

同一祖先から分化したと考えて差しつかえなかろう.クマネズミの場合は比較的最近モー

リシャス島でロバートソソ塑染色体分離が起って生じたが,R.VilloSiSSi伽 ueはオース ト

ラリアでかなり早い時代に染色体分離が起 り種の分化にまで到達したと考えられた.

6) ドプネズミおよび クマネズミ雑種肱 の組織学的検索 (香田･多屋): ドプネズミ

(RauuS nOrVegiouS)とクマネズミ(R.rattus)は同じ染色体数と類似の核型を持つが,

両種の雑種子孫は自然界では勿論のこと実験室でもできない.両種の人工授精を行なうと,

雑種肱は授精後約2週間までは子宮内にみとめられたが,その後は完全に退化消失した.

雑種肱がそれ以上発育できない原因をさぐる目的で授精後 7日,9日および 18日日の雑

種狂の組織学的な検索を行なった.授精後 7日および 9日日までの雑種肱は組織学的に

かなりよく発育しているのが認められ,特に内旺菓および外圧葉がほぼ完全に分化してい

るのが確認された.しかしこれらの発育は対照実験区に較べて遅れ,特に中肱葉の分化は

対照に較ペて非常に貧弱であった.授精後 13日では殆んど完全に退化して,子宮内に単

なる細胞の塊として認められたにすぎない.以上の観察から両種の雑種肱の致死性は恐ら

く発生および分化の遅延に原因するのではないかと考えられた.

7) ドブネズミ,アナソダーレお よび ロゼア間の雑種肱の発育と種の分化の関係 (吉

田･多足): ドブネズミ(RattusnorvegicuS)とクマネズミ(R.rauus)は同じ染色体

数と額似の核型を持つが自然では雑種は生まれない.両種の人工授精と肱の発育およびそ

の組織学的検索については先に報告した (YoshidaandTaya,Jap.∫.Genet.52:289,

1977;54:371,1979).これらの研究では雑種肱は授精後2週間までほ発育し,中旺葉の

分化までは見られたが,それ以後は退化消化した.

今回は同じクマネズミ属 (Rattus)で同一染色体数 と類似 の核型をもつ アナンダーレ

(R.annandalei)およびロゼア (R･loSea)とドプネズミとの人工授精を行ない,授精の

可否および肱の発育状況を ドプネズミ×クマネズミの場合と比較検討した. ドプネズミ×

アナンダーレの場合は授精卵は桑実旺程度までは発育するが,それ以上は進行せず,一応

着床はするが,肱の分化は見られず退化消失する. ドプネズミ×クマネズミの雑種肱に比

し著しく発育が遅れ,分化も見られない･ ドブネズミ×ロゼアの場合には雑種膝の着床肱

は全く見られなかった.この場合に子宮中に授精卵は確認されたが,いずれも桑実腫以上

には進行せずそのまま退化消失した.

以上の実験結果を総括して ドプネズミ,クマネズミ,アナソダーレおよびロゼアの4種

の近遠の度合を雑種隆の発育状況から推察すると次のとお りである. ドプネズミはクマネ

ズミに最も近く,アナソダーレはそれに次ぎ,ロゼアは最も遠いと推察された.

8) クマネズミ亜種間に おけ る ミトコンドリア DNA塩基配列差異の推定 (林*･米

川*･後藤*･田頭*･森脇 ･吉田): アジア型 (2nh--42),セイロン型 (2n-40)およびオ

セアニア型 (2n-38)のクマネズミから肝 ミトコンドリア DNAを抽出し,6種の制限酵

*埼玉がんセンター研究所.
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素によって分解した後,その生成物をアガロースゲル電気泳動によって分析 した.泳動像

の差異から3亜種相互の塩基配列の差異を推定したところ,アジア型とセイロン塾との間

は7.8%,アジア型とオセアニア型の間は5.2% という値が得られた.又,実験用近交系

ラット (ドプネズミRa伽 snorvegicuS)とクマネズミの3亜種とを同じ方法で比較 した

結果, ドプネズミはアジア塾クマネズミに近縁であることが示された.これらは,既に ト

ランスフェリンのアミノ酸組成および第 9,13染色体の多型から得られた結論と一致した.

9) 核型進化並びに種分化と環境変異原の関係 (吉田 ･B･B･Parida*): これは嘱乳動

物3種,すなわちクマネズミ(Rattusrattus),インドトゲ-ツカネズミ(Mw jlatythrix)

およびインドホエジカ(Muntiacus仰untJlak)の核型進化と種の分化並びに環境変異原の

関係についての一考察である.クマネズミにはアジア型 (2n-42),セイロン型 (2n-40)

およびオセアニア型 (2n-38)の3地理的変異が知られている.セィ.=ン型およびオセア

ニア型はアジア型クマネズミが東南アジア大陸からヨーロッパに移行する途中でインド南

部でそれぞれ染色体のロバートソン結合によって生じたと考えられている (Yosidaetal.

1974:Chromosome45:99-109).一方, インドトゲ-ツカネズミの染色体数は 2≠-26

で,同属の-ツカネズミ (2n-40)よりも染色体が 14本少ない.この核型の由来につい

て筆者の一人,吉田 (Proc.Jap･Acad.55:270,1979)はハツカネズミの染色体の 14

対がそれぞれ2対づつ縦連結 (タンデム結合)を起して生じたと説明した.このような核

型進化もインドの南部で起っている.インドホエジカの染色体数は噂乳動物中で最も少な

く 2n-6(?)である.一般にシカの額の染色体は 46本前後で, 東南アジアに広 く分布

する.インドホ-ジカに近縁なホ-ジカの染色体数も 46本である.インドホ-ジカの染

色体はホエジカの染色体が連続的に縦連結を起して生じたと推察され,これもインドで起

ったと考えられている (WursterandBenirshke1970:Science168:1364-1366).

このような染色体のロバー トソン塾結合や縦連結等がなぜインド南部で集中的に起った

のだろうか? 染色体異常を含め,自然突然変異は主に宇宙および地殻からの放射能によ

ると考えられている.宇宙からの放射能は地球にほぼ均等にふ りそそいでいるが,地殻か

らのそれは地殻の変動等によりかなり地域差がある.上記3種の動物の核型進化がいずれ

もインド南部に集中していることは,この地域に高い放射能地帯があったのではないかと

考えた.現に国連報告によると南インドのケララ (Kerala)州に現在も非常に高い放射能

地域があり,そこの住人の骨中の放射能は正常人の約 10倍も高いと報告されている.こ

れは高い放射能 (トリウム)を含むモノザイ ト砂に原因するといわれてお り,また最近イ

ンドのオリザ (0rissa)州にも高い放射能地域があることが知られている (B.B.Parida).

このようなインド南部における環境放射能が長い年月の間に除々に上記の動物に影響して

染色体異常を誘発し,核型進化と種の分化に集中的かつ積極的に貢献したのではないかと

推察した.

10) 新しい実験動物の候補,ナソヨウネズミ (吉田 ･岩崎):ナソヨウネズミ(RattuS

*ィンドUtkal大学客員研究員



24 国立遺伝学研究所年報 第 30号

e∬ulanS)は南太平洋諸島や東南アジア地域に分布する小型のクマネズミ属 (RattuS)動

物である･筆者らは現在タイ国で捕獲したナソヨウネズミを実験室で飼育し兄妹交配数代

を経過した. 飼育室での平均塵仔数は 98腹で 545頭 (?266:8279)で平均産仔数は

5･5士2.7であった.雌雄はほは1:1の割合で生れた.体の大きさは成体雌 10頭の平

均が体長は 24.5cm±10.2,頭胴長は 11.4cm±5.2および尾長が 13.1cm士8.7である.

また成体雄 10頭の平均は体長が 26.2cm土14.7,頭胴長は 12.4cm±8.6および尾長が

13.9cm土7.8で, いずれも雄は雌より大きく,尾は頭胴長よりも長い.雌の成体体重は

10頭平均で 44.3g±6.7および雄は 59.8±12.9でこれも雄の方が重い. ラット (ドプ

ネズミ)成体体重は雌が 200～400gで雄は 300～800gであるから, この数値と較べる

と,ナソヨウネズミがいかに小さいかがわかる.この動物の染色体数はラット (ドプネズ

i)と同様 2n-42で,核型もラットと非常に良く似ており,細胞遺伝学的な特徴からも

ナソヨウネズミはラットに非常に近い種類であるとみなしても差しつかえない.

発癌実験などでは小型のラットが必要とされているが,ナソヨウネズミは恐らくこの目

的に添い得る動物種と思われる.小型のラットとしてナンヨウネズミは新しい有用な実験

動物の候補の1種である.

ll) クマネズミおよび ドブネズミにおける乳酸脱水素酵素(LDH)およびクレアチンキ

ナーゼ (CPK)の比較 (長瀬*･江守*･高橋*･青田): 筆者の一人吉田は新しい実験動物

の開発改良を目指 して多くの野生寄歯類 を取 り上 げ て い るが, クマネズミ(Rauus

rauw)もその有力な候補となっている. 新しい実験動物の作成にはその動物の生理学的

な特性を知ることが必要である.この目的でクマネズミとその近縁種であり,かつ実験動

物として広く使用されているドプネズミ (ラット)について乳酸脱水素酵素 (LDH)およ

びクレアチンキナーゼ (CPK)について比較研究した.

ラットの血清中の乳酸脱水素酵素 (LDII)活性値は血液療固の経過にともない顕著に上

昇し,その原因として血小板からの酵素の遊出が考えられたが,今回同じRauus属のク

マネズミについて検討したところ,次の結論を得た.1) クマネズミでは血清 LDH活性

はラットのような上昇は極めて少なく,他の酵素活性 (クレアチンキナーゼ)についても

同じ債向が示された.2) クマネズミとドプネズミにおけるこのような差を血小板からの

酵素の遊出過程における差と考え,両者の血液組成および血液凝固に関するいくつかの生

理値を比較したところ,血小板数および血小板あた りの酵素活性などには差が認められな

かったが,血柴のフィブリノーゲン量がクマネズミで1.5倍多かった.3) 両者の血小板

の膜を構成する蛋白質を SDS-ポリアクリルアミド電気泳動で比較したところ,血小板の

血液凍固能に最も関係するとされている糖蛋白パターンに両種の間で相違が認められた.

12) ミラルディアからの培養細胞の樹立ならびに細胞内在性ウイルスの検討 (砂山**･

蕩通堂**･豊島**･吉田･村田***):インド原産の野生の晋歯類 ミラルディア(Millardia

*佐々木研究所.

**阪大微研.

***奈良医科大寄生虫.
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meltada)の胎児の線維芽細胞を長期間,継代培養することによって株化細胞 Am(-Dを樹

立し,同時に,マウス肉腫ウイルスやSV40で トランスフォームした株化細胞も樹立した.

MMID は,上皮細胞様で, 接触阻止がよくかか り, 培養液の交換なしで約2週間培養可

能であった.一方 トランスフォームした株化細胞は,線維芽細胞様で重概して増殖 した.

次に, ミラルディアが細胞内在性ウイルスをもつかどうかについて検索した.種々の動物

細胞から, その細胞内在性ウィルスを誘発 しうる能力のある jododeoxyWidine,bromo-

deoxyuridineおよび,cycloheximideを用いて, ミラルディア細胞からの細胞内在性ウ

ィルスの誘発を試みたが,誘発できなかった.また, ミラルディア細胞 DNA中に,マウ

スやラットの細胞内在性ウイルスに類似な塩基配列が存在するかどうかを,両ウイルスよ

り作った complementaryDNA(CDNA)を用いて,DNA-DNAhybridization法で調

べたが,類似の塩基配列は検出できなかった.

13) 食虫類の2種,ヒメヒミズおよびホンシュウヒミズの核型進化 (浜田*･吉田):

食虫目モグラ科に属するヒメヒミズ (Dy肌eCOdonpilirostris)およびホンシュウヒミズ

(UrotrichuSぬIpoideehondnmes)の染色体数は共に 2n-34で, しかも両種は類似の

核型を示した.しかし前者は後者よりもサブテロセントリック染色体が1対多く,逆にサ

ブメタセントリック染色体が1対少なかった.この差異に関してはヒメヒミズの核型中に

含まれる長大なサブテロセントリックの第 14染色体対に切断および逆位が起ってホンシ

ュウヒミズのサブメタセントリック第 14染色体対になったと推定した.

両種共にⅩ染色体は中等大のメタセントリック,およびYは微小な点状染色体で,この

形質に関しても両種の近縁性が伺われた.また G-およびC-バンド染色によって得られた

バンドパターンも頬似しているところから,両種は染色体の切断と逆位という関係に基づ

く核型進化によって分化したのではないかと推察された.

14) アジ科魚類 4種の核型と分化 (室伏**･吉田): アジ科魚類 4種 (Traehurus

3laponious,Caranxequula,C.Sea;fasciatuSおよび AlectiSCilialis)の核型を調査し

た.これらの種類は共に 2n-48の染色体を持っていたが,核型は種類によって違ってい

た.A.cilialisの染色体は全てアクpセントリックであったが,C.equulaと C.sex-

faSCiatuSの2種煩の第1染色体のみが サブテロセントリックと変っていた. T.3'apo-

niousでは 15染色体対 (第 1-15)が メタまたはサブメタセントリックで,他の 9対

(第 16-24)のみがアタロセントリックであった.いずれの種類も性染色体を常染色体か

ら識別することができなかった.

上の観察結果からこれら4種の分化を核型の特徴から次のように考えた.Caranxの2

種叛は A cilialSの核型から, 第1染色体に逆位が起って分化した.多数のサブメタセ

ント1)ックを持つ T.3'aponicusは上記の種類から更に多数の染色体に逆位が起って分

化したと推察した.

*沼津学園高校.

**日大三島短期大学部.
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第2研究室 (森脇)

1) 野生-ツカネズミからの BIOa-2コンジェニック系 お よび近交系の育成と利用

(森脇 ･城石 ･宮下 ･嵯峨井): 日本産-ツカネズミMuS仇ueOuluS肌OlosSinua, アフ

ガニスタン産 M.m ･baolrianuSおよび フィ1)ピン産 M.帆.OaSねneuSの H-2遺伝子

を C57BL/10系マウスに導入した B10-MOLH-2コンジェニック系の育成を昨年に引続

いて行なった.系統名と戻し交配の世代数は次の通 りである.

BIO.MOIrSG**(Fl,N12,Fl);BIO.MoトYg(NIO,Fl)･,BIO.Mo1-Okb(NIO);

BIO.MoトTeA(NIO);BIO.MoトTeB(NIO);BIO.Mol-Ae(N7);BIO.A(01-0m(N7);

BIO.Bac-Af(N5);BIO.Ca白-Qz(N4).

これらの系統の内から BIO.MOIJISG(N12,Fl)および BIO.MoトYg(NIO,Fl)杏

用いて (BIO.D2×C3H.NB)Flを免疫し,noloSSinusマウス特異の Ⅱ-2抗原に対す

る抗血清を作製した.

2) マウス亜種間雑種における腫湯発生の遺伝学的機作 (森脇 ･城石 ･宮下): 実験用

近交系マウス (Mus肌 uSCulusdo竹もeSlicuS)と日本産-ツカネズミ (M.伽 .nOloSSinus)

との分岐が大よそ 100乃至 200万年前であることが,野生集団における生化学的遺伝子

の調査および ミトコンドリアDNAの制限酵素分解生成物の比較によって明らかになった

ので,腫癌発生に対する遺伝的背景の影響を明らかにするために,両亜種間の雑種を用い

てウレタンによる肺睦癌の誘発を試みた.DomesticuS亜種の ICR系マウス雌に 仇Olo8-

sinus亜種のMOL.TEN系マウス雄を交配し,妊娠15-17日目にウレク./ (long/g体

蛋)を注射する.Fl雑種肺を生後 5ケ月に検査して,肺腫壕の発生率を,同様に処理し

た両親の系統と比較したところ,MOL.TEN系の発生率が最も低く,次いでICR系,Fl

雑種では明らかに高い肺睦蕩発生が観察された.Fl雑種におけるウレタン感受性の増加

と比較するために,上記2亜種およびその Fl雑種の肺細胞培養について,紫外線誘発染

色体異常の頻度を調べたが,両者が大よそ対応して変化することがわかった.

3) ミトコンドリア DNAを用 いた -ツカネズミ亜種間遺伝距離 の推定 (米川*･田

頭*･宮下 ･森脇)･. マウス肝 ミトコンド1)ア DNA を制限酵素で分解し,その生成物の

電気泳動像の亜種間における変化からDNA塩基の置換数を測定する方法を用いて,-ツ

カネズミ亜種間の遺伝距離を推定 した.比較した-ツカネズミ亜種は,日本産 Musnu8-

0uhtSmOlossinus,フィリピン産 M.n.castaneus,アフガニスタン産 M.肋.baotrianus,

カナダ産 M.m.domeetiouSの4種,制限酵素は BamHI,EcoRI,EindII,IIindIII,

BglI,EpaI,tlpaII,EaeIIおよび HaeIIIの 10種である.制限酵素分解生成物

のアガロースゲル電気泳動像から分析した結果,do肌eSticuSと baorianus,oaSぬneus

との分岐は約 200万年前, moloSSinusと他のアジア産亜種との分岐は約 100万年前に

おこったことが推定される.

尚,同じ手法を用いて実験用近交系マウスのミトコンドリアDNAも詞べたが,ヨーロ

*埼玉がんセンター研究所.

**戻し交配12代の後兄妹交配によって維持している系統は大文字で表示してある.
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ッパ原産の野生亜種 doneStieusと一致することがわかった.

4) ハツカネズミにおける染色体Cバンド変異の分析 (森脇 ･宮下): 骨髄細胞の分裂

中期染色体をキナクリンマスタードおよび33258-キス トの混合液で染色する方法によっ

て,-ツカネズミ各亜種の染色体Cバンドの変異を観察した.M.n.domeSticus,M.帆.

bactrianuS,M･肌 ･eaStaneuSの各亜種では,大部分の染色体がCバンド陽性であるが,

日本産 M･m･molo8SinusのみはCバンド陰性の染色体を数本もっている.また,他の何

本かほ明らかに普通の陽性のものより大きい.

日本産 molossinusについては国内各地のものについてCバンドの多型を調査している

那,地域的な偏 りが認められる.

5) マウス可移植性臆癌細胞クローン変化の細胞遺伝学的分析 (森脇 ･野口･多足):

マウス可移植性腫虜の継代中における細胞クローン変化をマーカー染色体によって分析す

る研究を,マウスミエローマおよびマウステラトーマを用いて行なった.

1965年に誘発 して以来継代移植を続けているMSPC-1系マウスミニ.,-マにおいては,

1975年に 38BDEF亜系が出来て以来,変化することなく継代が進んでいる.

マウステラトーマ OTT6050は 2,3の研究機関に維持されているが,共通なマーカ

ー染色体を持つと共にそれぞれの株毎に特異なマーカーも出現しており,細胞 クローンの

変化が起こっていることが示唆される.

野口によって誘発された STT-2および OTT.BIOA系についても分析 したが,STY-2

では移植継代2年間に染色体数のモードは 42に変わ り, 特異的マーカー染色体も 1-2

本出現している.OTT.BIOA系は,Gバンド分析の結果正常マウスと同じパターンが得

られ,正常核型を持つ数少ない移植性テラトーマとして貴重な実験材料であると考えられ

る･阪大徽研の西宗氏によってクローン化された培養株についても染色体Gノ.～.ンド分析を

行なったが,これも正常核型であることが認められた.

6) カナダ産野生-ツカネズミの H-2抗原特異性 お よび染色体Cバンドの調査 (蘇

脇 ･Petras*): オンタリオ地方 の 3地点 で採集 した -ツカネズミ (Mus桝uSeulus

doneslicus)合計 30頭について,I-2抗原特異性の検索を行なった. 方法は平板式の

細胞障害試験を用い,対象とした特異性は6種のパブリック特異性 (1,3,5,8,13,28)

と6種のプライベート特異性 (2,4,9,17,19,23)である.パブリック抗原の頻度は

いずれも高く,特に 3,5,28は0.90以上の値を示した.プライベート抗原では 17,19

が高頻度 (0.38および 0.62)であった.地域間の差異は余 り大きくないが,Houleのも

のには H-2.4抗原が全く認められず,又,Laramieおよび MacMillan では H-2.9が

検出されなかった.

一方,キナクリン-キス ト法で観察した染色体Cバンド多型は,N0.1のCバンドの小

さいものが少数観察される以外,他の染色体は殆どCバンド陽性であった.

7) 日本産野生マウスE-2抗原の抽出および精製 (城石 ･森脇 ･竹内**):日本産野生

*DepartmentofBiology,UniversityofWindsor.
**東北大学理学部生物学教室.
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マウス Ⅱ-2抗原の分子構造を明らかにし他の近交系マウスの H-2抗原分子と比較検討

する目的で,日本産野生マウスの H-2遺伝子を C57BIJIO系に導入したBIO.A(OI.BIO.

MOLE-2コンジェニック系を用いて H-2抗原の抽出精製を試みた.使用したコンジェ

ニック系は,BIO.MOIrSG と BIO.A(01-YgB の二系である.方法は,まず 8H-ロイシ

ンの存在下で肝細胞を単時間培養した後,0.5% NP-40を用いて細胞膜からH-2抗原を

可溶化する.さらにマンノース,ガラクトースに親和性を持つレクチンである LCHをセ

ファロース4Bに結合したアフィニティークpマトグラフィ一によって糖タンパク画分を

集める.次に免疫グTZプリンのFc部分に特異的に結合するA一蛋白を有するStaphylococ-

cusaureuS(Sacl)を加え,8Ⅱでラベルされた肺細胞由来の免疫グロブリンを除去する.

この後,Ⅱ-2抗血清を加え,続いて Saelを使って抗原抗体複合体を沈降させ H-2抗原

精製標本とした.SI)Sポリアクリルアミド電気泳動法により精製抗原を分析したところ,

BIO.A(OL-SG,BIO.MOL-YgBの二系共,45,000に分子量を持つ単一ピークが観察さ

れた.以上の結果から日本産野生マウス H-2抗原は,近交系マウスのものと同様な分子

量を持ち,さらにマンノース,ガラクトース等を有する糖タンパクであることが明らかに

なった.

今回免疫沈降反応に用いた H-2抗血清では H-2K,Dの両遺伝子産物を分離して精製

することが困難でありこの点を現在検討中である.

8) 電気泳動法による日本産野生メダカ (OryziaSlatipes)の地理的変異に関する研究

(酒泉 ･江上*･森脇): アクリルアミドスラブゲル ･セルp-スアセテート膜 ･アガロー

スゲルを支持体として用い,日本各地の野生メダカについて,酵素蛋白,血清蛋白,筋肉

蛋白などの電気泳動ノミターンを比較観察した. トランスフェリンおよび筋肉蛋白について

は変異は見られなかったが,調べた 26億の酵素のうち少くとも 14種について変異が見

られた.そのうち特にアルコールデロドロゲナ-ゼ･ソルビトールデヒドロゲナーゼ ･テ

トラゾリウムオキシダーゼ･フォルフォグルコムターゼについては,東北地方および本州

の日本海側,と関東から西の太平洋側との間にはっきりとした地理的な差異が観察された.

従来同一種とされている日本産メダカが,遺伝学的な見地から見るとこれら2つの地域の

ものに大別されることが示唆された.

9) 染色体進化の基礎理論 (今井): 一連の理論的考察の結果,動原体融合は自然選択

に対して極めて安定であるにもかかわらず,核型進化にはさして貢献しなかったことが結

論された.この一見些細な結論が,実は核型進化を減数分裂と結びつける鍵であることが

わかってきた.その概略は次の通 りである.核型進化に貢献した染色体変異は,構成的異

質染色質の増加 ･動原体開裂 ･逆位の3種で,いずれも相同染色体内の変異である.一方,

動原体融合は一種の相互転座で,2本の非相同染色体間に生じる変異である.後者は,放

射線や化学物質で染色体をランダムに切断した時に多発するが,自然集団や実験室集団の

自然状態ではほとんど観察されないこともよく知られている.この現象は従来,相互転座

*東京大学理学部動物学教室.
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が選択に対して非常に不安定なためと解釈されていたが,この種の変異が自然状態では本

来生じにくいとする可能性も検討する必要がある.染色体変異を生じるには, まずDNA
鎖が何らかの機構で継ぎ換わる必要がある.現在生殖細胞で知られている自発的な染色体

の継ぎ換え機構として乗換 (交さ)の機構がある.この機構を利用 して,非相同染色体が

空間的に離れており化学的にも反応しにくいことを考慮に入れると,何故核型進化に貢献

した染色体変異が相同染色体内変異に限られるかがよく理解できる.また生殖原細胞内に

生じる自発的姉妹染色分体交換の機構も理論的には相同染色体内変異を引き起すことがわ

かってきた.

10) マウスにおける染色体鼠換え機構に関する細胞遺伝学的研究

(a) マウスにおける染色体変異個体の調査 (今井 ･森脇): 核型進化の理論的考察か

ら,核型進化に貢献する染色体変異は相同染色体内変異に限られ,非相同染色体問変異は

ほとんど固定されていないことが推察される.これに対する実験的裏付を得るために,成

熟雄マウス生殖細胞における染色体変異の発生頻度の調査を行なった.雄の精原細胞,第

一 ･二分裂中期の染色体を観察することにより,動原体融合,相互転座,逆位, トリソミ

ー,モノソミー等を検出することができる.現在までに500匹調査したが,染色体変異個

体は発見されていない.

(b) 相同染色体の結合携樵に関する研究 (今井 ･森脇): 従来第一減数分裂中期の相

同染色体の結合はキアズマによると考えられ,また染色体の中間部に生じたキアズマは移

動期, 節-中期にかけて末端に移動し (キアズマの末端化), 染色体は末端部のみで結合

(末端キアズマ)するとされていたが,最近の BrdU ラベル法による研究から,キアズマ

の末端化は起っていない可能性が示唆されている.マウスにおける相同染色体の対合像の

解析から,我々は第一減数分裂時の染色体結合機構として,シナプトネマ結合および姉妹

染色分体結合の他に末端結合を仮定した.これは末端キアズマに代る新しい結合検横で,

染色体末端が核膜に結合することに関係あるかもしれない.複糸期 ･移動期 ･第一中期に

みられる染色体結合は,姉妹染色分体結合と乗換が組み合さったキアズマ結合と末端結合

の2種あることになる.末端キアズマに対する新 しい考え方にそってマウスの亜種間雑種

におけるキアズマ頻度を調べたところ,雑種個体ではキアズマ頻度のふれが大きくなる憤

向のあることがわかった.

ll) Flマウスの精母細胞に見られた性染色体の非結合現象 (今井 ･松田(洋)･城石 ･

森脇): 噛乳叛の性染色体は通常雄の第-減数分裂前 ･中期において末端結合をしている

が,時にその結合がはずれてⅩとY染色体が一価染色体として存在することがある.これ

は性準色体の非結合現象として知られている･MusnuSeulusdomeStiouS由来の近交系

マウス(BALB/C,BIO.BR)では非結合の程度は各々12.0% と 5.0% である.一方,日

本産野生マウス (M.m.noloSSinuS)では平均 16.6% であった.これに対して両者のFl

雄個体では 69.7% と高率にⅩ,Yの結合が切れることが発見された.この結合の消失は,

移動期から第-中期にかけて促進されること,および性染色体の遊離は染色体不分離にほ

とんど影響を与えないことが確かめられた.また,野生マウス (8)由来の第 17とY染
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色体を保有する BIO.MOI｣コンジェニック系で戻 し交配が進むにつれて,ⅩY の非結合

の割合が次第に減少して BIOBR系の値に近ずくことが観察された.このことから,ⅩY

の結合が遺伝子支配を受けており,その遺伝子は常染色体上にあり,-テp状腰の時にの

み発現する性質を持つことが推定された.

12) マウスにおける性染色体の非結合現象 の遺伝子分析 (松田(洋)･今井 ･森脇 ･近

藤*): 日本産野生マウスと近交系マウス (BALB/C,BIOBR)の Fl雄の精母細胞で性染

色体が高頻度に離れる現象が発見されたので,その遺伝的性質を調べた.C57BL/6Jと起

原の異なる近交系マウス 10系統との Flを観察したところ,性染色体の非結合は系統間

で小さなふれは見られるが 0-20% 以内におさまった.一方,BALD/C(M.偶.do竹もeS-

1iouS)と4つの亜種 M.m.仇OlosSinuS(日本産),M.m.oaslaneuS(フィリピン),M.伽.

urbanus(セイpソ),M.n.baclrianuS(アフガニスタン)との Flではいずれも50-

90% の高頻度で非結合が観察された. このことから高頻度の性染色体非結合は亜種間の

交配に特有な現象で,近交系マウスに見られる低頻度の非結合とは質的に異なることが推

定された. 日本産野生マウス (8)と BALB/C(早)の交配で得られた Fl雄 (90% 非

結合個体)を BALB/C(早)に戻 し交雑したところ,80,50,20% を中心として非結合

の程度が分離した.目下戻 し交雑2代まで実験を進めているが,非結合の高い個体から値

の低い個体が分離することがわかった.これらのことから複数の遺伝子座が非結合に関与

していることが推定される.

13) アナナスショウジョウバエ雄の組換とキアズマの関係 (松田(慕)･今井 ･戸張**):

ショウジョウバエでは,一般に雄に組換が見られないが,アナナスショウジョウバエ (D.

ananaSSae)では,ほとんどの系統で組換が生じている (MoriwakiandTobari1973).

一方,アリ類の染色体観察用に開発した air-drying法 (Imai etal.1977)を用いたと

ころ,この-エでは,第-減数分裂の移動期に相当する良質の染色体像が観察され,本種

が減数分裂の研究に優れた材料であることがわかった.そこで標識染色体との-テロ個体

で,雄の組換価の高い系統と低い系統を用いて,第Ⅱ,第Ⅲ染色体のキアズマ頻度と組換

価の相関をみた.その結果,組換価の高い系統では,キアズマ頻度も高くなる傾向 (高い

系統:2.0/Cell,低い系統:0.6/Cell)のあることがわかった.ただし,高い系統では, 辛

アズマとともに染色体切断も高頻度 (10%)に観察され,またキアズマ発生部位もランダ

ムではなく,ある特定部位 (相同染色体が強く associateしている部域)に多発している

傾向の強いことがわかってきた.これらの結果は,マウスなど他の生物に見られるキアズ

マ形成機構とは質的に異なる可能性を示唆している.

C.生 理 遺 伝 部

生理遺伝部はショウジョウバエのもつ遺伝的変異を行動 ･生態 ･進化遺伝学の立場から

解析を行なっている.

*名古屋大学農学部.

**東京都立大学理学部.
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昭和 54年 4月 1日付で大島長造部長は定年退官 し,その後は名誉所員としてひきつ

づき行動遺伝学的研究を行なった.田島弥太郎所長が以後部長を併任した.渡辺隆夫室長

は東南アジア ･ニューギニアのショウジョウバエの調査と採集 (文部省海外学術調査)の

ため,10月 9日より12月 7日まで現地に出張 した. 城西歯科大学津野悪道黄師は 4

月 1日より非常勤研究員として勝沼のアイソザイム調査を行なった. 東京都立大学大学

醍(D3)の高村継彦は昨年にひきつづき特別研究生として主に行動遺伝学的研究を行なっ

た.残留農薬研究所井上連生研究員補は 9月 1日より11月 30日まで特別研究生とし

て農薬による突然変異誘発に関する研究を行なった.

研究費の面では文部省科研総合A｢ショウジョウバエ ･カイコの developmentに関す

る遺伝学的研究 (黒田班)｣の分担研究 および環境庁総合プロジェクト｢環境悪化の動植

物に与える影響の遺伝学的研究｣の分担研究としてそれぞれ,補助を受けた.

第 1研究室 (渡辺)

1) ショウジョウバェの行動遺伝学

(a) ショウジョウバエの活動 リズム (高村 ･大島): 正常なキイロシ｡ウジョウバ-

は,自然条件と同じ明暗環境下では,朝夕に活動のピークを示す.この明暗環境で数日間

条件ずけちれた--は,全暗環境に移 しても,それまでの朝夕の時刻に同調 して活動する

ことが知られている.ショウジョウバエにとって活動時刻を記憶するためには,明暗条件

のみで充分なのか,または,明瞭条件下で実際に朝夕活動した経験が必要なのかを確かめ

るために以下の実験を行なった.3日間の明暗条件を与える時に,12oCの低温に置き活

動を抑制し,全階条件に移 して後に温度を 25oCに上昇する.アクトグラフに現われた結

果は,正常の明暗同調のリズムであった.すなわち,ショウジョウパェが明暗条件に同調

して全暗環境で活動するためには,実際の活動の経験は必要 とせず,明暗条件そのものを

記憶しておきそれにもとずいて活動することがわかった.なお,本年は活動測定装置に改

良を加え,--を入れるセル内の飼を通常の寒天培地から砂糖水連続投与法に変更 したこ

とにより,1ケ月の連続測定が可能となった.

(b) ショウジョウバエの産卵行動 (高村): 培地の半分をろ紙でカバーした条件で,

培地上にのみ産卵するキイロショウジョウバエの系統 (M系統)と,ろ紙上にも多 く産卵

する系統 (P系妖)の産卵行動を直接観察によって比較 した.産卵管による産卵場所の探

索行動の誘発はPでは 95% が,Mでは 60% が紙上で起る.その後,Pでは 29.6% が

紙上に産卵,37% が培地に移動 して産卵,33.8% が産卵をしない.Mでは紙上に産卵せ

ず,64.2% が培地に移動 して産卵,35.8% は産卵をしない.探索行動の誘発が培地上で

起った場合は, 両系統とも 100% 培地上に産卵する. 上記の産卵をしなかった--は再

び探索行動の誘発部分からや り直す.ここで,1回日の産卵が紙上でおこる割合を ap,

培地上でおこる割合を an,産卵中止後再開される割合を rとすると,最終的な紙上産卵

率は ap/1-rで,培地上産卵率は an/1-rで予想され,実際にPおよびM系統の紙上産

卵率は 90.5% と 0% になる. なお, 射節からの入力により探索行動が誘発され,産卵

管からの入力によって実際の産卵が行なわれているために,射節の切断や産卵管先端部焼
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灼によりP姐両系統の産卵場所識別能は低下するが,両処置の効果は互いに影響されない

こ とか ら, 探索行動の誘発と産卵は独立の遺伝子によって支配されていると思われる.

D.neknogaSter以外の近縁同胞種は5種ともに培地上にしか産卵しない. しかし,壁

い培地にどの程度卵を埋め込めるか (産卵圧)には種間差 が あ って,D.teigSieri≦D.

肌elanogaeter≦D.yakuba<D.SinulanS<D.nauritiana<D.erecta の順となった.

アフリカ象牙海岸には,si桝ulans mauritiana以外の4種が生息するが,それぞれ異っ

た寄主植物を持つことが知られており,これらの生態的分化と産卵圧の違いを比較するこ

とによって共通の進化的意義が解明されるであろう.

(C) ショウジョウバエの求愛歌と種間交尾率 (河西 ･渡辺): 8の求愛行動時に生じ

る勉の振動音のうち,ipiは種特異的数値を示し,D.nelanogasterと D.Sinulansの

雑種は両種の中間の ipiをもち,ipiの遺伝子は常染色体上の不完全優生を示すことを前

回報告した. しかし,雑種8の発する ipiが同じ値にもかかわらず,交尾成功率は同じ

ではない.そこで,Ⅹ染色体に関して Sinulana起原 (Ⅹ8)と 仇elanogaeler起原(Ⅹm)

の各種組合せの 9(ⅩSXs,ⅩmXm,Ⅹ8Ⅹn,ⅩnXmYm)と 8(Ⅹ8YB,ⅩnYn,Ⅹ8Ym,

ⅩmYs)を作り98間の交尾率お よび8の求愛率 (交尾にさきだって8が9を追いかける

割合)を調べた.同種間の交尾率は当然のことながら最も高いが,雑種 9(ⅩmXB)に対し

ては両種の 8(ⅩnYJn,Ⅹ8YB)はほぼ同程度の交尾を示し,異種間の交尾 (ⅩmXthxXBYB,

Ⅹ8Ⅹβ×ⅩmYn)は起らなかった.一方,雑種8の場合,Ⅹ8Ynは SimulanS(Ⅹ8Ⅹ8)に

ⅩmY8は 肌elanogaSter(ⅩmXm)により交尾することから,Ⅹ染色体が同じものの間に

交尾に関して親和性が高いことがわかった.また,交尾前の求愛行動にも同じ傾向が認め

られたことから,8は自分がもっているⅩ染色体と同じⅩ染色体をもつ9により誘引され

るという一種の Oedipuscomblex現象が認められた.

2) ショウジョウバエの集団 ･生態および進化遺伝学

(a) 勝沼のキイロショウジョウバェ自然集団 の分析 (渡辺 ･井上 ･津野): 1979年

秋に採集した D.仇elanogaeterの第2染色体と第3染色体を同時に抽出した.230 ゲノ

ムの致死遺伝子頻度は第2が 19.6%,第3が 38.7% で後者が約2倍というアンバラ1/

スであった.このような現象は過去においても報告 (津野 1970,小須田 1971)されてい

る.第2の 19.6% は 1975年以来続いた約 25% のレベルより一段と低いもので,1960

年代の 15% レベルに近ずきつつあるように思われる.一方,多型的染色体逆位のうち

aLt(15.1%)は増加して aRNS(12.1%)よりも多くなったが,この致死低下と逆位増

加の関係は渡辺 ･山崎 (1976)の ｢両者が負の相関｣として動いているものかどうかを確

かめる材料として今後の調査が期待される.その他の多型的逆位は aLW (4.4%),SLY

(2.1%),eLP(0.2%),SRP(22.0%),aRC(7.2%)とほぼ前年度並であった. また,

アイソザイム a-GpdS と AdhS の頻度はそれぞれ 25.9%,39.6% であった.

(b) オナジショウジョウバェの分布 (河西 ･渡辺): 富士山を因む地域 (静岡県東部

一山梨県)12地点における D.SinulanSの侵入状況を毎年調べている.各地点におけ

る sinulansの頻度は 1979年も着実に前年を上回って,1975年以来はじめて ｢韮崎｣
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にSinulansの侵入を認めた.｢勝沼｣におけるブドウ棚下 (0.5%)と神社境内 (15･2%)

における SinulanS頻度の違いほいぜんとして大きく,前者の nelanogaeter優位は続

いている.名古屋から八王寺にかけての中央線沿線のSi伽ulanS分布を調べた･西からは

｢中津川｣まで,東からは ｢韮崎｣までは確実に侵入が確認され,東西より 8inula朋 減

少のクラインが認められた.採集稔個体数の少なかった長野県については,確実なことは

いえないが,r伊部｣でei肌 ulans2匹を認めた他は ｢飯田 ･岡谷 ･茅野｣では8indanS

は採集できなかった.

(C) 東南アジア･アフリカの染色体逆位 (井上 ･渡辺)･.1979年秋に現地で採集した

D.仇βlanogaSterの i801female系統の逆位の種類 ･頻度を調べた･これらの地域はほと

んどmelanogaSterの採れない所と報じられてお り,実際に調査個体数は少なかったが意

外に多型的逆位を高頻度に保有していた.例えば,CL舌についていえば,ケニアは 18･5%,

マダガスカルが 26.9%,ニューギニアは 83-67% であった.その他 2RNS,eLP,CRP,

SRC などが各地で検出される一万,3LM がニューギニアで,9RK がケニアで検出され

た.

(d) 致死雑種を生存させる遺伝子 (高村 .渡辺): Lhrは D.sinulans第 2染色体

上の突然変異で,D.仇elanogaster字との交配による致死8を救済生存させる働きをもつ.

この Lhr系統を数系統の mdanogがterに交配して,雑種致死と Lhrの救済壊横を考
,,～ A

察した.渡辺の報告 (遺雑 54:325)で ⅩmXm/YznxLhrXB/Y8の雑種 ⅩJnXm/Yβが救
Iu

済されなか ったのは,使用した ⅩznXTnが C(1)DX系統で bblocus(γ-DNAgene)が
Ed

欠失であったため,雑種 ⅩzELXm/YSが γ-DNAgeneを持たなかったための致死であろう
亡p

との考えから,bb+の C(1)R班 系統の ⅩmXm/0×LhrXさ/Y丘の交配を行なったところ,

Ⅹ7nXznIY且は救済された.さらに ⅩnXnYmとの交配より,雑種 ⅩznXmYB(?),ⅩmYmY且

(8),Ⅹ皿YB(8)が救済されて生存することから,Lhrの救済作用は雑種の性とは関係の

ないことを再確認した.これまでに行なわれた交配の結果は,YBをもつ雑種 (または ⅩB
を持たない雑種)は一般に致死であり,Lhrはそれらの致死雑種をすべて救済すること

を示している. したがって,雑種の致死性と Lhrの関係は (1)YSが雑種致死の効果を

もち,Lhrはこの効果を無効にする. または (2)Ⅹ8ほ雑種生存の効果をもち,Lhrは

ⅩSと同じ効果をもつ.ただし (2)に関しては,Lhrは ⅩSの bb+geneの第2染色体へ

の転座によるものではない.また,正常の交配 ei仇ulan89×meLa外Ogaater8 による

ⅩB/Ⅹn の致死と Lhrによる救済は上記 (1)(2)の例外として今後の問題である.

(e) 雑種萌壊の染色体分析 (高村): D.simulansと D.nauritiana の雑種第 1

代は早は妊性をもつ8がは不妊である.第 1･第 2･第 3の各染色体に 【y]･lbw]･lst)

を もつ Sinulan89 に野生型 の nauritiana 8 を交 配 し,Fl串 を 【y;bw;st]

Simulan98 にもどし交配 した. その結果生じた8種類の遺伝子型をもつ8紅ついて各

100個体以上を解剖して,輸精管内の動いている精子の有無を調べ妊性の回復度を推定 し

た.妊性をもつと思われる8の割合は,【y:bw:St]16.5%,【y;bw】6.7%,【y;at]23.8%,

lbw;St】3.9%,【y]7.6%,【bw]1.9%,【8t]3.8%,r+]1.0% とな り, 染色体が
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sinulanB型で多くホモになるほど,高い妊性の回復を示したが,各染色体間にも寄与率

に大きな差があって,特に,第2染色体が Si仇ulaneホモになると妊性は低下した.普

た,【y;bw;St]は3つの染色体がすべて sinulaneホモ型であるに もかかわ らず,

16.5% しか妊性をもたないのは,Fl平における交差が主な原因と思われる.なお,上記

の動く精子の割合と実際に交配によって確かめられた妊性の程度とはよく一致した.もど

し雑種の妊性と生存力との関係を調べたところ,γニー0.75で 5% レベルの有意な負の

相関を示した.

(∫) 正逆交配率からみた進化の方向性と分岐性 (渡辺 ･河西): 近縁種間の交配を行

うとその成功率に著しい差が正遊間に認められることが多い.この現象は新種が舌穫 (祖

先唾)から分化するときに獲得した交配様式の名残であろうという仮定にもとずいて,い

くつかの近縁幾グループの進化の方向性を推定した.すなわち,新しい雀が祖先種から分

離独立するために必要であった生殖的隔離は新生種の甲が祖先種の8と交尾しないという

遺伝的変化であった.したがって,正道交配間で交配しにくい♀の側が分化種で,比較的

交配の容易な9の側が祖先種として進化の方向性をつけることができた.この方向性は種

の生れた恢番を意味するが,必ずしも祖母-母-娘といった系統ばかりではなく,母-柿,

母→妹といった関係の系統も多い.すなわち,各新生種の直接の祖先は,自分よりも先に

誕生している種のうちの遺伝的距離が最も近い種である.アイソザイム等より求めた遺伝

的距離は雀間の交配率ともよく一致することから,いくつかの祖先種のうちで埋間交配率

の最高を示す種が直接の祖先種 (に近い)と考えた.例えば,D.nelanogaBter亜群で

は 仇elanogdBter-si仇ulan8-nanritiana,8i仇ulans-(yakuba,ere¢b,teissieri)と

な り,D.viriliS種群では viriliS-littoraliS,Virilis-nova珊e∬icana→a肌ericana-

ie∬αnaとなって,8inulansや virilisから2種以上が分岐して生じてきたと考えれば,

これまでの染色体変異,酵素変異,地理的分布等にもとずく進化系統樹と非常によく一致

する.

D.生 化 学 遺 伝 部

生化学遺伝部では,多細胞生物における遺伝子の発現機構を生化学的および遺伝学的手

法を駆使し,多岐の材料を用いて追求している.

第-研究室では多細胞生物における形質転換の研究を行なっており,これまでコナマダ

ラメイガ,カイコなどで広く認められる業績をあげてきた.形質転換の機作にはなお未解

決の問題点を残しているが,遺伝子工学への道を開いたものといえよう.またショウジョ

ウバェの初期発生における遺伝子作用の解析も併せ行なっている.

第二研究室では,タン′くク質およびアイソザイムの遺伝子分析を行なっている.タンパ

ク分子を構成するポリべブタイ ドは遺伝子の直接産物とみなしてよいが,生体内でいろい

ろ修飾をうけるものが少くない.一方,突然変異によって完全に失活した酵素分子をもつ

系統もしばしは見出されている.従ってこれらの同質遺伝子系を用い,酵素分子の遺伝的

修飾や失活の生物学的効果を明らかにすることが出来よう.
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第三研究室では淡水ヒドラを用い,細胞分化機構と形態形成の遺伝学的解析を行なって

いる.ヒドラは多細胞動物中最も単純な構造をもつ睦腸動物で,出芽,再生,移植などの

実験材料として広く用いられてきた.第三研究室では初めて遺伝学的手法を導入して,現

在細胞分化秩構あるいは形態形成過程に異常を生じた多くの突然変異株の分離に成功し,

詳細な解析を行なっている.

また,特別研究生として井原正昭は第2研究室において植物アイソザイムの研究に,高

野純 (名古畳大学理学部大学院生)は第3研究室においてヒドラ発生機構の研究に,それ

ぞれ前年に引続いて従事した.

第1研究室 (名和)

1) 初期発生における遺伝子作用の解析 (山田･名和): 昆虫の初期発生において重要

な役割をもつ卵細胞質の遺伝子支配と,発生途上における核と細胞質の相互作用を知るた

めに,Ⅹ染色体上の母性効果に対する肱致死突然変異体とSR因子による雄性腫致死系統

の性質が調べられた.

a) 昨年分離された正常卵細胞質を移植されることによって救済される突然変異 fs(1)

MY-18の性質を調べた結果次のことが明らかになった.遺伝子座位はⅩ染色体上 11.3

であり,この遺伝子を持つ雌雄の生存度は,-テロ雌の 90% 以上であり,幼虫から親え

の生存率には影響がなかった.雌は形腰的に正常な卵 (500×200 〝)を産むが,野生型雄

と交配した場合にも幼虫のふ化は全く見られず,また栄養要求性および温度感受性は認め

られなかった.ホモ雌からの卵は野生型卵の細胞質を移植す る こ とに よって救済され

(2%),-20oCに3日間保存された卵細胞質も救済活性をもっていた.また移植された細

胞質は 1×10~4Illであり,卵体積の約 1% にすぎないにもかかわらず救済活性が認めら

れた.これらのことは救済物質が安定で微量で有効なことを示唆する.0'Farrellの二次

元電気泳動法により卵巣の蛋白を比較したところ,卵巣に特異的な蛋白がこのホモ個体で

は欠失していることが見出された.しかしこの蛋白は卵細胞質には存在しなかった.これ

らのことより,この遺伝子は幼虫の生存には無関係であり,卵巣で特異的に働き卵細胞質

の形成に重要な作用をしていると考えられる.

b) SR因子をもつ雌からの卵は受精して雌雄が決定すると雄旺のみが致死となり,雌

肱は正常に発生し親になることが知られている.これはSR因子による一種の母性効果に

よる雄旺致死である.この卵に正常卵細胞質を移植し救済されるか否かを調べた結果,得

られた 51個体の親のうち 10個体の雄が認められ,これらの雄の体液中には少量ではあ

るが,スピロプラズマが認められた.またこれらの雄は雌核の混入による雌雄モザイクに

より救済されたものではないことが,正常親にマーカー遺伝子をもつものを使用すること

により確かめられた.さらに詳しい分析を進めている.

2) イネ科植物のプラスミド (名和 ･山田): イネ科植物に窒素固定能を付与するため

1のつの方法として,そのプラスミドをベクターとしてほかの窒素固定遺伝子に結合させ

ることが考えられる.そのための第一段階として,イネ科植物のプラスミドの存在の有無

を調べた.まず核, ミトコンドリヤ,ク｡Pブラスト, ミクロソームなどを,イネ科植物
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の薬や板の細胞から分離するためのいろいろの方法が検討された.セルラーゼやペクチナ

ーゼなどの酵素処理は良い結果を与えなかった.乳鉢で手で渡すのが簡単で良好な手段で

あるが,多量の試料を処理するのには不向きで今後の検討を寮する.庶糖遠心分触法によ

り分画 した核, ミトコンドリヤ･ミク｡ソームなどの各分画よりの DNAの抽出には

SDS-フェノールの変法が用いられた. これら DNAのアガロースゲルによる電気泳動で

は主バンドのみしか判別できなかった.

核 DNAなどに比し, もしあってもごく僅かと考えられるプラスミドDNAを検出す

るためには多量のDNAを抽出する必要があるという立場から,容易に得られる小麦旺芽

についてDNAの抽出,検定が行なわれた.核, ミトコンドリヤ, ミク.'ソームを分画し,

それぞれの区分から DNAを抽出精製し,-チジウムブT3ミド･CsC1-超遠心法で調べると,

核では主バンドのみ, ミトコンドリヤでは2層にDNAが分離し,軽い方が主で重い方が

薄かった. ミクロソームよりのDNAではその道であった.核 DNAの中にサテライ トが

存在しても,少量の場合は主 DNAのバンドの中にかくれて検出不能の可能性があるので,

直鎖 DNAと環状 DNAとのアルカリ変性に対する抵抗性のちがいを利用して,サテライ

トの濃縮が試みられた.DNAを適当に努断する条件を探 り,pI王12.2で処理 してからフ

ェノールで一本鎖 DNAを除去する操作では,予期に反 してエチジウムプpミトC8Cl一超

遠心法では1本のバンドのみしか得られなかった.しかしこれは元のDNAに比し少し重

い位置を示すことが分り,元のDNAとの混合実験では明らかに2層に分れた.計算から

はこの重い部分は核 DNAの数パーセントを占め,もしこれがサテライ トDNAとすると

少し多すぎるとも考えられるので,アルカ1)処理によって生じた2次産物である可能性を

現段階では全く否定することはできない.しかし前述の ミトコンドリヤや ミクロソーム区

分で2種のDNAが見られたことから,このものは元から存在していると考えた方が妥当

と思われるが,これらのことは今後の検討にまたれる.超遠心法のはか,-イ ドpキシア

パタイ トカラムによる分離分析でも,2種類のピークが認められた.

第2研究室 (小川)

1) 臓器特異性 た ん 白質 の発生遺伝学的研究 (小川): アカ′､ライ モ リ (Triturue

pyrroga地rBOIE)の発生初期における肝組織の分化を免疫化学的手法を用いて詞査し

た.

成体アカ-ライモリの肝 ミクロゾーム分画を抗原としてウサギ抗血清を調製し,碑,腎

および筋組織で吸着試験を重ね,その特異性をたかめてのち,受精後各種の発生段階にあ

るアカ-ライモ1)肱との沈降反応を実施した.用いた抗血清の力価は 1:612である.

その結果,成体肝 ミクロゾームと同一抗原の発現を受精後6日日,発生第 20期 (飼育

温度 20oC)の旺に認めた.この所見はいま までの形態学的な肝親織分化の所見より72

時間,発生段階にして6期早い.

2) 日本中型犬ならびにその近縁種に関する遺伝学的研究 (小川): 北海道犬の代表的

な現存3系統である千歳系,岩見沢系および日高系についての調査は終った.これらの系

統の他に,阿寒,網走地方に布分していたという阿寒系,鵡川,早来地方の厚真系,渡島
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地方に生息していたという渡島系の記録がある.そのうち,阿寒系はアイヌ民族とは全く

異る北海道の先住民族モヨロ人に飼育されていた集団をうけているといわれている.この

キヨP犬の特長は頭部の左右葡骨突起の間隔が著しく広い.

網走,阿寒,知床半島地域の現存中型犬の調査を行なっている.いままで硝 走地区の

調査は終ったが,北海道中央部に現存する中型犬と比べて特色のある形質のものは発見さ

れていない.

メリオ系の兄妹交配は 19世代まで順詞に進んだ.アク系とフジ系の新しい祖犬による

やり直し兄妹交配はそれぞれ5および6世代まで進行した.

3) 栽培および野生イネのアイソザイム (遠藤)

a.Aep-17M 遺伝子の配偶行動: インド型イネ 1707で発見された Aop-1n払Ilに対

する日本型イネ T65による6回目の戻し交雑から,現在,B8F2でホモ型の同質遺伝子系

統を得た.この過程で注目されたのは,開花期における高温条件では,Aep-1nuuの分離

頻度が低く,低温条件ではその分離頻度が比較的高いことである.Åep-1nullをもつ配偶

子の温度感受性についての調査が始められた.

b. 新たに検出された酵素種:_栽培登で,_グルコースリン酸イソメラーゼ (GPI)の2

個のバンドが休眠種子で,4個のバンドが夜業で検出され,芽生えを トリトン Ⅹ-100 で

磨砕するときは,α･グリセロリン酸脱水素酵素の1個のバンドが,成熟緑葉ではリングル

コムターゼ (PGhl)の高い活性の1個のバンドが,アル ドラーゼの弱い活性の1個のバン

ドが検出された.これらの変異体はまだ発見されていない.

4) エンレイソウ自然集団の分化とADIⅠアイソザイム

(a) ゲノムと Adh遺伝子 (井原 ･遠藤): 両親および交雑 Fl種子のザイモグラム

調査か ら, オオバナノエンレイソウ (KIEl) では AdhF(K)が, ミヤマ エ ンレイソウ

(Ⅹ2Ⅹ2TT)では Adhs(T)とAdhsTn(T)が, エンレイソウ (SSUU)では AdhF(S)および

Adhs(u)が検出された.各アイソザイムのうち,FEと FSおよび SVと Stlはそれぞれ

同じ位置にあり,Sh(の活性は低く,その位置は ST(または Stl)との雑種バンドの位置

から推定された.一方,雀子抽出物による試験管内での酵素の分子雑種によるザイモグラ

ムは,交雑 Fl種子の示すザイモグラムとほぼ一致する結果を得た.

(b)ADII酵素の基質特異性 (井原 ･遠藤): アルコール基 (-Crl20H)をもつ18

種類のアルコール類を基質とするとき,エチル,A-オクチルなど計8種類が反応性を示し

た.このうちエチルおよび n-プロピルの両アルコールが最も高い.注目されるのは桂皮

アルコールで, トウモロコシ肱乳では,ザイモグラム上で別々に検出されるが,エンレイ

ソウでは移動度が完全に一致し,同一酵素によるものと思われる点である.

第3研究室 (杉山)

1) ヒドラの細胞周期 (高野 ･藤沢 ･杉山): 個体増殖速度の異なる4系統のチクビヒ

ドラ (Hydra他agnipapillata)の上皮細胞 (epithelialcetll)と間細胞 (inte相もitialcell)

の細胞周期を測定し,細胞分裂速度と個体増殖速度の相互関係を調べた.

ヒドラに1日1回十分な餌 (ArtemiaSali榊 Bの幼生)を与えて飼育すると出芽によ
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り個体数は対数的に増加する.野生型チクビヒドラの場合,その増殖速度(個体倍加時間)

は 3-10日と系統聞により大きな差を示す.

ヒドラの鼠織は主として上皮細胞と間細胞系細胞により構成されている.Campbe11と

David(1972-74)はヨーPッパ系ヒドラ (H.a肋nuaぬ)につき細胞周期を調べ,上皮細

胞の細胞周期 (約8El)は個体倍加時間とほぼ一致すること,すなわち個体数が倍加する

間に上皮細胞も過不足なく丁度1回分裂して倍加することを報告した.また,間細胞の細

胞周期は約1日と短かく,個体倍加時間内に約3回分裂を行なう.しかし開細胞の一部は

刺細胞,神経細胞に分化するので結果的には個体倍加時間内に間細胞数も丁度倍加するよ

うに調節されているのであろうと推察した.

我々は個体増殖速度の異なる4系統のチクビヒドラにつき細胞周期の測定を行 ない,

Campbellと Davidと同様の結果が得られるかどうかを調べた.

その結果,間細胞の細胞周期は個体倍加時間と無関係にどの系統においてもほぼ一定で

あった.このことから問細胞の細胞周期は個体増殖速度を決定する橡横とは独立に規定さ

れていることが示唆される.

一方,上皮細胞の細胞周期は4系統のうち3系統では H.altenuataの場合と同様に

個体倍加時間とほぼ一致し,この両者を調和させるための何らかの枚樵が存在することが

示唆される.ところが4系統のうち個体増殖速度の最も遅い1系統 (L4)の上皮細胞の細

胞周期は個体倍加時間よりも明らかに短かいことが示された.従ってこの系統では個体増

殖速度と細胞分裂速度を調和させる機構が不完全であると考えられる.この系統と他系統

の詳細な比較検討により,この調節機構の解明を今後行なう予定である.

2) ヒドラ突然変異系統 (sf-1)の感温性間細胞について (杉山･藤沢): ヒドラ間細

胞は未分化の幹細胞 (stem cell)で,刺細胞,神経細胞等に分化する能力を持つ細胞であ

る.突然変異系統 8f-1は外見上ほぼ正常に見えるが,この系統の個体を大量に飼育して

いると間細胞 (interstitialcells)を失なって描食不能な個体がまれに出現する.

系統 Sf-1の組織から間細胞が消失する過程を追跡するために Sト1個体をいろいろの

条件下で飼育したところ,この系統は温度感受性 (temperature-sensitive)であることが

わかった.すなわち 18oCで正常に増殖している集団を 23oCに移行すると,8日後に捕

食不能な個体が現われはじめ,8日後には全個体が描食不能となった.この間,組織中の

細胞取成を調べたところ,間細胞数は 12時間後ではじめの約 50%,24時間後には 5%

と急激な減少を示した.

同様の実験をキメラヒドラについても行なった.8f-1系統の間細胞と野生型上皮細胞

を持ったキメラでは,温度処理により Sf-1と同様の間細胞減少が認められた.しかし,

反対の鼠み合わせのキメラでは間細胞減少は認められなかった･

感温性間細胞消失のメカニズムとして次の4通 りの可能性が考えられる.

(1) 野生型ヒドラをコルヒチン処理すると消化細胞による phago¢yto8iさにより間細

胞除去がおこるが (Campbell,1976),Bト1系統では同様の現象が 23oCでおこる.

(2) 間細胞は刺細胞や神経細胞に分化する能力を持つが,23oCでは全問細胞が分化
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し,幹細胞 (Stem Cell)として残る部分が無くなる.

(3)23oCでは Sf-1の間細胞は分裂出来ない.

(4)23oCでは 8f-1の間細胞は死滅する.

温度変化後の細胞組成変化の経過,鼠織学的観察等の結果から,sf-1系統間細胞消失

のメカニズムは上記可能性中の (4)であろうと推察され,目下詳細な検討を進めている.

E. 応 用 遺 伝 部

研究活動の一般的目標は,設置法に示されるとおり,有用動植物の育種に役立つ遺伝学

的知識の開発である.研究課題は多様であるが,それらを大別すると,進化と適応 統計

遺伝と選抜の理論,動物の行動遺伝学などに区分され,また汚染環境の動植物に及ぼす遺

伝的影響の研究 (環境庁予算)には応用遺伝部所属の研究員全員が協力してきた.

従来と同様に,第1研究室では河原研究員がウズラとニワトリに関する種々の課題を,

また藤島研究員はネズミの学習力と行動の研究を続けている.第2研究室では井山室長が

主として量的形質の選抜に関するシュミレーション実験を,第3研究室では森島 (沖野)

室長が稲と水田雑草の適応機構について生態遺伝学的実験を継続した.なお,岡と森島は

遺伝実験生物保存研究施設植物保存研究室の佐野研究員とともに 10月 18日より11月

23日まで稲と雑草に関する海外学術調査のため,ネパール, インド, タイ国などを旅行

した. また,森島室長は 6月 13日から 29日まで中華人民共和国中国科学院の招待に

より中国各地を訪問した.

第1研究皇 (岡)

1) 家禽塀における近交退化の機構 (河原): 家禽掛 こおける近親交配感受性は,品種

や系統によって異なることが知られている･本実艶では,ニワトリおよびウズラのそれぞ

れについて種々の遺伝子型をもつ ｢近交実験起原群｣を作 り,それらに兄妹交配を行ない,

起原群の遺伝子型と近交感受性の関係から近交退化枚横の解明を試みた.

ニワトリにおける起原群は,閉鎖群内交配,閉鎖群間交雑 Fl および閉鎖群雌に近交系

(F-0.968-0.986)雄の トップ交雑 Fl,総計 10交配であって,51の兄妹交配を開始し

た.ウズラにおいては,遺伝的に分化した系統が明確でないので,野生系,家禽化系およ

びこれらの交雑を起原群として,稔計 467の兄妹交配を開始した.

ニワトリでは,51家系の兄妹交配第1世代のうち 41家系 (80.3%)が生存し, 第2

世代では 26家系 (51.0%)が生存した･起原群別にみると,小集団 (30個体位)の閉

鎖群内交配によるものは近交感受性が低く第2世代で93.3%が生存したが,大集団 (100

個体位)の開銀群内交配では 22.2% しか生存しなかった.また,閉鎖群間交雑 Flおよ

び閉鎖群と近交系間交雑 Flは,ともに第2世代で 44.4% の生存を示した.

ウズラでは,各起原群について近交係数に対する家系数減少の直線回帰式を作 り家系数

が 50% に減少する近交係数を推定した. その値は, 野生系統で 0.173,家禽化系統で

0.379および交雑 Flで 0.343であって, 野生系統は近交感受性が著しく高いことを認

めた.このように,ニワトリにおいては小集団閉鎖群が他のものより,ウズラにおいては
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家禽化系統が野生系統より近交生存率が高い.これらの群は従来しばしば近交を行なって

きたため,その遺伝的組成が近交に耐えるように変化したものであろうと思われる.

2) ウズラの飼育環掛 こ対する適応 と馴化 (河原): 家禽化されたウズラは 250前後

の室温で最も高い生産能力を示す.より高温で飼育する場合,高温に対する適応馴化が起

るが,その過程の遺伝学的研究を目標とし,予備実験として適当な処理温度の決定を試み

た.

交雑 Fl群を用い,ふ化後 231日から 17日間 250,23日間 350,20日間 390, そ

の後は 250とし370日までの産卵率,卵重,体重および熱性開口呼吸を調査した.なお,

全期間を通じて日長は 18時開明 6時間路とし,粗蛋白質 19% 以上の配合飼料を不断

給与し,飲水は常時可能にした.

産卵率は, 高温処理前の 250では 65.3-84.7% であったが,360では最低 36.1%

まで減産 した (対照区:75.5-89.2%).390処理では 20.8% に減産 した (対照区.･

79.4-88.2%).高温処理中は,350で 60-80%,390では殆んど全個体が熱性閲口呼吸

を行なった.高温処理前の体重を 100 とすると, 処理後の体重は 350で 90.8,390で

BS.各に減少した.卵重も高温処理期間中徐々に軽くなり,350で8.Bog(対照区 9.24g),

390で 8.17g(対照区 9.29g)であった.

39qから 250に戻すと 2週間で卵重は対照区の値に近づき,その後,処理区の方が重

くなる嬢向を示したが,1ケ月後には相違は消失した.熱性閲口呼吸をすると,体重と卵

重は軽くなるが,産卵力は逐次回復し,850では 60-65%,390では 50-55% で平衡

状態となった. また, 高温から 250に戻すと産卵率は 2週間後には対照区の値 (85-

90%)に逢した.

の ウズラの暗色羽をもつ神経異常突然変異 (河原): この突然変異は家禽化閉鎖群か

ら初生毛および成熟羽は焦げ茶色で暗色羽,初列および次列風切羽などが枚つれているの

が外部形鼓にみられる特徴である.これらの外部形質は雌雄間ならびに個体聞変異が少な

く表現が均一である.しかし,併発する神経異常程度は個体により甚しく異なる.歪症の

ものでは震動症状とともにふ化後1週間以内に股関節脱臼を起すものもあり,全身を強く

震動させて歩行が困難なものから震動が弱く肉眼では正常と相違しないものまでの変異が

ネられる.神経異常により,この突然変異は準致死性をもつ.突魚変異個体の脳と神経の

軌織学的研究を,大阪大学医学部第2解剖学教室と共同で行っている.小脳の分子層なら

びに額粒層は薄く,その結果,小脳が正常のものより小さく,分子層と額粒層の境界に正

常のものでは1列に並ぶプルキンエ細胞層があるが,突然変異では,その配列が不規則で

ある.また,正常なプルキソ-細胞は,むすび塾であるが突然変異では異常な紡錘型であ

って小さく,樹枝状突起の発育が悪く,形成不全がみられる. これらについては,Brain

ReSeamhl177･.183-188(1979)に詳細を記載した.

この突然変異 は,形態的特徴か ら ｢暗色羽 神経異常｣ `̀DarkFeatherNervous

Disorder"とし,略名をD.F.N.D.とした.現在まで報告がない新しい突焦変異であるが,

交配突放の結果から常染色体性劣性遺伝子 (dn)によるものと推測される.遺伝子突然変
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異の授かに染色体異常の可能性も考えられるので,骨髄の染色体を調査したが異常は発見

されなかった.

4) ウズラの系統育成 (河原 ･三田･斉藤 ･杉本): 鳥類の実験動物としての1つの特

徴は,その歴を常時容易に利用できることである.特にウズラは小型で,能力が高いので,

その肱を用いて病原の感染や増殖実験に必要な SPF(SpecificPathogenFree)あるいは

無菌の鳥群を作るにはニワト1)より有利な点が多い.しかし,ウズラの卵殻は色素を含み

検卵に不適当である.また,肱にメラニン様穎粒が含まれており,細胞や組織の観察に不

都合である.前年度報告したように伴性アルビノ突然変異と常染色体性白色卵殻突然変異

との合成系統の育成を続け,その生存率および卵殻強度の改良のため選抜を行なった.

5) マウスの学習能力に関する選抜実験 (藤島): Y型迷路を用いて,60-70日令の

マウスの弁別回避学習成続 (DAR,%)を測定し,それに関して特徴のある4系統 (C3H/

EeMS,SWA(/AAS,C57LIJA(8および D103/加S)の間の四元交雑集団について学習第2日

日の DARの皮紋に基づいて同腹内選抜法により高 ･低2方向への選抜を継続してきた

(年報 29.p.84).

本年は選抜第5代の成績が得られた.第5代までの累積遺伝生得量は雌雄平均で 10.8

であった.DAR の選抜による回避と弁別成績との相関反応を見ると,DAR高 ･低系統

間の回避成額の差 (高一低)は20.9,弁別成績の差は -3.5であって,DARを向上させる

方向への選抜は弁別能力よりも回避学習の向上をもたらす償向が認められた.また,DAR

の低い系統は高い系統より弁別学習が優れており,この候向は雄の方が顕著であった.

第2研究室 (井山)

1) 他殖性植物の集団の遺伝的鼠成に対する同類交配の影響 (井山): 開溝交配が他殖

性植物の集団の遺伝的組成にいかなる影響を及ぼすかを電算機によるシミAレーションを

行なって調べた.31の遺伝子座が関与する量的形質について, 互に似たもの同志の間で

だけ交雑が起るようにし,その他の淘汰は働かないものとした.有限の大きさの集団では,

無作為交配が行なわれる場合にも,遺伝的浮動の効果によって,遺伝的変異が減少し最終

的には単一の遺伝子型に固定するが,同類交配はその固定の速さをさらに促進するように

働くことが判った.同類交配の初期には遺伝的変異が一時的に増大するが,平衡状態はえ

られず,集団の遺伝子型組成は無作為交配にくらべてより早く単一化の途を辿る.同欝の

選択の軽度がきびしいと,固定の速さはそれだけ著しく促進される.

第3研究室 (森島)

1) 熱帯アジア山麓地帯における稲と雑草の生態遺伝学的調査 (岡･森島･佐野): 文

部省海外学術調査費を受け,1979年 10--11月に ネパール ･インド･タイ国に謁査施行

した.目的は,稲集団の遺伝的多様性と生育地の環境条件との関係の調査,栽培稲の起原

地の再検討,野生稲および栽培稲の種子採集の3点であった.栽培稲の起原地K関しては,

ヒマラヤ山麓には野生稲が分布していないこと,この地域に古代文明が存在しなかったこ

となどから,私共はヒマラヤ山麓起原の可能性はないと考えるにいたった.

野生稲に関する現地調査 (36地点)の結果のとりまとめから次の事実が持病きれた.
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(a)多年生型は水が深く安定した場所に,一年生型や中間型は乾期には乾燥する撹乱の

激しい場所に生育する.池の中心部に多年生塾,周辺部に一年生型が生育する例も見出さ

れた.(ち)野生稲と共存する雑草は計 92種が同定されたが,多年生野生稲には多年生

の共存種が,一年生野生稲には一年生の共存種が多く,生活型の分化はニッチェの分化に

伴うことが認められた.(C)一年生および中間型野生稲の生育地は多年生のものより種

の多様性が高い.また一年生と多年生の草種が半分位づつ共存する場所は多様性は高いが

野生稲の優占度は低い.(a)多年生型野生稲は安定した場所の他に稲作により携乱され

る場所にも適応するが,都市化や不定期の捷乱が激しくなると大型カヤツリグサとの競争

に負けて消滅する.他方,撹乱環境に容易に侵入する一年生型野生稲は,凍乱程度が低下

すると他の多年生雑草に追い出される.

栽培稲の圃場の調査は 52地点で行なった.低湿地から高度 1,700 m (ネ,i-ル)にい

たる多様な立地条件に対応して異なる稲作体系 (畑 ･水田･深水田)がみられ,栽培され

ている稲品種の変異も豊富であった.採集種子 を用いて, フェノール反応 ･モチ性 ･粒

色 ･扱色 ･符毛長 ･芭長 ･種子の大きさなどの特性を調査した.モチ性以外の全ての特性

に関して大部分の集団は多型的であった.フェノール反応 (-)の個体,長い梓毛を持つ

個体はネパール在来品稜に多 か った. タイ国北部で採集した系統はすべてモチ性かウル

チ･モチ混合集団であった.襲田内の変異を種子の長さの標準偏差で示し,共存する雑草

の種の多様性と比較すると両者は正に相関する債向を示した.私共は西アフリカの稲につ

いても同様な関係をすでに見出しており,これらの事実は生物的環境の複雑さが変異保有

に果す役割を示唆するであろう.

この調査施行を通じて野生稲 37系統,栽培稲 241系統 (現地研究機関からの分譲系

統も含む)を採集した.これらの種子は植物保存研究室で系統保存を行い.今後の研究に

備える.

2) 温室内における野生稲の生態実験 (森島): 野生稲 Oryzaperenniaが生育と繋

殖を通じていかに競争し環境擾乱に反応するかを調べる目的で,次のような実験を行なっ

た.1978年,温室内水田に一年生と多年生の系統を単植および混植した.第1年目の野

生稲と雑草の生育量を調査した後,放任区と撹乱区 (冬期に刈取 ･耕起)とに分け種子は

自然脱落させて集団を維持している.第2年目には,親個体数 ･次代個体数 ･土中種子

数 ･生存個体の形質調査などを行なった.現在までに見出された主な結果は,(a)第1

年目混植区では多年生系統の方が一年生系統に対して有利であった.(b)一般雑草に対

してほ一年生系統の方が強かった.(C)一年生系統の 40% の個体が成熟後も生存し,

第2年日放住区では親株と次代植物が約半数づつ混在していたが,捷乱区では全個体が次

代植物であった.(a)多年生系統の生存率は約 75% で次代植物は発生しなかった.第

2年目の全生育量は放任区の方が多かったが, 生殖効率は据乱区の方が高かった. (e)

第2年目の混植区では,放任区がすべて多年生系統であったのに対し,擾乱区では両系統

が混在していた.以上の結果は,放任区では栄養繁殖が,撹乱区では種子繁殖が有利であ

ることを示唆する.
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3) 稲雑種集団におけるアイソザイムと量的形質の変化 (森島 ･遠藤): 野生稲に見出

されるアイソザイム遺伝子の多様な変異が何故栽培化に伴って減少したかという問題に対

して,異なるアイソザイムを持つ野生稲と栽培稲の3交雑鼠合せから集団採種 して きた

FO集団においてパーオキシダーゼと酸性フォスファクーゼのアイソザイムを調査し,F3

での調査結果と比較した.パーオキシダーゼの Px12A と酸性フォスファクーゼ Acpll が

増加した組合せが見出されたが,これらは共に栽培型交配親の持つ遺伝子であ った.F8

から F6の間各組合せごとに,脱粒しない穂から収穫した種子による集団と脱粒して土中

に埋れた種子による集団とを分けて維持してきた.栽培実験を続けると一般に集団の遺伝

子型は栽培塾に近づくが,採種法の異なる群を比較すると前者の方が脱粒性や収量性など

において栽培型に近く,アイソザイムの相対頻度においても後者と異なる憤向が認められ

た.また,出穂日と特定のアイソザイムとの連鎖関係が示唆された.

4) 水田におけるヒエの鋼抵抗性と相対無頼率 (森島 ･岡): 昨年度,銅抵抗性と競争

力が異なるイネとヒエ各2系統を裁培した銅処理田および対照田から今年度自然発芽して

きたヒエおよび他の雑草について個体数と乾物重をサンプル調査した.ヒエ系統C (鋼抵

抗隆弘 ･競争力弱)は系統D (鋼抵抗性弱 ･競争力強)との競争によって減少したが,鍋

処理田ではCが有利になる傍向が認められた.対照田ではサンプル区間でCとDの乾物重

が負相関を,飼処理田では正相関を示す債向があり,競争関係が鋼処理によって変化した

ことが示唆された.その他の雑草では銅処理田で減少する種も増加する種もあった.各種

雑草を全体としてみると乾物重に銅処理の影響は認められなかったが,それぞれの種につ

いては処理および他の条件との交互作用の効果が認められ,雑草社会の内部構造は著しく

変化したことがわかった (環境庁補助金による).

5) タマガヤツリ･ヒデリコ･トキンソウ･アゼトウガラシの銅抵抗性 と相対繁殖率

(森島 ･岡): 昨年度,タマガヤツリ(Cy),ヒデリコ (Fm), トキンソウ (Ce),アゼ トウ

ガラシ (Va)を トレイ (鋼 200ppm 添加土および正常土)に2種づつ混播して生育させ,

今年度はそこから自然発芽させた.混生する2種の乾物重の比から簸争関係の強弱を謁べ

ると,無銅区では第1年目は Fm≒Cy>Ce>Va,第2年目には CyヲFmヲCC>Vaであ

り,含鋼区では両年共 Cy>Ce>Fm>Vaであった. これは銅抵抗性の強弱 (Cy>Ce>

Fm≒Va)とほぼ一致した. トレイ内の徽環境による表現型可変性の大きさは Cy>Fm>

ce>vaであり,競争条件下での適応性に貢献している可能性が考えられる (環境庁補助

金による).

F.変 異 遺 伝 部

変異遺伝部は3研究室よりなり,第1研究室は動物に閑し,第2研究室は植物に閑し,

第3研究室は徴生物などを材料として,物理的および化学的刺軌による誘発突然変異の研

究を行なっている.人事に関しては,米国カリフォルニヤ大学 Doi教授のもとで留学研

究を行なってきた第3研究室の定家義人研究員は 8月 31日帰国した他,前年度と異動

はなかった.
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前年度に引続き,国内外の諸研究童と種々な形で研究協力を行なった.賀田は英国医学

研究機構 ･米国環境衛生研究所 な どの主催する ｢がん原検出 ･評価に関する国際協力計

画Jに参加し,米国アトランタ市およびサンシモン市において研究連絡を行なった.また

モナコにおける基礎毒性学のシンポジウム,スイスにおける ICPEAlC会議への参加 ･研

究発表を通 じて,枯草菌rec-aSSay法で得られた化学変異原 ･がん原vt_関する知見につい

ての意見交換を行なった.一方,東南アジアとの研究交流の一環として,タイ国バンコッ

ク市で行なわれた ｢環隻変異原の短期検出に関するシンポジウム｣に参加し 講演を行な

うとともに,厚生省日米医学協力の後援による研究調査を行なった.なお,本年5月には,

第6回国際放射線会議が東京で開催されたので,｢放射線と化学物質との相互的生物作用｣

に関するシンポジウムなどでの研究発表を通 じて国際的な研究交流を行なうことができた.

本研究部は文部省予算による研究活動に加えて科学技術庁より原子力予算を受け,｢放射

線の遺伝に与える影響の研究｣を行なっている.本年より,文部省科学研総合A波として

｢シンクロトン軌道放射による単色真空紫外線の生物学的研究｣を主催した. その他文部

省 ･厚生省 ･科学技術庁 ･環境庁の研究費に よる諸総合研究計画に参加tLて,化学変異

原 ･がん原に関する研究を行なった.

非常勤研究員として,安藤忠彦 ･乾直通の両博士の参加を得ている.職員のほか,特別

研究生その他の資格で研究に参加したのは以下の者である.

横井山晶子,中村好志,太田純子,下位香代子,望月 肇,三谷隆彦.

第1研究圭 (土川)

1) マウスにおける放射線および化学物質による突然変異誘起に関する研究

a) 低線量放射線に対する噂乳動物系での効果的な突然変異検出法の検索 (土川): 低

線量放射線による誘発突然変異を検出するための,マウスの骨格に現れる優性突魚変異の

検出法を,昨年にひきつづき検討した.近交系の雄に放射線を照射し,同じ系統の非照射

雌と交配して,生まれた Fl堆のみ育成し,成熟後に岡一系統の非照射雌と交配して,吹

世代の子を得たのち,Fl雄の骨格標本について異常の有無をしらべ, 異常を認めた場合

には,さらにその子にも同様の異常が現れるか否かを調査して,突然異変であることを証

明する.実験結果の詳細は次年度に報告する.骨格標本は,藻額部をパパイン処理法で,

その他の部位はアリザ1)ソレッド染色法によって作製しているが,後者は従来用いられて

いる Daw80n法またはその変法によると,材料の周定に要する日数も含めて,標本作製

に約 15日間かかり,その間 Fl雄の次世代の子を保持しておくため,飼育スペースの回

転の効率が悪かった.そこで方法の改良を試みた結果,所要日数を5日間に短縮できるよ

うになった.

b)化学物質による誘発優性致死傷青に対する修復能とその誘導 (土州): 化学物質に

よる卵母細胞での誘発優性致死率が,マウスの系統間で異 り,しかも適当な前処置によっ

て,優性致死率を著しく低下させることができる.また種々な系統の雌マウスへの,化学

物質投与による優性致死誘発の感受性と,一定の系統の雄に化学物質を投与Lて,それぞ

れ異る系統の無処置雌と交配した場合の,誘発優性致死率で比較した感受性がパラレルな
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関係にあり,通常の方法によって検出する優性致死には,その傷害に対する卵内修復機構

の関与が大きいことがわかった.

2) 発がん物質による精子形態異常の 誘発と Norharmanの効果 (土川 ･新見*･酒

井*): 放射線照射や化学物質の投与によって, 形態異常を示す精子が増加する. しかし

それが遺伝子突然変異か,染色体異常に起因するものかは不明である.そこでサルモネラ

において,2･8の発がん物質による誘発突然変異が,Norharmanの添加によって著し

く増加することや,昨年報告した Benzofalpyrene投与によるマウスでの体細胞突然変異

が,Norharmanの同時投与によって,さらに増加する知見にもとづいて,数種の発がん

物質の精子形態異常誘発に対する Norharmanの併用効果 を しらべ た. そ の結果 2-

Acetylaminofhorene,4-Dimethylaminoazobenzeneと 3-Methylcholanthreneには,

Norharman併用による増強効果がないか,またはそれが明らかではなく,一方 Ben2iOfa]-

pyrene,7,12-Dimethylbenzanthraceneでは,明らかに Norharmanの併用によって精

子形態異常が増加 した.しかし 41Nitroquinoline1-oXideは,Norharmanの併用によ

って,反対にその誘発が抑制され,精子数の調査から,これは異常精子の ki11ingによる

結果ではないことが確認された.最近サルモネラにおいても,遺伝子突然変異に関して,

Norharmanが化学物質の種類に従って,増強のみではなく抑制する効果もみられており,

形態異常精子の誘発が,遺伝子突然変異と無関係ではないことを推測させる.

第 2,3研究室 (賀田)

1) /:クテリヤにおける MutageneSiS･AntimutageneBisの機構 (賀田･井上 ･横井

山 ･太田 ･熊谷 ･定家): 塩化コ/ミル トが大腸菌 E.coliWP2try株において NMNG

やUV･γ線によって誘発される復帰変異頻度を著しく低下させる現象については既に報

告した通りであるが,その機構の解析を行 な った.塩化コバル トは枯草菌においてほ,

DNA ポ1)メラーゼⅢに温度感受性変異を有するミューテータ一株の高頻度自然突然変異

率を著明に低下させるので,この酵素によるDNA合成におけるエラーの頻度が塩化コバ

ル トが Co-factorとして働らく場合に低下するという仮説が成立つ.一方.a.eoliWP2

try株における UV誘発突然変異は誘発 SOS酵素のエラーに基くことが示されているの

で,この SOS酵素は DNA ポ1)ラーゼⅢである可能性を示 している.塩化コ,{ル トの抗

突然変異作用は,-ムスク-培養細胞 V79におけるガンマー線による 8AG耐性突然変

異誘発においても見出された.

2) 微生物と噴乳動物 におけるイオン化放射線 に よる突然変異誘発 の比較 (賀田):

8AG感受性から耐性への突然変異は IIGPRT酵素に関するもので,噴乳動物培養細胞系

で広く利用されている.最近,同様な突然変異誘発実験をサルモネラ TAIOO株において

ガンマー線を用いて行なった. その結果を以前行なった照射された妊娠 Syriangolden

-ムスターから取出した胎仔を ト1)プシソ処理して培養した細胞における 8AG耐性突然

変異誘発,およびマウスL細胞 (堀川ら)やヒト肺細胞 (黒田)で得られているデータと

*東洋転進研究所.
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比較した.バクテリヤから動物に至るまで,細胞の生残%に対し,誘発変異率をプロット

すると,ほぼ同一線上に乗る.このことは,バクテ1)ヤに比し,噴乳動物は致死と同様に

高い突然変異誘発感受性を有することを示し,HGPRT構造遺伝子の大きのみでは説明さ

れないきはめて大きなターゲットを有することによってはじめて説明できる (6thICRR

にて発表).

3) DNAのガンマー線損傷の修復酵素と ataxia症の生化学的解柄 (井上 ･横井山･

賀田): 極めて高頻度で発癌するヒトの遺伝病 ataxiatelangiectaSiaの修復能を検討す

る為に,イオン化放射線と類似の DNA傷害をつくる Bleomycinを用いて,初代培養細

胞の感受性を丙べたところ, 日本で佐々木によって分離された strainが正常細胞の 20

倍の感受性をもつことを見出した.現在 までの ところ,種々の DNA損傷に対する

Ataxia細胞の感受性は,せいぜい数倍程度と報告されているので, この strainの有用

性が期待される.

さらに,ヒトに於るDNA修復機構の解明の為に,正常ヒト胎盤中の修復酵素を分離 ･

精製することを試み,APエンドヌクレアーゼおよび,γ-エンドヌクレアーゼを部分精製

した.後者はγ線照射を受けた DNAを,3/OH が生ずるように切断する.

4) トリチウムの遺伝的影響 (賀田･望月 ･定家); 原子力や核融合によるエネルギー

の利用に伴なって,環境中に排出されるトリチウムがヒト遺伝に与える影響が注目されて

いる.以前枯草菌胞子の SH-グリセリンのβ線照射による致死および突然変異誘発効果が,

同じ吸収線量でガ1/マ一線の 100～200倍にも到する場合があることを観察したが,一方,

急線量領域におけるコ1)シソElの管状 DNA の切断に関してはRBEははば 1.0の値

が得られた.本年度は,枯草菌の形質転換DNAと 8H グ1)セリンとを穐々な割合で混合

し,4oCで放置した後に Competent細胞に DNAをとりこませ,Arg+transformant

のβ線照射による低下を観察した.さⅡ の量を 10倍 ･100倍･･･希釈する替りに,放置

時間を 10倍 ･100倍･･.とし,FLCix日数と示した総照射線量を同一にした場合,aHの

濃度が薄い程,より強く Argア-カーが失活をうけることが観察された.この傾向は少

なくとも 0.001FLCi/mlの濃度額域まで観察された.

5) 枯草菌 の プラズミッ ドpUBllOの薬剤耐性機構 (定家 ･Doi):pUBllOは S.

aureusから分離され B.subtiliSに導入された薬剤耐性 (Kmr)の小さな (MW-3×106)

プラズミッドである.このプラズミッドは B.subtiliSの細胞内で安定に増殖する.コピ

ー数 (50)ち,高温で染色体の複製のみ停止する変異株 (Rna)の中で増す (～1000)こと

が出来る. ミニセルを用いた実験から,5つの蛋白がこのプラズミッドにより合成される

ことも分っている.また,このプラズミヅドにより,Trp遺伝子がクローンされているの

で,遺伝子操作用のベクターとしての価値を持っている.著者らは pUBllOのRm抵抗

性が nllCleotidyltranSferaseによることを見出し, この酵素の分離精製を行ない,分子

量 34,000の蛋白であることを同定した.この酵素は非常に安定なので,invitroの蛋白

合成系を,pUBllODNAを鋳型にして作る場合の,良いマーカーとなるものと思われる.

(∫.Bacteriology141:1178-1182)
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pUB110プラズミッドは枯草菌を用いた,DNA修復,複製,突然変異,蛋白合成,逮

伝子操作等の実験に有用と思われる.

6) 放射線と化学物質の相互干渉と遺伝的影響 (賀田･横井山): いわゆる Chemical

Radiosensitizationに関しては,従来ヨード化合物などで解析を行なってきた.本年度に

おいては MiSOnidazoleを用いて,hypoxic状態におけるヒト培養細胞の放射線との相乗

効果と,DNA修復能への影響を詞らべた.なお Misonidazoleは,枯草菌 reo-aSSayお

よびサルモネラ菌エームス試故で陽性を与え,著明な変異原であることが明らかとなった.

7) 環境変異原の検出とその防除 (賀田･井上 ･原 ･太田): 枯草菌 rec-as弘y法に

関しては,種々な改良がなされ,現在胞子を用いる法がもっとも優れた感受性 ･定量性'･

再現性を示し,ラット肝ホモジ-ネ-トS9による活性化因子の検出も可能である.Reo-

assay法の方法 ･意義等に関する綜説が A.Eollaender と F.∫.deSerres編による

ChemicalMutagensVol.6(PlenumPre88)に印刷中である.英国 MRC･ICRおよび米

国 NIEESによって主催された ｢がん原短期検出法評価に関する国際協力計画において

は,発がん物質の 85% を検出し,エームス法との組合はせによるその Predictivityは

96% であった.

エームス法はサルモネラ菌におけるヒスチジン要求性に関する復帰変異を指標としてい

るので,食品などヒスチジンを含む試料には適していない.そこで TA98および TAIOO

株よりストレプトマイシン依存変異株を分離し,その非依存性-の突然変異を利用する系

を作製し (国立がんセンター,杉村博士と協力)改良をすすめつつある.この系は種々な

変異原に関して,ブロス上で,高感受性を示した.

多数の金属化合物に関して変異原検出を行なった結果をとりまとめた (MutationRes.

77:109-116(1980)).ソルビン酸と亜硝酸との反応数に関して種々な野菜 ･果実抽出物に

よる防除を試みカボチャ,ヤマイモ,キャベツ等が有効であることを見出した.大沢 ･並

木博士ら (名大)により,反応生成物の一つであるY物質はビタミンCによって還元失活

を受けることが示された.蛋白質 ･アミノ酸の加熱生成物の生物防除に関しては,吉川 ･

石川博士ら (近畿大)と協力してアジを実際に焼いて調理して得られた燃焼生成物が実際

に,ゴボウ,ナス,プロッコリなどの抽出物によって invitro失活することを示した.

また,キャベツに関しては Trp-P2の Znvitro失活を指標 と しつつ,蛋白質として

Desmutagen因子の分離 ･精製を行ない,分子量 43,000の-モ蛋白質である一つのパー

オキシダーゼが得られ,その作用機構を研究した.

8) 穀類肱乳澱粉におけるモチ性の発現 (天野): 澱粉のアミロース分析に常用される

青価法をもとに開発した2波長比色分析法を用いて穀粒単位のモチ性を測定し,水稲農林

8号で遺伝子数量効果が見出だされたことはすでに報告した.これはモチとウルチの雑種

自殖次代で単純な3対1の分離でなく,連続性のある2対1対1の比に分離し,その中間

型が次代の検定で-テロ接合体であることから知ることができる.この現象はモチ性遺伝

子を換えても同様であることからウルチ性遺伝子の特性と考えられる. トウモロコシ,オ

オムギの成熟種子では3対1の正しい分離を示していた.その後農林8号と同じくジャボ
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ニカ型の台中 65号と,アフリカ産の栽培禰 0.glaberrinaについても分析した.台中

65号では農林8号と同じく遺伝子数量効果が見られたが,0.glaberri竹旭 ではウルチ群

はトウモT,コシ等と同じく狭い単峰分布を示した.これはジャポニカ型ウルチ連伝子がす

でに何らかの変異によってウルチ性が弱まったためではないかと考えられる.この点を明

らかにするために引きつづき他の系統のイネ類の調査を計画中である.

9) 2波長分析法によるモチ澱粉変異体の同定 (天野): トウモPコシは旺乳に表現さ

れる形質が多く,特にモチ澱粉変異体は誘発,検出,微細分析のいずれにも適している.

しかしながら自家授粉による変異体検出は花勅処理等以外では困難であり,標準モチ(W∬)

変異体との交配によって,同じ遺伝子座に生じた新しい変異体の検出を行なうことが多い,

この場合検出される穀粒は標準 Wガとの-テロ型遺伝子構成になってお り,次代で標準

wx と新 wa;とを分離させても新 wGを交配に使用した標準 wa;と区別し確認すること

ができない.近傍に標誠遺伝子はあるが,連鎖距離がかなり遠いので,十分な保証を得る

ことはできない.このために遺伝子白身の特性であるモチ性の定量的卿定による確認を読

みた.方法は青価法をもととした2波長比色分析法で,穀粒単位の測定によって新 W∬の

確認を行なった.この測定法は分析精度が高いので,中間型の変異体の場合は,モチ変異

体群の中での指数の分布から新 W∬変異体のホモ接合体群を確認することができた.なお

この場合,糊粉層の色素の影響は無視できた.

G.人 類 遺 伝 部

人類遺伝部は2研究室からなり,第1研究室では人炉の正常ならびに病的形質について,

第2研究室では人類の染色体異常について,それぞれ遺伝学的研究がなされている.その

ほか,随時に一般市民からの遺伝相談に応じている.

松永部長は,7月 18日より3日間,米国-ワイ大学で開催された日米医学 ･突然変

異がん原専門部会合同会議に出席し,網膜芽細胞腫に関する最近の研究成果を発表すると

共に,会議の全般を通じて活発に討論に参加した.

本年度に行なわれた研究の概要を下に記すが,これには文部省科研費ならびに厚生省特

別研究費の援助を受けた.

第1研究皇 (枚束)

1) 発がん遺伝子に対する宿主抵抗性 (松永): 網膜芽細胞腫を高率に発生する優性遺

伝子の保因者の表現型には,非発病 ･片限罷息 ･両眼寝息の3型がある.家系分析の結果

に基づいて,この3型の区別が宿主の遺伝的抵抗性の違いによることを,昨年度に明らか

甘こした.

その後,網膜芽細胞腫の全国登録 の資料を用いて,両眼例 244例と家族性片限例 31

例の診断時年齢を分析した結果,宿主抵抗性説をさらに強 め る証拠 を得 た.両眼例の

90% 以上は初診時にすでに両眼に腫癌が発見されており,診断時年齢の左右相関は,(両

側の眼底が通常,同時に検査されるための偏りを除いても),0.82(P<0.001)と高い.

片親から主遺伝子を受けて発病した息児の診断時平均年齢は,保因者親が非発病のときに
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は高く,親が片限または両眼確息のときには低くなる慣向がある.息児の診断時年齢の分

布を分析すると,未診断書の割合は年齢と共に指数的に減少しており,5-6歳までに発

生する限当りの臆疹数は,両眼羅息群では平均6個,片限羅患群では平均3個と推定され

た.以上の所見から,腫癌化の第1段階のヒットは突然変異であるが,第2段階のヒット

は分化の誤 りと思われる.この分化の誤 りは,抵抗性の強い人では完全に抑制されるが,

抵抗性の弱い人にあっては抑制が不完全なために数個の細胞が腫癌化すると考えられる.

詳細は J.Natl.CancerlnBt.63:983-939,1979に発表.

2) ヒト初期発生異常の成因に関する研究 (松永 ･塩田): 高度の異常をもった胎芽が

自然流産しやすいことは疑いないが, わが国では切迫流産の徴候があると,(その効果は

とも角として),しばしば卵巣ホルモン剤が適用されている.近年,卵巣ホルモン剤の催

奇形作用の有無が問題になっているので,同剤と奇形胎芽の発生率との間には相関がある

か否か,もしあるとすれば,両者の因果関係はどうかを検討した.

京大医学部付属人旺センターには,人工妊娠中絶によって無傷のまま得られた約 3,600

の胎芽標本と,その詳しい産科学的情報が保存されている.このなかから,妊娠初期に母

体の性券出血を伴っていた胎芽 667を選び出し, これについて, 外表奇形と卵巣ホルモ

I/剤適用との間の因果関係を, 奇形の膝界期との関連において分析した. ある鐘の奇形

(単前脳症,兎唇, 他奇形と合併した多指症など)の頻度は適用群で有意に高かったが,

いずれも臨界期の後にホルモン剤が適用されており,しかも胎芽のほとんどが子宮内です

でに死亡していた.したがって,これらの奇形に関する限 りホルモン剤は原因ではなく,

また流産防止の効果もないものと考えられる.なお,多指症 (単独)と四肢減形成の頻度

は,適用群と非適用群との間で差がなかった.詳細はTeratology20:469-480･,485-486,

1979に.発表.

第2研究皇 (中込)

第2研究室では,ヒトの染色体について基礎および応用両面からの研究を行なっている.

1) 染色体の構造および機能の分子細胞遺伝学的研究

a) ヒトⅩ染色体の不活性化の機構 (中込 ･安横): 不活性化の不完全性を説明する幾

つかの仮説 (昨年度の年報を参照)を検証する目的で研究を続けているが,Ⅹ上に不活性

化しない部分が常在する可能性について検討するため,各地の染色体研究室の協力を待て

Ⅹを含む構造異常の症例を蒐集した.現在までに Ⅹp-2例,Ⅹq-2例,i(Ⅹq)1例,

Ⅹq+1例について,染色体標本などの材料を得た. いずれも各研究室で一応の分析は終

っているが, さらに精密な分析を試みている.例えば最近同定を終えた Ⅹq+ 例の最終

的な核型は,46,Ⅹ,pSudie(Ⅹ)(pter→cen一q22::q22→pter)という複雑な異常で,普

糸点の内1個のみが不活性化したもの と判明 した.今後は DNA複製像,複製された

DNA量の顧教分光光度計による測定,臨床像との対応関係,性染色質や多核白血球核不

属物の定量などの検討を行なう予定である.

リンパ球の長期培養株を用いてのクローン分離の試みは,8クp-/を分潜した段階で

ある.X染色体の変異現象については,DAPI+C,Q+Cなどはやや再現性が劣る結果と
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なった.デイスタマイシンーDAPIを試みる予定で,前者の入手を試みている.なお LBA

法で-テロと思われた1例では,リンパ球の培養株を樹立し,増殖を試みている.

b) DNA 複製像とバンドの関連 (中込): 同調培糞法を用いてS期の最初の 10分間

における複製がG淡バンドより始 まる こ とは報告済 であ るが (中込,1977),その後

Yunis法など分染法の精度が大幅に上ったので, これと複製像の対応を検討すべく予備

的な検討を行なっている.

2) ヒト先天異常の臨床細胞遺伝学的研究 (中込): 従来は不困不明とされていた先天

異常の内から,分染法に基づく詳細な分析などにより,新しい染色体異常による疾患単位

を分離 ･独立させることを目標とする研究で,昨年までに引続いて行なっている.特記す

べき事項は昨年発見された 6q介在型欠失という新しい異常について,その後欠失染色体

が父親に由来することを証明した点と,欠失がq16(渡バンド)を中心にq15またはq21

という淡いバンドを一部含むことを証明したことの2点である.6番は従来の方法によっ

ては起原の追跡が不可能で,LBA法 (中込ら)により始めて追跡が実現した. また構造

遺伝子は淡バンドに分布するとの見解が有力になって来ている折から,欠失に淡バンドが

含まれるか否かの追求は重要である.さらに構造異常発生時の切断点については,中込 ･

千代 (1976)が淡バンドに分布することを示したが,その後濃淡両バンドの境界に分布し,

汲バンドの内ではないとの批判が出た.本症例は一つの反証である. そのほか 14q十,

14p+,5p+ などの新しい異常について,詳細な解析を進めている.

3) ヒト染色体変異 (異型)の研究 (安積 ･中込 ･松永)･. 染色体変異については,大

きさおよび蛍光の強さをそれぞれ5段階に分現して表示することが国際規給で定められて

いるが,各段階については具体的な基準はなく,各研究室が慈恵的に分けているのが実情

である.また基礎となるデータも,技術的な原田による.,'ラツキが大きい.そこで我々は,

走査型顕徴濃度計を用いて変異部分の面積や濃度の積分値を算出し,結果を平均値からの

偏 りに基づいて5段階に分類する方法を案出した.

昨年度は先ずC染色した標本を用いて検討を行なったが,本年度は12例についてLBA

標本を用いて検討を行なった.2,5,6,7番などQやCバンド法で変異を検出できない

12対についての結果では,計 87種の変異を検出することができた. D群およびG群の

5対については, Qバンド法で検出可能な付随体の変異に加えて,LBA処理と本法の組

合せにより塩腕ないし着糸点の変異を 41種検出することができ,きわめて有用であるこ

とが明らかになった.

H. 微 生 物 遺 伝 部

微生物遺伝部では大腸菌をもちいてDNA複製と細胞分裂の飼節機構に関する研究を行

なっている.

当研究部の人事の面では,安田成一博士は北米合衆国 ･スタンフォード大学へ出張し二

年間のDNA複製開始に関する研究を終了して,12月 30日に復帰した.非常勤研究員

として東京大学応用赦生物研究所松橋通生教授,京都大学化学伊奄所高浪満教授,東京大
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学理学部鈴木秀穂助教授の参加を得て,｢ペプチ ドグリカンの生合成, ペニシリン結合蛋

白と細胞分裂の分子機構に関する研究｣｢DNA複製 の複製開始域の構造と機能の対応に

関する研究｣を推進することができた.さらに,田村俊秀博士を大阪大学微生物病研究所

から日本学術振興会の流動研究員として迎えペニシリン結合蛋白に関する1年間の共同研

究を行なった.さらに東洋醸造の溝口は研究生としてペニシリン結合蛋白の研究に参加し

た.上記の研究者の参加によって,研究を順調に進展することのできた こ とは幸であっ

た.

北米合衆国-ワイで行なわれた 日米合同微生物学会議に広田は コンビ-ナーとして 5

月 7-14日に, 山田はフォーカル ･トピック･スピーカー として 5月 8-13日に出席

し招待講演の発表を行なった.広田は 6月 30日～7月 12日に北米合衆国に出張しロ

ー ド･アイランドで開かれた細菌細胞表層に関するゴードン会議で招待講演を行なった.

広田は 9月 16日～10月 5日に,山田は 9月 23日～10月 2日に日本学術振興会に

よる日独共同研究,生物のパターン形成の分子機構の研究を遂行するために西独共和国チ

a-ビンゲン市のマックスブランク研究所に出向し,同研究部長 U.シュヴァルツ博士,

同 M.ギーラー博士と共同研究を行なった.5月 19日には北米合衆国タフト大学の E.

シェクタ一教授 (徴生物 ･分子生物学科主任教授)が来訪し,セミナーと研究討議を行な

った.また,11月 8日には J.D.ワトソン教授 (コール ド･スプリング･--バー研究

所々長)が来訪し,日本における分子生物学研究の振興に関する広範な問題について意見

の交換を行なった.

研究費の面では一般研究 (A)｢細菌細胞の生長と分裂の遺伝的調節機構に関する研究｣

(継続:代表者,広田),特定研究 (1)｢細胞質因子の複製と分配の調節｣(代表者,広田),

特定研究 (1)｢大腸菌の細胞分裂遺伝子を担 う人工 CoIElプラスミドに関 す る研究｣

(分担,西村(行)),特定研究 (1)｢大腸菌の表層構造の形成に関する遺伝的調節機構 (分

担,広田),特別研究 ｢イネ科植物への窒素固定能の賦与に関する試み｣(代表者,広田),

奨励研究 (A)｢lgtoriファージから複製開始機能の突然変異体の分離とその塩基配列の

決定｣(山田)の研究課題について文部省から研究費の交付をうけた.

研究の面では次の研究について主な進展があった.

1) 大腸菌のDNA複製開始域の構造と磯能との対応に関する研究 (安田･山田 ･西村

(昭)･広田･杉本 ･岡,高浪): DNA複製の開始と娘 DNAの分配に閑する機能の多 く

は,DNA複製開始域の塩基配列によって決定されている. 当研究部の安田は, 大腸菌

DNAの複製始点をクローン化した (Proc.Nat.Acad.Sci.74:5458-5462(1977)).つい

で当研究部と京大化学研究所高浪教授の研究部との共同研究によって,DNA複製開始域

を含む ヌクレオチドの塩基配列 (BanHIB+G断片)2,200 塩基対の決定に成功した

(Proc.Nat.Acad.Sci.76:575-579(1979);ColdSpringEarb.Symp.43:129-138

(1979)). この共同研究を進め, 複製開始域の最小必須塩基対 を決定した (Molec.gen.

Genet.178:9-20(1980).
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AGATCTATTT ATTT▲6人6人TCTGTT⊂TATT

GTGATCTCTTATTAGGAT⊂G ⊂A⊂TG⊂⊂CT6 T66人TÂ CAA GGAT⊂CGG⊂T

TTTAAGAT⊂人 ∧⊂A▲⊂⊂TG(;▲ AAGGATC▲TT A▲⊂TGTGAAT GATC6GTGAT

CCTGGACCGT T̂AAGCTGGG ATCAGAATGA GGGGTTATAC ACAACTCAAA

人人⊂T6人ACA▲ ⊂AGTTGTTCT TTG6人TA▲CT 人⊂⊂GGTTGATCCAAG⊂TTCC

TGA⊂AGAGTT人T⊂⊂人⊂

第 1図 複製開始域の塩基配列

2) 大腸菌の細胞分裂の分子機構 (鈴木(秀)･田村 ･西村(行)･溝口･広田): ペニシ

リンは細菌の細胞分裂を行なう蛋白に直接共有結合を行なうことによって,その機能を阻

害し, ペプチ ドグリカン (ムレイン)･サキュルスの合成を阻止するので細菌を殺すこと

が知られている.このペニシリンの性質を ｢細胞分裂を触媒する蛋白質を同定する手段｣

として利用した.すなわち,ペニシリン結合蛋白に欠損をもつ突然変異体をもちい,ペニ

シ1)ソ結合蛋白 (PEP-1a,-lb,13)の抽出,純化 精製に成功した.(a)われわれの決

定した PBP遺伝子座位に基づいて,各 PBP遺伝子を遺伝的手法によって取合わせるこ

とにより,PBp-蛋白に欠損をもつ多重欠損変異体を分離した.(b)さらに PBP-la,-1b,

-3をコードする各構造遺伝子をもつ合成プラスミドを発見し, これを上記の多重欠損変

異体に導入した.その結果特定の結合蛋白を多量に生合成して目的外の蛋白を含まない変

異体を得た.(C) このようにして得られた変異体から生体膜を分画して結合蛋白を溶出し,

これを DEAEセファT,-ス･カラムで分画後ペニシリン･セファT'-ス･カラムにより

結合蛋白を特異的に分離する方法を確立した.(d)この方法によりPBP-1a,-lb,-3の純

化に成功した.(e)純化された PBPlla,-lb,-3のうち PBP-lbがペプチ ドグリカン合

成酵素でありその基質はN･アセチル ･グルコサミニールーN-アセチル･ムラミル･ペン

タペブタイ ド･フォスフォリール･ウソデカプレノールである.この反応によってクロス

1)ソクしたペプチドグリカンが invitroで生合成されることを見出した. (∫)純化した

PEP-la,-1b,-3の各分画には DD-アラニン･カルボキシべプチデース,DD-エンドペプ

チデース活性は認められなかった.以上の事実を発見することにより,上記のペプチ ドグ

リカン水解酵素の逆反応によってペプチドグリカン生合成がおこるという定説を考えし,

PBP-lbが1)ピド中間体からペプチ ドグリカンの生合成を行なうことを証明することがで

きた (FEBS･Letter110:246-249(1980);Proc.Nat.Acad.Sci.印刷中).也)べこシ

リ1/結合能を失なった PBP15をもつ突然変異体を発見し,その遺伝子座 pfvが Iip と

lewS遺伝子間にあり,14.0分に位置することをしめした.またPBp-5を欠損するとペ

ニシリンに高感受性となることを見出した (J.Bacteriol.印刷中).

3) 大腸菌の高分子生合成 (西村(過)･野口･R-Sterngranz･小槍山 ･広田); 当研

究部では約 5,000株の独立に生起した温度感受性突然

者との共同研究によってこの変異体の欠損を系統的に同.1,I;i;T.†二

を分離した. 国内外の研究

大腸菌の高分子生合成の機
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横をあきらかにする研究を行なっている.本年度には (a)北米合衆国 ･ニューヨーク州

立大学の R.スターンクランツとの共同研究によりトポイソメレースⅠ型の W一蛋白質に

欠損変異をおこした2株の突然変異体を見出した (UCLA-ICN-Symposium 1980).(b)

フランス共和国 ･パリ大学の小槍山との共同研究によりトポイソメレースⅡ塾,-リケー

スⅡの酵素活性に欠損をもつ温度感受性突然変異体を見出した (UCLA-1CN-Symposium

1980).(C)国立ガンセンター研究所の西村遁部長,野口との共同研究によって t-RNA-

トランス･グルコシレースに欠損をおこしたために t-RNA のQヌクレオシドが G-ヌク

レオシドで置換された突然変異体を発見した. この欠損遺伝子座は 8.5分に位置するこ

とをしめした.

Ⅰ. 集 団 遺 伝 部

集団遺伝部においてほ生物集団の遺伝的構造を支配する法則の探究,すなわち,集団遺

伝学の研究を行なっている.本研究部は二つの研究室からなり,第1研究室では主として

進化機構に関する研究を,第2研究室では人類を含めた生物集団の数理統計に関する研究

を行なっている.

第1研究室では昨年に引続き分子レベルにおける変異と進化の問題を研究し次のような

成果を得た.まず分子進化の中立説については,徽弱有害突然変異の有害さがゼロに近づ

いた極限として中立突然変異を扱 う有効中立突然変異モデルを提唱した (木村). また,

分子進化中立説の総合報告を SoientiPoAmerican その他の雑誌に発表した (木村).

遺伝子重複とそれに続く弱有害突然変異遺伝子の集団中-の偶然的固定を拡散方程式の数

値解法によって扱った (木村 ･King).これとは別に,昨年行なった J.F.Crow との共

同研究の続きとして量的形質に関する切 り捨て選抜 (truncationselect.ion)の一般理論を

発表した (Crow･木村).次に,第1研究室の重要な研究課題である多重遺伝子族の進化

の問題については,新しい計算法を開発したこと (木村 ･太田), および染色体問不等交

叉を考慮した理論を発展させたこと (太田)などをあげることができる.

第2研究室では,重複遺伝子座におけるヌル (null)対立遺伝子の固定に関する数学的

扱い (丸山･高畑),確率過程時間逆転理論の集団遺伝学への応用 (丸山),重複遺伝子座

における多型と遺伝子発現の喪失の問題 (高畑 ･丸山)などについて研究した.また高畑

は木村と共同で時間的相関を伴なう淘汰強度の変動と突然変異の両作用のもとで有限集団

に遺伝的変異がどれだけ保たれるかを扱う数学的方法を考案し,中立説を支持する結果を

得た.なお室長丸山毅夫は集団遺伝学の研究および調査のため昭和 54年 4月 1日から

54年 9月 30日まで,米国テキサス州ヒューストン市にあるテキサス大学の根井正利教

授の研究室-出張した.

本年,集団遺伝部と関係の深かった行事としては,部長木村が,第 20回日本医学会総

会から招待され ｢集団遺伝学｣と題する講演を行なったこと (4月 7日)および京大か

ら招かれ同大学創立記念講演として ｢遺伝学からみた人類の過去 ･現在 ･未来 (-集団遺

伝学者の世界観)｣と題し講演を行なったこと (6月 20日)をあげることができる. 普
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た,北海道苫小牧で行なわれた王子国際セミナーで分子進化に関する招待講演を行なった

(9月 4日). なお木村は松永 ･大島両部長その他の援助を受け, 田島所長の景諸のもと

に故駒井卓博士のレ1)-フを研究所に設置する計画を実現することができた.レリーフ製

作は三島在住の彫刻家下山界氏にお願いし,3月 15日除幕式が行われた.丸山は (8月

9日),米国ノースウェスタン大学で開かれた第9回確率過程とその応用学会で,｢集団遺

伝学における超優性モデル｣と題する招待講演を行なった.

集団遺伝部と関係の深い施設である電子計算機について,本年は機種変更のあったこと

をあげねばならない.昭和 45年以来,われわれが使用し多くの成果を上げることのでき

た TOSBAC3400が老朽化したので,それに変 り4月 1日から新たに FACOM:M140

が導入され,研究に役立っている.これにより計算能力が飛躍的に高まった.メモリーは

大規模集墳回路を用い,768キロバイトの主記憶装置,ディスク2台,マグネティックテ

ープ2台, カード7)-ダー1台, ラインプ7)ソタ-1台を備え, マルチショブ形式で,

TOSBAC3400に比べ機械の故障は遥かに少ない等の利点がある.

外国からの来訪者の主なものを列記すると,次のようになる.米国シティー･オブ･ホ

ープ･メディカルセンター S.Ohno教授 (4月 19日),ウィスコンシン大学 J.F.Crow

教授 (5月 24日～6月 5日),フランス国立血液研究所長 J.RufR6教授 (10月15日).

なお昭和 50年 5月 1日以来集団遺伝部第1研究室の研究補佐員として勤務してきた

矢野 (旧姓今宮)澄子は,12月11日付で退職した.矢野さんが過去4ヶ年と7ケ月にわ

たって集団遺伝部のために尽された労に対し,この紙面を借 り感謝の意を表したい (木村).

第 1研究皇 (太田)

1) 切 り捨 て選抜 (truncationselection)の効率 (Crow･木村): 昨年発 表 した

Kimura･Crow (PNAS75:6168-6171)の量的形質に対する淘汰の一般理論を ｢切 り捨

て選抜｣に応用し,それをショウジョウバエ集団における有害突然変異の除去 (遺伝的荷

重)と関連して論じた.従来から,量的形質についてある表現型値以上のものを残し,そ

れ以下のものを捨てる選抜は遺伝子頻度を定方向的に変える上で最も効率がよいことが知

られていた.本論文では切 り捨てが定まった点で正確に行なわれず,表現型値の標準偏差

の 1-2倍の範囲にわたってある点を中心に適応度が量的形質と共に線形に変わるように

行なわれる変形切り捨て選抜でもあまり有効さがおちないことを証明した.ショウジョウ

バエで生存力をそこなう有害遺伝子の数と適応度との関係に,この種の選択が働けば有害

突然変異率が高くても遺伝的荷重はそれ程高くならずにすむことを示した.詳細はPNAS

76:396-399に発表した.

2) 重複遺伝子座の一方に有害遺伝子が突然変異の圧力と遺伝的浮動によって固定する

問題について (木村 ･King):二つの遺伝子座を考え,第-の座には対立遺伝子Aとa

が,第二の庭にはBとbがあるとする.野生型遺伝子AおよびBから有害突然変異遺伝子

aおよびbへの突然変異率を vaおよび vbとする.aおよびbは完全劣性でしかも二重

劣性個体 aabbだけが生存に不利 (適応度 1-8)と仮定する.そうすると,va>vbであ

れば遺伝子aは突然変異の圧力だけで集団中に固定し,その結果第二の座ではBとむが突
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然変異と淘汰の平衡のもとに保有されることが証明される.本研究の主目的は va-vbの

時に有限集団でaまたはむが遺伝的浮動によって集団中に固定する過程を解明することで

ある.特に,aおよびbの頻度の時間的変化を確率過程として表わす拡散方程式を導き,

これを用いてaまたはbが集団中に固定するまでの平均時問を与える楕円型偏微分方程式

を得た.この方程式は 4Nevおよび 4N.Sの二つの′ミラメーターを含む (V-va-鶴,Ne

-集団の有効な大きさ). この方程式の数値解を行なうとともにモンテカルロ実験を行な

った.詳細は PNAS76:2858-2861に発表した.

3) 有効中立突然変異のモデル (木村): 分子進化中立説において中心となる概念は中

立突然変異である.本研究においては,自然淘汰に中立な遺伝子は有害な遺伝子の有害効

果が無限小になった極限であるとする考えにもとづき次のようなモデルを定式化した.1

つの遺伝子内のいろいろな塩基座位で起る突然変異はすべて淘汰に不利で,それらの有害

の度合を表わす淘汰係数 S′の頻度分布は

f(8′)-aPe~α3'S′P-1/r(β)

のガンマ分布に従 うと仮定 す る. ただし α-β/sT′で sp′は S′の平均値である (sl/>0,

1≧β>0).この場合 S'の値が0と 1/(2Ne)の間にくる突然変異を有効中立突然変異と呼

ぶことにする (Ne-集団の有効な大きさ). またこのような突然変異が生ずる率を有効中

立突然変異率と名付け veで表わす.このモデルと集団遺伝学でよく使われる ｢無限座位

モデル｣とを組合わせ, 遺伝子座あた りの平均-テロ接合頻度 (He)および世代あた りの

突然変異率で表わ した進化速度 (kq)を表わす式を導いた. このモデルで β-0.5,S-′-
0.001の値を与えて計算すると,従来の中立突然変異のモデル (集団の大きさと無関係に

毎代一定の率で厳密に中立な突然変異が起るとするもの)に比べ,平均-テロ接合頻度は

Neの増加と共にずっとゆるやかにしか増加しない. また1世代の長さgが ノ好 と逆

比例すれば1年あた りの進化速度 kl(-kg/g)は異なった 生物の間で一定となることが証

明される.さらに近似的に kg-veも成立つ.このモデルでは自然淘汰に有利な突然変異

は考えない.これに対し有利な突然変異が環境の変化と無関係に毎代一定の率で起ること

を仮定すると,集団の大きな種では集団の小さな種よりも進化の速度は著しく大きいとい

う結果となり実際の分子進化の過程と一致しない.詳細は PNAS76.･3440一朗44に発表
した .

4) 多重遺伝子族の集団遺伝学,とくに染色体上の距離と遺伝子の相関 につ いて (木

村 ･太田): リボソームRNAや免疫グロブリンの遺伝子群などの多重遺伝子族の進化は,

不等交叉がある一定の率で起っていると考えるともっとも合理的に説明できる.多重遺伝

子族が,体細胞分裂における姉妹染色分体間の不等交叉,減数分裂における染色体間の等

交叉,突然変異および遺伝的浮動のもとに変化していく過程を正確に扱 うことのできる数

学的方法を確立した.いま,不等交叉は常に1遺伝子単位で起ると倣定 し,fiを iの距

離だけ離れた同一染色体上の2個の遺伝子が同一である確率 (均一係数),また ¢iを iの

距離だけ離れた異なった相同染色体上の2個の遺伝子が同一である確率とすれば,進化の

過程はこの2種板の変数の差分方程式として表わすことができる.遺伝子族あたりの遺伝
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子数 (n)が大きいと差分方程式は微分方程式で代用することができ,特別の場合には解

が得られる.この方法を用い,前に得られた近似法による結果 (Ohta,Genet.Res.31:

13-28)の妥当性を調べることができ, また方法を発展させればより一般的な場合 (不等

交叉が1遺伝子単位とは限らない場合や,減数分裂で染色体間にも不等交叉が起る場合)

についての数値解析が可能となる.詳細は PNAS76:4001-4005に発表した.

6) 染色体間不等交叉を考慮した多重遺伝子族進化のモデル (太田): 前に解析された

モデル (Ohta,Genet.Res.31:13128･,KimuraandOhtaPNAS76:4001-4005)で

紘,いづれも同時進化がすべて体細胞分裂における姉妹染色体間で起る不等交叉によるも

のと仮定した.同時進化は減数分裂の際の染色体間不等交叉によっても起ると考えられる

のでこの種の不等交叉を取入れたモデルを解析した.次の2種類の均一係数を考える.す

なわち1遺伝子族から任意に2個の遺伝子を取出した時同一である確率,および集団内の

2個の相同遺伝子族から任意に1個ずつ取出した時同一となる確率である.近似法を用い

これら均一係数の平均が時間と共にどのように変化するかを定式化し,平衡状態における

値を求めた.またこれら2種の均一係数の分散および共分散の時間的変化も定式化した.

分散と共分散は集団内染色体間成分と集団間成分 とに分け る こ とがで きる.詳細は

Genetics91:591-607に発表した.

第2研究室 (丸山)

1) 重複遺伝子座におけるヌル対立遺伝子 (nullalIele)の固定 (丸山･高畑): 遺伝

子座に重複が起こると,どちらか一方の座に,再起突然変異と遺伝的浮動によってヌル対

立遺伝子が集団に固定すると考えられる.最近では分子生物学的検索も可能となり,4倍

体種が多い魚軒でこの間題は実験的に調べられている.それに伴い理論的立場からの研究

も行なわれるようになり主としてヌル対立遺伝子を増加さす方向に働く突然変異と,それ

を減少させようとする自然淘汰と遺伝的浮動の3つの力の下に,ヌル対立遺伝子が集団に

広がる過程がその対象となっている.今までの研究で上にあげた8つのカと遺伝子座が重

複してから固定までに要する時間との関係は,かなり詳しく分ってきた.しかし重複した

2つの遺伝子座で,ヌル対立遺伝子の頻度がどのような軌跡を描いて固定に至るかは分っ

ていないので,本研究ではこの間題を中心に扱い,次のようなことが明かになった.その

1つは,重複した遺伝子座が独立な染色体の上に置かれているときには,集団が充分に大

きいと,どちらか一方の遺伝子座は,ヌル対立遺伝子がほとんどない状態で他方の座にそ

の固定が進行する.この場合には固定までに長い時間を要する.また重複遺伝子座が近い

臣灘に連鎖している場合には,大変興味深い現象が起こる.それは,どちらか一方に起こ

るヌル対立遺伝子はもう一方にある野性型遺伝子に保護されるようなかたちで両方の座で

ヌル対立遺伝子の頻度が高くなり,その軌跡はその和が1を越えない全領域を移動し得る.

重複座が連鎖していない場合に比べて,固定に要する時間が大きく短縮される.

2) 確率過巻時間逆転理論の集団遺伝学-の応用 (丸山): 最近,集団遺伝学の理論で,

遺伝子頻度が分っているときに,その遺伝子の過去の歴史を知 りたいという問題がしばし

は登場するようになった.その代表的なものは,遺伝子の集団における年令を推定するこ
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とで,突然変異によって生じてからどの位の世代が経過したかは,いろいろな間壕と関係

して重要である.これらの問題は,従来でも個別的に扱われて答の得られているものも多

いが,本研究は,それに統一的な数学的基礎づけを与えようとするものである.特に,確

率過程のランダム時間変換の1つである,時間逆転の理論を応用した.また時間逆転と条

件づき確率過程の閑適について詳しく論じた.詳細は A(.Nagasawa&T.Maruyama,

Adv.Appl.Prob.ll:457-478(1979)に発表した.

8) 重複遺伝子座における多型と遺伝子発現の喪失に関する理論的研究とその応用 (高

畑 ･丸山): 倍数体生物が生じ それが2倍体に変化する過程と並行して,倍数性によっ

て生じた重複遺伝子座にヌル (枚能を持たない)突然変異が蓄積する過程を集団遺伝学的

に解析した.主に扱った量はヌル突然変異が重複遺伝子座の一方に集団中で固定するまで

に要する時間と,その途中で生じる-テp接合体の頻度である.魚類等で観測されている

事実と理論的結果を比較してみるとヌル遺伝子に関しては,二重ホモ接合体ばかりでなく

-テロ接合体も自然選択に不利だという仮定が事実に合うと思われ,その強度は遺伝子座

毎に変わり得るが突魚変異率のほぼ 10倍程度と推定される. 詳細は PNAS76:4521-

4525(1979)に発表した.

4) 時間的相関を伴う淘汰強度の変動と突然変異の下で有限集団に保有される遺伝的変

異 (高畑 ･木村): 生物集団に保有される分子レベルの遺伝的変異について,これまで自

然淘汰万能に近いネオダーウィニズムの観点からいくつかの数学的モデルが提案されてき

た.その内の1つである淘汰係数の偶然的変動に時間的相関が伴うモデルでは,1つの遺

伝子座で2つの対立遺伝子しか存在しないと仮定して解析が行なわれて来た.この佼定は

分子レベルの変異を扱うには明らかに非現実的であ るので, ここではこの条件を緩め木

村 ･クローの無限対立遺伝子モデルを用い淘汰係数の偶然的変動の効果を調べた.このモ

デルの下では淘汰強度の変動は効果的に変異減少機構として働かず,変異の量は主として

突然変異率と集団の有効な大きさによって決まることが分か った. これは従来の中立説

(木村)に有利な結果である.詳細は PNAS76:5813-5817(1979)に発表した.

J.分 子 遺 伝 部

分子遺伝部では遺伝子の化学構造の解析を行ない,遺伝子に含まれる複製や転写や翻訳

の開始に必要な構造やこれらの過程の調節の分子機構を明らかにすることを目標として研

究を進めている.

ウイルス遺伝子 DNAの構造に関しては添田を中心にネズミのがんウイルスポリオーマ

ウイルスDNAの全構造決定を行ない,近縁ウイルスサルの SV40,ヒトの BKVとの比

較を行ない進化的考察を試みてきたが,一方では特定部位の扱能を調べ,ポリオ-マにみ

られるミドルT抗原遺伝子の横能について調べ,細胞の癌状態の維持に関係することを示

した. これは添田と英国 B.GriLnn博士らとの共同研究として進められた.上記の問題

についての比較的研究を行なうため同種の,しかし非腫癌原性のウイルスDNAの構造解

析を始めた.
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アデノウイルスもがんウイルスであるが,分子生物学的に最近非常によく研究されてい

るウイルスである.これはやはり二重らせん DNA を遺伝子としているが,5′末端にタ

ンパク質を結合しているという特徴をもつ.この特色ある構造と磯能の関係をみるために

5/末端部の構造を調べたところ,タンパク質が結合している 5′末端部分は短い一本鎖伸

長の状態であることが明らかになった.これは東大医科研下僕寛人,有賀寛芳両博士との

共同研究である.

メッセンジャー RNA(mRNA)のタンパク合成開始に必要な部位の構造については昨

年度に引続きキウ1)モザイク病ウイルスの他特定のメッセンジャー RNA2,3種につい

て研究を進めている.有核細胞の mRNAの 5′端にみられるキャップ構造はタンパク合

成開始に関与すると同時に mRNAの安定性に寄与している.分化や細胞の生理的状態に

よりmRNAの代謝が変動すると考えられるが,分解について考えるとキャップを外す酵

素が第一段階で働いてからエキソヌクレアーゼによるRNA鎖の分解が起こる.ここに働

く酵素活性が細胞によってどう違うかを特殊な記しづけをした mRNAを用いて調べたと

ころ,キャップの有無により分解速度が異なる場合と,あまり変化がない場合の二通 りが

あることを明らかにし,細胞の分化した状態でも変化することを知った.

mRNA のキャップ部分の合成機構については ワクチニアウイルスについて漆原敏之氏

と共同研究を行ない,ウイルス粒子自体 (酵素群を含んでいる)を用いると単離した酵素

を用いる場合と違って糖のメチル化が塩基のメチル化に先行する一定の順序でキャッピン

グが行なわれることを明らかにした.

mRNA合成とウイルス粒子の構造との関係はカイコ CPウイルスを用いて矢崎和盛博

士との協同研究を行ない,電子顕微鏡観察の方法を改良して,粒子の突起部位を遺伝子が

通過しつつ mRNA合成を行なうこと,二本鎖遺伝子核酸がウイルス粒子中ではスーパー

コイルの状態にあることを示した.ここで開発された手法は粒子構造と核酸の関係をみる

のに今後活用されると思われる.

第二研究室の杉浦,篠崎らは葉禄体 DNAの遺伝子構造を明らかにするためにタバコ葉

緑体を材料として DNA クローニングを行ない, T)ポゾ-ム RNA 遺伝子群の相互の位

置関係を明らかにした.5S リボゾーム RNA については全塩基配列の決定を行なった.

この塩基配列を他のすでに構造の知られているものと比較すると,ラン藻の 5SRNA に

最もよく似ており,葉線体の起原がラン藻であることを強く示唆することができた.

葉緑体の rRNA遺伝子をクローニングして構造解析を行ない,rRNA遺伝子中には介

在配列が存在しないことや rRNA遺伝子群の配列順序が原核生物の系に塀似しているこ

とが明らかにされた.この遺伝子群の転写の調節機構も原核細胞型であるかどうかを明ら

かにするため rRNA遺伝子群の転写を調べた.16S,238,4.58,58rRNA遺伝子は同一

鎖状にこの順序で乗って居ることを明らかにした.また,16srRNA遺伝子を含む 1.9×

106 ダル トソの DNA断片を鋳型として大腸菌 RNA ポリメラーゼで転写させると 16s

rRNA の 5/側にプロモーター部位があることを示した.

杉浦は大野清春氏と共同してイネの1)ボソーム RNA遺伝子の構造解析を行 なった.
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25srRNA と 178rRNA の DNA上の所在を検索し, 少くとも二種類の長さの異なる

rRNA遺伝子群があることを示した.

RNA リガーゼについての研究は T4ファージ感染菌からの T47)ガーゼの精製法をさ

らに改良した･これを用いてRNAの 3′末端を 【息Bplpcpでラベル.して塩基配列分析を

行なう方法に改良を加えた.

研究員下遠野邦息は今年度も引き続きウィスコンシン大学の Temin教授の研究室で研

究を続けた.研究職員のほかは服部征雄,日高 操,高岩文雄,鈴木美枝,山口和子,土

星祐子,兼藤直樹,軸屋博之,滝沢朋子,榊原久美子らが研究に協力した.

第 1研究室 (三浦)

1) 細胞の発癌機構解明への分子生物学的アプローチ (添田): ポリオーマは細胞膜結

合性の middleTを遺伝子から直接コードし (Cell17:357-370,1979;NucleicAcids

Res.7:839-857,1979),細胞の癌化の維持に関与する (Nature276:294-298,1978).

BKV,SV40との遺伝子比較を行なうと,BKV,SV40は middleTを直接コー ドできる

遺伝子鏡域を欠く (Nature283:445-453,1980)｡このことは,これらのウイルスが細胞

癌化を行ない,どのようにしてこれを維持するかという問題を振起した.これに対して,

BKV,SV40では細胞内在性のmiddleTをウイルス感染によって誘導するという仮説を

立てた.つまり,BKV,SV40のlargeTの最初の細胞の標的は細胞内在性のmiddleT

であり,ポリオーマではウイルス遺伝子にmiddleTを持っていることになる.ポリオ-

マのmiddleTは蛋白リン酸化酵素と閑適しているので,さらに細胞側の標的物が存在す

ることを示唆している.本研究の一部は英国 ICRFの B.E.GriLRn博士らとの共同研究

で行なった.

2) 非塵癌原性パポ,1ウイルスKの遺伝子構成 (添田,軸足): BKV,SV40,ポリオ

-マの遺伝子構成は非常によく似ている (J.Virol.33:606-618,619-630,1980).各遺

伝子の synonymous部位に Zuckerkand1-Pauling法を適用し,系統樹を範み立てると,

ウイルスの宿主動物の系統樹のパターンと一致した (Nature285:165-167,1980).この

結果から,パポノミウイルスは共通の起源をもち,宿主動物と共に分岐し進化したと結論し

た.他方,これらのウイルスの遺伝子には相違点もみられる.すなわち,発癌遺伝子の介

在配列部位の遺伝子構成はポリオ-マ,SV40,BKV(MM)間では異なる.介在配列と発

癌遺伝子の活性部位の起原を知るため,ウイルスの遺伝子解析を開始した.この日的は,

(1)ポリオ-マと同じくマウスを自然宿主とする.両ウイルス間の遺伝子の divergenee

の程度は? (2)Kウイルスは腫癌原性をもたない.middleTをコードできる遺伝子部

位は? を知ることである.まず,EウイルスDNAの制限酵素による切断地図を作成し

た.ただし,複製点近傍の非コード領域の構造は複雑であり,本 DNA標品で構造解析を

行なうことは困難であった.KウイルスDNAは米国NtHの K.K.Takemoto博士から

供与された.また,本研究は集団遺伝部丸山毅夫博士の協力を得て行なわれた.

3) アデノウイルス5型 DNA の 5/末端タンパク付着部付近は一本鎖状態である (有

賀 ･下僚 ･日高 ･三浦)･. アデノウイルス DNA は線状二本鎖 DNAであるが,5/末端
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にタンパク質を結合している.このDNAは一方の鎖を鋳型にして複製を開始し,他端に

達すると折返し,もう一方の鎖を鋳型にして複製を進めるという特異的な複製様式をとる.

末端部分は複製開始に重要な意味をもつと考えられるので,末端付近の構造を明らかにす

ることを試みた.DNAを 8Hラベルし, タンパクを 128Ⅰラベルしたものについて種々

の酵素を働かせたのち,ゲル電気泳動, フィルター結合法,BND-セルロースクロマトグ

ラフィー,ゲル野過 (Bi0-gelA1.5m)の四つの方法によってタンパク質とDNAの状

愚を検索した.デオキシリボヌクレアーゼ また は ミクロコッカスヌクレアーゼ処理では

DNAは分解してタンパクが得られ,プロテイナーゼEまたはプロナーゼ処理ではタンパ

ク部分が分解LDNAのみが得られる.1)ポヌクレアーゼ処理では変化がないからタンパ

クとDNAの継ぎ目に1)ボヌクレオチドは関与していない.一本鎖核酸を選択的に切断す

る条件でヌクレアーゼ Slを働かせると,タンパクとDNAが互いに分離し,それぞれ低

分子化はみられなかった. このことは下図に示すようにタンパクの結合した DNAの 5′

末端付近は短い一本鎖状態にあることを示している.アデノウイルス 12塑DNAについ

て楢崎らが一方の末端付近の塩基配列分析を行なった結果によれば5塩基分相手鏡が欠け

るというので 5/端付近に一本鎖の短い伸長があることはアデノウイルスDNA一般に共

通であろう. また,枯草菌ファージ ≠29についても同様な可能性が広川により報告され

ている.この一本鎖状態はDNAの複製開始に重要な役割をもつものと思われるが,今後

の問題である (一部は FEBSLetters107:355(1979)に発表).

3/ 5/)

4) キャップ構造の有無とmRNAの安定性 (山口･三浦): 有核細胞系のmRNAの

5/末端のいわゆるキャップ構造は mRNAの安定性 に関与 してい る と考 え られ る

(Shimotohno,E.,Kodama,Y.,ⅡaShimoto,∫.&AIiura,K.･.Proc.Natl.Acad.Sci.

USA74(1977)2734;Furuichi,Y.,LaFiandra,A.& Shatkin,A.∫.:Nature266

(1977)235).細胞のタンパク合成の盛衰は mRNAの状態に依存するので,種々の細胞に

おけるの mRNA安定性をキャップの有無により比較することにした.小麦膝においては

キャップを外した mRNAを 5′端から順次分解するエキソヌクレアーゼの存在が認めら

れたので (下遠野 ･三浦 :本年報 28(1978)57),この酵素活性を一つの指標 と した.

[8II]UTPで一様にラベルしたCPウイルスmRNAを用意し,タバコピロホスファター

ゼでキャップを外したものと外さないものを種々の細胞の抽出液とincubateしてmRNA
の分解の状況を調べた.

小麦肱や BHK(babyhamsterkidney)細胞や赤芽球の場合のようにキャップを外し

た mRNAを速かに分解する場合と,筋肉や肝細胞や網状赤血球のようにキャップの有無

によらず mRNAを同様に分解する場合があることが判明した.網状赤血球は赤芽球から

分化したものであるが,mRNAの安定性が分化に伴って変化している.

5)細胞質多角体病ウイルスの構造とメッセンジャーRNA合成の関係 (矢崎,三浦):
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これまでウイルス粒子と遺伝子核酸を同時に電子癖徴鏡で観察しても両者をともに明瞭に

見ることは難 しかった.しかし,陰染色とロータリーシャドウイングを併用すると,両者

を同時に観察でき,さらに粒子構造の細部を立体的に観察できることがわかった.CP ウ

イルス粒子を EDTA でおだやかに処理すると,遺伝子の二本鎖 RNAがウイルス粒子の

突起部分から放出された.RNAは多くの場合二本鎖 RNA の糸がさらによじれ合った状

態であったが,おそらくこれはウイルス粒子内での存在状態を示したものであろう.ウイ

ルス粒子をあらかじめグルタールアルデヒドで固定 してから EDTA処理をすると,二本

鎖 RNAがタン′くク粒子を伴って放出してきた.このタンパク粒子は突起の基底部分と判

断された.そしてタンパク粒子はどの場合もスーパーコイルしたRNAの先頭に見られた.

CP ウイルスを mRNA 合成している状態にしばらく置いてから上と同様な方法で観察す

ると,RNA上にくっついてくるタンパクは RNA コイルの先頭部ばかりでなくいろいろ

な位置に観察された.これらの観察からCPウイルス粒子中での転写は次のように進行す

ると考えられた:CPウイルスの mRNA 合成と mRNAのキャップ形成に関する酵素秤

は整然と配列して突起の基底部を形成している.遺伝子二本鎖 RNAはこの突起基底部を

通過しながら mRNA 合成を行ない,完成した mRNA は突起部分から外-出てくる.

6) ワクチニアウイルス･メッセンジャーRNAのキャップ構造形成 (漆原,三浦):

ワクチニアウイルスは遺伝子として二本鎖 DNA を含むが, ウイルス外殻に RNA ポリ

メラ-ゼを含んでいるので試験管内で転写反応を起こさせることができる.条件を整える

と5′端にキャップ構造をもった mRNA が合成 され る. キャップは m7Gb'pppAm と

m7GB′pppGm の2種類である.キャップ構造の形成順序はウイルスによって異なるので.

ワクチニアの場合について検討 した. キャップ構造に含まれるメチル基の導入源として

[メチルー8H)-S-アデ/シルメチオニンを用い, メチル化の進行状況を分析した･反応開始

後数時間の間に蓄積する mRNA前駆体オリゴヌクレオチ ドを集め,ヌクレアーゼ Plを

用いてキャップ部分を単離したところ,完成キャップ構造に混じって未完成キャップ構造

が見出された.これは RNA鎖末端をプT]ックするグアニン残基が 7-位をメチル化され

ておらず.G5'pppAm および Gb'pppGm という構造であることがわかった.このことは

カイ13 の CPウイルスなどの場合と違ってRNA先頭のヌクレオチ ドの 2/一位匿がまずメ

チル化され,ブロックするグアニル酸の7位はあとでメチル化されることを示している.

米国 NIE の Mossらはワクチニアウイルスからキャップ形成に関与する酵素群を可溶化

して精製しているが,これを用いたキャップ形成の研究では先にグアニンの7位のメチル

化が起こることを示している.また,われわれの実晩でもウイルス粒子と共に GpppAの

ようなメチル化されていないキャップ前駆体 (東工大 ･畑研究室で合成)を ineubateし

てメチル化をみると,グアニンの7位のメチル化のみが起こることがわかった.従ってウ

イルス粒子中にはキャッピングに関する酵素が整然と配列し,グアニン7位のメチル化酵

素は外側に面していると考えられる.グアニン7位のメチル化酵素が 5/-5/向き合いヌク

レオチド構造 (G6'pppA)を識別して メチル化をしているかどうかみるためにアナログを

合成してこの酵素系に加えてみたところ G5'ppA は GpppA より程度は低いがGの7位
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がメチル化され,Gb'pb′A や G3′pB'A はメチル化されなかった.従ってメチル化酵素は

向き合いヌクレオチド構造を識別してメチル化をしていることが明らかになった.

第2研究皇 (杉浦)

1) T4RNA リガーゼの精製法と同酵素を用いてRNA塩基配列決定法の開発 (移浦):

T4RNA リガーゼを用いて,RNAの塩基配列の決定や配列の決ったオリゴリボヌクレオ

チ ドの合成には,ヌクレアーゼ活性の無い高純度の酵素標晶が必要である.2/,5′-ADPが

RNA リガーゼ活性を阻害することを見出したので,2′,5′-ADPをリガンドとするアフィ

ニテ一･クpマトグラフを試みた.常法に従って精製した RNA リガーゼ標晶を 2′,5′-

ADPセファロースカラムに Mg存在下で加えると,酵素は吸着する.このカラムを Atg

を含まない巌衝液で洗うと,RNA リガーゼは溶出してくる.得られた酵素標品は,電気

泳動的に均一であり, 【82p]pC-A-A-Cを基質として検定したかぎり, ヌクt/7-ゼの活

性は認められなかった.回収率は 50-80% であった (鈴木美枝氏および大阪大学の大塚

栄子氏らとの共同研究で,FEBSLetters97:73-76,1979に発表).

RNA リガーゼは,RNA の 3′一末端 OE 基にヌクレオシド3′,5′二 リン酸を付加する

反応も触媒する.従って,【82p]pCpを用いれば RNA の 3′-末端を 8皇pで標識できる.

この標識RNAを DNAのマキサム･ギルバート法に順じて 3′末端側より塩基配列を決

定する方法を種々改良した.

2) タバコ葉緑体 581)ポソームRNAの全塩基配列の決定 (高岩 ･杉浦): 単離した

タバコ集線体より全 RNAを抽出し,2回のアクリルアミドゲル電気泳動で 5sRNAを

精製した.SBRNA の 5/一末端は, 高波 ･杉浦の開発した方法で (J班B23:135,1967;

PNAS58:1595,1967),ポリヌクレオチドキナーゼと 【γ82p]ATPで標識し,各種リボヌ

クレアーゼで限定分解した.一万,3′-末端は上記の T4RNA 1)ガーゼと PBp】pCpで標

5I:puAUUCUGG UGUCCUAGGcGUAGAGGAACcAcACCAAUCCAuc

31;UAGGAC C GCAGcu
C

GUCAUCUCAAAUUGGUGGUUcAAGCC
C

呈 GG｡
U G

AA GCA
A A
A U
A A
G C
G U
C G
G tJ
UA
C G
C G
tlG

G G
G A

図 1



研 究 の 概 況 63

識し化学的方法で限定分解した.両限定分解物を 12.5% ポリアクリルアミドゲル電気泳

動で分画し両末端より塩基配列を読み取った.決定された121塩基の全配列を,堀らの方

法に従ってつくった二次構造で図1に示す.この 58RNA の塩基配列は,今まで配列の

決定された 58RNAのうちでは,ラン藻のに最もよく似ている.従って,タノミコ葉緑体

の 5sRNA の全塩基配列は,葉緑体のラン藻起原説を支持する最初の分子レベルのデー

タと信ずる.

3) タバコ葉緑体リボソームRNA遺伝子群の構造 (楠田･篠崎 ･高岩 ･東藤 ･杉浦):

前年に作製したタバコ菓線体 23Sと 16srRNA遺伝子を含む組換えプラスミドpTCP6

に加え,今年度作製した葉緑体 58と4.58rRNA遺伝子を含む pTC7およびすべての

rRNA遺伝子を含む pTCP243を用いて,rRNA 遺伝子群の構造解析を進めた. まず

PTCP6と pTCP243の 12種の制限酵素による詳細な切断地図を作製した. ついで,

pTCP6DNA と23Bおよび 16srRNAを用いてRループを形成させ,電子庶政鏡観察

によって両 RNA遺伝子の長さと相互の位置関係を決定した.それによると 238と 168

のコード部位は 1.39と 0.84メガダル トンで,両者のスペーサー部位は 1.31メガダル

トンであった.両遺伝子には介在配列は観察されなかった. また, スペーサー部位には

tRNA遺伝子が存在することをサザン･-イブリッド法で示した.次に,pTCP243を用

いて4.58と5srRNA遺伝子の位置をサザン･-イブリッド法で調べた.遺伝子は16S-

238-4.5S-58の順序で配列しており,23Sと4.5Sのスぺ-サーは 0.45メガダル トン

であることを明らかにした.最後に pTC7を用いて 4.5Sと 58rRNA遺伝子の全塩基

配列をマキサム･ギルバート法で決定した (図 2).これらの成果の一部は ICN-UCLA

Symposiumon"ExtrachromosomalDNA",Keystone,U.S.A.54年 3月;Oziln-

ternationalSeminaronGeneticandEvolutionaryAspects0fTran8Criptionaland

TranslationalApparatus,苫小牧,54年 9月,お よび Molec.Gen.Genet.178:

1-7,1980;Gene10:95-103,1980;JapanJ.Genetics55:121-125,1980に発表.

4) タバコ葉緑体 rRNA遺伝子の発現 (篠崎 ･東藤 ･移浦): クローニソグしたタバ

コ葉緑体 rRNA遺伝子の構造解析の結果,rRNA遺伝子中に介在配列は存在せず,また,

rRNA遺伝子群の配列順序も原核生物の系に類似していることが明らかになった. さら

に葉緑体 rRMA遺伝子の転写の分子機構が原核生物の系に類似しているかどうか検討を

加えた.

サザン･-イブリッド法によって葉緑体の 168,238,4.58,5BrRNA遺伝子は,同一

錦上にコードされていることを明らかにした.葉禄体 rRNA遺伝子群も他の系同様共通

の前駆体として転写され,プロセスされて作られると推定される.葉緑体でのRNA合成

は,大腸菌の系と同様リファンピシンによって阻害される.そこで大腸菌のRNAポリメ

ラーゼを用いて,16srRNA遺伝子の 5′側を含む 1.9M:dの DNA断片を鋳型として

試験管内での転写反応を試みた.【α-3BplGTP または 【γ-32plATPを標識基質として反応

生成物を調べるといずれの場合にも 1200ヌクレオチドおよび 1000ヌクレオチドの転写

産物が検出された.さらにこれらの分子は rRNA遺伝子のコードされている鎖から転写
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されていることを明らかにした.以上の結果から,168rRNA遺伝子の 5′側の2ヶ所か

ら大腸菌 RNAポリメラーゼが転写を開始していると考えられる.また転写産物の 5/莱

端の塩基はAであった. 葉線体 168rRNA遺伝子の 5/側に存在すると思われるプロモ

ーター部位の塩基配列を決定するために 1.9MdDNA断片の制限酵素による切断点地図

を作成した.

5) イネのリボソームRNA遺伝子群の検出と不均一性 (杉浦): 高等植物の遺伝子構

成を分子レベルで明らかにする手段として,また有用作物の変異の拡大の手段として,植

物細胞における遺伝子工学的手法の開発を進めることとした.実験材料としては,代表的

作物であり,従って遺伝的にもよく研究されているイネを用いた.まず扱いやすいという

ことから,遺伝子重複の明らかな rRNA遺伝子の検出とその特性について検討した.

イネ (マンゲツモチ)肱より核を単離し,Marmur法で高分子 I)NA を抽出した.袷

られたイネ DNA を制限酵素 EcoRIで完全分解し, アガロースゲル電気泳動分画する

と,-チジウム･ブロマイ ドで濃く染る二本のバンド (重復配列),5.2×106 と 5.0×108

ダル トン,が検出された. サザン･-イブリッド法で調べると, イネ細胞質 258および

17srRNAは,それぞれこれら二本のバンドと-イブリッドすることが明らかとなった.

これら両バンドの濃度は, 5.2×108バンドではイネ核の全 DNA量の 0.08%,5.0×106

バンドでは 0.15% であった.これらの値からイネの rRNA遺伝子は 850コピー/二倍体

と算出された.両バンドの濃度が異なることから,これらが交互に配列している可能性は

無く,また 25Sおよび 178rRNAともおのおののバンドと-イブリッドすることから,

イネには少なくとも二種類の長さの異なる rRNA遺伝子群を持つと考えられる.rRNA

遺伝子群の不均一性が明らかになったのは,植物ではイネが最初である (農業技術研究所

の大野清春氏との共同研究で Chromo80ma(Be一l.)76:85-89,1980に発表).

K.遺伝実験生物保存研究施設

本 ｢保存施設｣には植物,動物および微生物保存研究室が含まれる.その設立の一般的

目的は遺伝学の研究に有用な生物系統を収集保存しその特性の開発的研究を行なうことで

ある.昭和 49年植物保存研究室の開設以来,保存施設は種々の運営上の問題を克服して

職員と設備の両面に発展を続けて来た.本年は動物 (カイコ)保存研究員として楠田潤が

発令され,専任研究者は6名,研究補助者は5名となった. しかし施設長 (岡), 動物保

存研究室長 (吉田)および微生物保存研究室長 (杉浦)は研究部からの併任である.また,

系統保存は多くの人力を要するので,その運営上の問題点の一つは人の不足である.

保存施設の運営について助言するため昨年度から始められた ｢系統保存委員会｣は,そ

の第2回会議が 3月 16日 (カイコについては 3月 23日)開催され系統保存に関する

種々の問題が討論された (大島施設長 ･会議記録は別に保存).大島氏 の退官により4月

1日以後, 岡が施設長事務を担当したが,第3回委員会は 55年 1月 25-26日の2日

間開催し,所外委員9名,所内委員8名の出席の下に本保存施設において保存を要する系

統の選抜の基準,他の系統保存機関との連携など,本 ｢保存施設｣の運営上の基本的問題
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について討論した.これらは複雑な問題であるが,一応の結論に達し,研究材料として価

値が高いと認められ他の研究機関の要請に応じて分譲できる系統を重点的に保存すること

になった.所外委員としては昨年委嘱された9氏のほかに大島長造氏が加えられた.

微生物保存研究室米田研究員は 5月 8日から 6月 13日まで微生物遺伝学に関する

会議出席のため米国に,また植物保存研究室佐野研究員は稲に関する海外学術調査のため

ネパール,インド,タイ国等に出張した.

植物保存研究室 (藤井)

本研究室ではイネの系統保存を重点的に行なっており,本年は野生種 13種 145系統,

栽培鐘331系統を栽培し特性調査と種子の更新を行 な った.関連して佐野は 10月 13

日から 11月 20日に亘り｢イネと雑草の生態遺伝学的研究｣の為に応用遺伝都岡,森島

と共にネパール,インド,タイ,フィリッピンへ出張した.ムギは代表的な野生種 56系

統の外,葉緑素突然変異 130系統を栽培調査した.

サクラ,アサガオは非常勤研究員古里,笠原両博士指導のもとに応用遺伝部 (農場)の

宮沢,田村が保存を行なった.アサガオについては主として大輪,桔梗,枝垂れなど青色

花の系統を栽培して調査した.

特別研究生としては昨年に引続き加藤芳伸 (東京農大博士過程終了)が参加し,高たん

ばくオームギのアスパラギン酸代謝とカルスの分化に関する研究を行なった.

1) 野生イネ系統の競争力の変異 (佐野 ･森島): 野生イネ (OryzaperenniS)系統

の競争力についてひき続き実験を行なった (年報 27号,34ページ,年報 28号,61ペ

ージ).1個体から株分けによって増殖した多生生系統 W120を競争相手としてアジア塾

17系統,アメ1)カ型 9系統および栽培稲 (0.8a如 a)2系統の競争力を調査した.成熟

期の全乾物重の (混植区一単植区)の差および検定系統 (W120)に与えた同様の差によっ

て競争力を評価した.競争力は系統によって大きく異なり,アジア型の多年生は他の系統

よりも競争に強い傾向を示した.この競争力は同化産物の種子への配分率 (生殖効率)と

負の相関を示した (γニー0.41).3ヶ年のデータを総合すると,一年生系統 (WIO7)を

競争相手にした場合一年生系統が競争に強いが,多年生系統 (W120)および栽培稲 (T65)

を競争相手にした場合には多年生系統が競争に強い債向にあった.また中間型系統はいず

れの相手に対しても競争に強い傾向を示した.このような競争力の差は生育地の生物的環

境の差を反映するものと考えられる.

2) 普通稲とグラべリマ稲との種間雑種における不稔性の遺伝子分析 (佐野): 2つの

栽培稲の種間戻し交配によりFl不稔性同遺伝質系統を育成し,種間 Fl花粉不稔性につ

いて遺伝子分析を継続してきた (年報 27号:34ページ,年報 28号;63ページ).T65

(日本型普通稲)を反覆親として戻し交雑を続け,今年は B8F2,BgFlの花粉稔性を調査

した.半不稔性を示す B8Flを母親として T65と交雑したところ,稔性個体と半不稔性

個体は 1:1に分離した (27:24).一方,半不稔性を示す B8Flを花粉親として T65に

戻し交雑すると,全個体 (38個体)が半不稔性を示した. また半不稔性を示した B8Fl

の自殖後代 (F2)では,稔性個体と半不稔性個体が 1:1に分離した (45:41).これらの
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結果は T65と WO25の遺伝子型を SaSa･SSとし,Fl(S&/S)に生じる S&をもつ花粉

は致死となるが雌性配偶子は正常であると仮定するとよく説明できるが,他の遺伝子モデ

ルでは説明できない.B8F豆では,S/S(稔性個体)と S/S&(半不稔性個体)が 1:1に

出現したが,S/S個体は S/Sa個体に比較して出穂が約 10日間遅れた.このことはS遺

伝子の多面作用あるいはそれに強く連鎖 して出穂性を支配する劣性遺伝子が存在すること

を示している.インド型普通稲 (108)と WO25の間には上記と同様な遺伝子が存在する

ことを既に報告したが (年報 27号,34ページ),今回得られた遺伝子は花粉にのみ作用

する点で以前得られた遺伝子とは異っている.既に異なる同遺伝質系統を多数作出して調

査を進めているが,同一遺伝子座に位置するアレルの分化による不稔現象は丙種間に広 く

存在するようである.

3) 普通稲とグラべリマ稲の競争力 (佐野 ･森島): 西アフリカでは大部分の圃場にお

いて普通稲とグラべリマ稲とが種々の相対頻度で混合している (年報 28号,37ページ).

共存する植物および環境条件によってどのように競争力が影響されるかを調査する目的で,

Zaria(Z-3)と Kano(KN-1)2地点で混作されていた普通稲とグラべ リマ稲の各2系統

の種子を用い4系統のダイアレル混植実験を2回反覆 で行 な った.各組合せと も木箱

(130×20×20cm)に 26個体を移植したものを短日圃場に約 120の傾斜に埋め,水分傾

斜によって競争力がどのように変化するかを検討した.各個体とも成熟時に地上部乾物重

および穂重を調査した. 主な結果は (1)一般に普通稲はグラベリマ稲に比 して侵略力が

大きかったが,土壌水分の減少によってその程度は減少した.(2)Z-3地点より得られた

2系統間では水分条件によって競争力が大きく変化した.すなわち,普通稲は湿潤地では

グラべリマ稲より競争に強いが,土壌水分の減少によって歳争関係が逆転する傾向を示 し

た.(3)EN-1地点より得られた2系統間では正の協同効果が認められたが,他の組合せ

ではいずれも負の協同効果を示した.

4) グラべ リマ稲の標識遺伝子 (佐野): グラベリマ稲には遺伝子分析に必要な標識遺

伝子が少ないため,EMS処理の後代に得られた変異体の中から有用な遺伝子の同定を継

続している (年報 27号,55ページ,年報 29号,60ページ).既に単因子支配である

ことが明らかとなったものは,モチ性 (wx),無葉音 (lg),長護頴 (g),無毛性 (gl),大黒

型壊性 (dl),鎌不要性 (bo),小粒性 (仇i),菜の褐色斑点 (bl,3系統),細葉 (nal,3系

統),矯性 (dw,2系統)の15遺伝子となった.また標識遺伝子をもつ系統数を増すため,

未同定の変異系統との交雑を行なった. さらに保存系統の中からフェノール反応性 (Ph),

黒色頴 (Bh),赤米性 (Rc),辞先着色遺伝子 (C,A),巴性 (An),脱粒性 (Sh)などの形

質を示す系統からの遺伝子の抽出を行なった.

5) Oryzapunctataの 2倍体および 4倍体系統における適応戦略 の比較 (佐野):

1977年の西アフリカ-の調査旅行で採集した0.punctataのうち,内陸部に見出された

7系統は 2倍体 (2n-24)で あ った (年報 29号,59ページ).従来収集 され た 0.

punctataの生育場所を比較したところ,2倍体は雨量の少ないサバンナで日当りのよい

場所に生育するが,4倍体は多湿な森林地帯で日陰の場所に生育する債向が見出された.
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従来収集された17系統 (2倍体 9系統,4倍体8系統)を短日圃場に栽培して,草丈･

空長 ･得長 ･出穂日･種子重 ･茎葉重 ･板重 ･休眠性 ･再生力等 22形質を調査した.一

般に,2倍体は4倍体よりも高い生殖効率 ･発達した己 低い再生九 短い荷,強い種子

休眠性を示した.このような種内の適応形質の分化の様式は 0.perennisで観察された

ものとよく類似する.しかし 0.punctataでは適応環境と繁殖様式の分化に倍数性が関

係している.

6) イネの窒素固定の研究 (佐野 ･藤井 ･井山･広田);

a) 窒素固定イネの探索;栽培種 57系統 (Oryza Bativa47系統,0.glaberri仇a

lO系統),野生種 26系統 (0.perennis21系統,0.punctata5系統)を栽培し,ア

セチレン還元性により窒素固定能を測定した.何れの種についても系統間に差異がみられ,

その幅は 100-2,100nmol/h/g 乾板重であった.種の間の差についてみると栽培型は野

生型に比べて高い窒素固定鰭を示した.この実験では多数の材料を効果的に測定する為に

地上部を切断した後アセチレンに反応させる方法をとった.しかし前に報告した全植物体

による実験と全く同じエチレン生成の動態が見られたことからこの方法によって窒素固定

能を評価できるとの知見をえた.

b) 肇素固定能の時期別および日内変化;4月中旬に播種した C5444系統を用い芽生

時から結実までの生育時期と日内変動について実験を行なった.アセチレン還元能は芽生

時より生長と共に除々に増加し出穂時において最高値に達し,以後低下した.日内変動に

ついては同じ系統により日内の4時間毎に孜fJ定した結果,生育初期では変動は小さいもの

の生長と共に変動の幅が増大し,深夜に最高値を示す傾向がみられた.そしてこのような

変動の幅は出穂期に最大となった.

C) 植圏土串の窒素固定菌の分離;C5444系統を栽培した土事を滅菌蒸留水に懸濁し

その上清液を無窒素液体培地に再び懸濁し嫌気 (窒素ガス)と好気 (空気)両条件で培養

したものに共にアセチレン還元能が認められた.ついでこれらの懸濁液を寒天培地にまき

窒素固定菌の分離を行なった.嫌気条件由来のもの 232菌種の内 60菌種,後者由来の

121菌種の内18菌種にアセチレン還元能がみられた (東大応教研駒形教授の協力による).

この事実はイネ根因土車中には多種の窒素固定菌が存在していることを示す.分離した菌

種の整理,同定と共に,これらの内でイネの窒素固定にかかわりのある菌種の選抜を行な

っている.

7) トウモロコシとダイズによる環境変異原 の影響 の検出 (藤井): トウモロコシの

Yg乏遺伝子とダイズの Yll遺伝子の種子に変異原の処理を行ない,植物における突然変

異性の検討を行なっている.これらは共に体細胞突然変異による露点の出現頻度から処理

薬剤の突然変異性の有無を判定することができる.

本年は動物細胞,微生物で突然変異性が認められている AF-2(furylfuramide)の影

響について調査した.ダイズ穫子に 0.0001-0.0005FLg/mlの 24時間処理を行なったと

ころ突然変異斑の直線的な増加を見た. しかし 0.00005FLg/mlでは無処理区との差はな

かった. トウモロコシによる実験 (72時間処理)では O.0001FLg/mlでは変異満 の増加
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はみられなかったものの,0.0005FLg/ml以上の濃度で変異頻度が高くなった.すなわち

これらは環境変異原物質の植物における突然変異性の検出に好適な材料であり,特にダイ

ズの方が感受性が高く,この目的の実験には有利である.ダイズでは斑点の種穀により変

異の起原,すなわち前突然変異,逆突然変異 および体細胞組換えが察知される. しかし

AF-2処理によるこれらの変異斑の頻度分布は無処理のそれらに比べ著るしい変化はなか

った.従って AF-2は特異的な, 例えば体細胞組換えを起し易い, というような変異原

性はないと云える.

8) 高たんばくオームギのアスパラギン酸代謝とカルスの分化 (加藤 ･藤井): 高たん

ばくオームギの板からのカルス誘導とその生育には 2.4-D を必要とする.そしてWllite

改良基礎培地 (0.9% 寒天,2mg/i2.4-D)による実験では 3% sucroseが有効な炭素原

であるが,更に 1% fructose又は 1% manitolを加えることにより sucrose単独に比

べ約3倍のカルス増加が認められた.窒素原としては NO8-Nが最も有効でありさらに

biotin添加によってもカルス増殖が著るしかった. なお誘導したカルスを生長ホルモン

を含まない基礎培地に移すことによって板の分化までを認めたものの個体再生には至らな

かった.

カルスに 【4-14C1-L-aSparticacidを加 え る と代謝過程 に と り込 まれ threonine,

isoleucine,methionineおよび lySinにアイソトープ活性が見られることがわかった.

動物保存研究室 (吉田)

動物保存研究室ではネズミ,ショウジョウバエおよびカイコ等の重要系統の保存と特性

開発に関する研究を行なう目的で昭和 51年度に発足し,青田 (細胞遺伝部長)が室長を

兼任した.ネズミの系統保存は吉田室長,野口研究員および船津研究補助員と細胞遺伝部

の協力によって行なった.野口研究員は昨年度に引き続き,特にマウスのテラトーマ高発

系統の維持ならびに,それを用いての胎生期細胞における組織形成異常と腫癌発生の関係

や分化モデルとしてマウステラトーマの研究等を行 な った.特別研究生として和田雪香

(静大卒)および多産長治 (阪大大学院)が研究に参加した. ショウジョウバエは井上研

究員および生理遺伝部の協力により進められた.井上研究員はキイロショウジョウパェの

系統育成の外に,逆位の地理的差異や環境汚染の生理学的研究を進めた.カイコは楠田研

究員と鬼丸研究補助員および形質遺伝部の協力により進められた.

1) LewiS系ラットに現われた第1染色体転座の遺伝学的調査 (吉田): Lewis系統

よりの 1-12転座染色体の出現と,その染色体を-テロにもつ個体と正常染色体をもつ個

体の F150額は正常対 (28頭)と異常-テロ (22頭)がほぼ 1:1の割合に出現するこ

とは前報で報告した.今回は雌親を転座/正常-テロとし,堆親を正常ホモとした場合の

分離比およびその道の組合わせ の分離比を比較検討した.?(t/+)×8(+/+)の F189

頭は 58頭 (+/+)と36頭 (t/+)の割合に分離し,?(十/+)×8(t/+)の F159頭は

30頭 (+/+)と 29頭 (t/+)の割合で分離した.これらの合計 148頭は 83顕 (+/+)

と 65頭 (t/+)となり転座-テT'の出現は正常ホモよりもやや少ないように思われた.

しかしこれが有意差であるかどうかは更に多数の個体について調査する必要がある.一方
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-テロ同志の組合わせ,すなわち ?(t/+)×8(t/+)より68頭の Flを得たが,これら

は 18塀 (+/+):43頭 (t/+):7頭 (t/t)に分れ,分離 の理論比 17(+/+):34(t/+):

17(t/t)よりt/tがかなり少なく,代って-テt](t/t)がやや多数出現した (X2-16.21,

p<0.001).これらの結果から転座ホモ (t/t)が転座-テロ (t/+)や正常ホモ (t/+)より

も生存上やや不利ではないかと考えられた.

2) 転座と逆位に関する第1染色体モザイック個体の細胞遺伝学的調査 (青田): 1-12

転座染色体をもつラットの子孫に,第1染色体が転座と正常染色をヘテロにもつ細胞 (t/

+)と,第1染色体が転座と逆位をヘテロにもつ細胞 (t/i)がモザイックに含まれている

1個体が発見された.このモザイック性は尾端部培養細胞で発見されたが,耳端部の培養

細胞および骨髄細胞でも発見されたので,それらの調査の結果について報告する(第1表).

表に示したように尾端部培養細胞では t/+ と t/iの細胞がはば 1:1の割合で観察され,

耳端部の培養細胞でもほぼ 1:1の割合で出現した. しかし骨髄細胞では転座/逆位の-

テロの細胞が転座/正常の -テロの細胞よりも有意に多数含まれていることが判明した.

その理由については現在のところ不明であるが,骨髄細胞では転座/逆位型の細胞が転座/

正常型の細胞よりも生存上有利に作用したのではないかと考えられた.このモザイック個

体 (?)を正常ラットと交配して子孫を得たが, 子孫は予測したとおり正常ホモ (+/+),

転座と正常染色体-テロ (t/+)お よび逆位と正常染色体-テロ(i/+)に分離したので,

雌親の生殖細胞も体細胞と同様モザイック性になっていることが判明した.以上の観察結

果から,この雌個体は体の全ての組織がモザイックになっていると考えられ,発生のかな

り早い時期に染色体に逝位がおこってモザイック性になったと推察された.

第1表 モザイックラットにおける各組織の t/+ と t/i細胞の頻度

細 胞 型 尾端部培養細胞 耳端部培養細胞 骨 髄 細 胞 合 計

t/+* 49 15 35 99
t/i** 48 14 65 127

合 計 97 29

*t/+:転座と正常染色体を-テロに持つ細胞

**t/i･.転座と逆位を-テロに持つ細胞

3) ラット系統間における広東住血線虫に対する感受性とレアギン抗体産生の比較 (普

村*･合場*･青田): 動物のレアギン(IgE)抗体産生はヒトのⅠ型アレルギーのモデルと

して近年各分野や研究が行なわれている.ところが,一般に寄生虫抗原を含めて,蛋白抗

原の免疫によりレアギン抗体を産生させることは必ずしも容易でない.しかし,寄生蟻虫

を感染させるとこの抗体が容易に産生される.本研究はラットを固有宿主とする広東住血

線虫 (AngioStrOngyluscantonesiS;A.C)をレアギl/のinducerとして用いることによ

り,レアギン抗体産生能をラットの系統間について比較研究した.用いた近交系ラットは

*Fllfi天堂医学部
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ACI,Bu鮎lo,Lewis,NIG-III,Tokyo,Wistar/Hs,Wi8tar-King-A,Wistar-King-S

の8系統ならびに (ACIxTokyo)Flhybridである.ラットは全て生後 5-13遇令のも

のであった.これらのラットに A.Cを感染させ,10遇後に攻撃感染を行ない,経時的に

採取した血清材料についてレアギン抗体を検索した. その結果, (1)A.Cに対する感受

性やレアギン抗体等の免疫応答がラットの系統によって著しく異ること,換言すれば,こ

のような特徴が geneticにcontrolされていること,(2)ラットの免疫応答と A.C抵抗

性との間には明らかな相関関係があること,(S)A.Cに対しては Tokyo系がレアギン抗

体の high reSpOnder,ACI系が lowreSpOnder,他の6系は intermediateresponder

であること,(4)A.Cに対する攻撃感染防御能やレアギン抗体産生能は優性に遺伝するこ

と,などが明らかとなった.

4) BIOI-2congenicマウスから取れた正常核型のテラトカルシノーマ (OTTIOA-

5) (野口･多量 ･森脇): 移植の成立,不成立を決める遺伝子の内で最も大きな作用を有

する H-2は強い抗原性を有し, その検出も容易なため遺伝的解析が進んでいる. lI-2

遺伝子は,未分化な初期旺細胞上に現われるT座遺伝子の近くに存在し,旺細胞の分化に

伴いT座抗原の消失と入れかあ りに発現し始める.テラトカルシノーマは全能性の初期歴

細胞がガン化したものと考えられ,この材料を用いた Ⅱ-2の発現の研究は発展性あるプ

ロジェクトと考えられた.昨年,129由来のテラトカルシノーマを,H-2の haplotype

のみを異にし,その他の遺伝的背景が共通な BIOの rl-2congenicstrain(共通遺伝子

系統)マウスに移植した場合,Ⅱ-2のタイプが異るとテラトーマ固型腫の分化と成長が

大きな制限を受けることを報告した.このことは H-2の系を利用することによって初期

豚の分化過程の解析が可能なことを示唆している.この点を明確にし,研究を前進させる

ために,Ⅱ-2に関する BIOcongenicマウスからのテトラカルシーマ誘発を試みた.

BIO系マウスはテラトカルシノーマの人為誘発のきわめて困難な系統として知られて

いたが.誘発され易い系統と,されにくい系統の Flを宿主とすると誘発され得るという

Solterら (1975)の報告に従って,BIOと C3H の Flを宿主に選んだ.

BIOEl2congenicマウスの-亜系である BIO.A の 23の 6日腫それぞれを Flの

精巣に移植した結果,その内の一つから生じた腫虜が数回の継代に耐えテラトカルシノー

マと判断された.組織学的観察から三旺葉に由来する種々の組織がみられ多分化能を有す

ることが示唆された.8ケ月の継代期間の間に何回か染色体標本を取りGband法で染

色体変化を調べたが核型は正常であった.阪大徴研の西宗は,このテラトカルシノーマか

らいくつかのクローンを取ったが,それらも全て正常核型を持つものと判断された.

OTTIOA-5は,当初から考えられていた初期発生における II-2発現の研究に役立つば

かりか,その正常核型のゆえに次の様な利用価値がある.最近,キメラマウス作成法を応

用しテラトカルシノーマ細胞と正常旺細胞とを混合することによって正常化し,キメラマ

ウス形成に参加させ,そこからテラトーマ由来のゲノムを含くむ個体を得る技術が確立さ

れた.テラトーマ細胞は体外培養も容易であり,いろいろな遺伝的操作も加えられるので,

テラトーマを媒体として計画的にある遺伝的変異を持ったマウスを作成することも原理的
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に可能となった.その場合ガン由来のゲノムを持った個体を得る為には媒体のテラトカル

シノーマの核型が正常であることが必須とされるので,安定して正常核型を保つテラトカ

ルシノーマの作成が望まれてきたが,この OTTIOA-5は,その様な目的にかなう材料で

ある可能性が大である.

5) テラトカルシノーマの人為的誘発の難易を決める宿主要因 (野口): 初期肱移動に

よるテラトカルシノーマの人為的誘発には系統差があり宿主要因の重要性が指摘されてい

ち.129や C8Ⅱ では誘発率は高く,C57BLや AKRでは,きわめて低いことが知られ

ていた.Solterら (1975)は前者を,teratocarcinomapermissiveStrain,後者を non-

permiささiveBtrainと分類した.彼等の仮説では誘発率の良し悪Lは移植によって生ずる

teratocarcinomaの幹細胞の増殖を宿主が許す (permissive)か否か (non-permissive)に

拠っているとするものである. この俊説はテラトカルシノーマを未分化肱細胞の "nest"

の有無で判定した実験結果から得られたものであり,その点間題が残されていた.筆者は

前述の様に non-permissivestrainである BIO･A マウスの初期歴を BIOAxC3HのFl

に移植し可移植性テラトーマを得たので,これを用いて C57BLマウスが本当にテラトー

マ幹細胞の増殖を許さないか否かを調べた.Flに継代された OTTIOA15を BIO･A と

BIO･AxC3H の雄に植え,移植率を計算した.その結果によれば BIOA ならびに BIOA

_yC3E を宿主とした場合の移植率は,それぞれ 86% (50/58),与8% (29/55)となり,チ

ラトカルシノーマに non-permi畠SiveであるはずのBIOAの方が,permissive8trainで

あるはずの BIOAxC3H よりかえって大きいことが兄い出された.

以上の結果は,初期肱移植によるテラトカルシノーマの人為誘発の難易に関する宿主質

因は肱細胞のガン化の結果生ずる幹細胞の増殖を許すか否かではなく,ガン化の初期過程

そのものに作用す るこ とを示唆 してい る.従って誘発のかか り易い系統を terato-

carcinomainduciblestrain,かかりにくい系統を non-inducibleStrainとする方がよ

り正しいと考えられる.

6) ショウジョウバエの遺伝形質の系統化 (井上): 標準型染色体に加えてショウジョ

ウバエ集団に含まれる種々の型の染色体を実験系統として確立するため,集団中からの抽

出と固定 を行 な ってい る. キイpショウジョウバェ集団で世界的 に多型 を示す逆位

Zn(CL)tでは昨年の札幌系統のほかに小生原 '78系統と福岡 '78系統を確立した.また

Zn(BL)tほど高度な多型は示さないが世界的に分布する Zn(BL)A に関しても三島 '79系

統を確立した.一方,発見と同時に抽出,固定が必要な偶発的逆位にはこれまで勝沼 '75

由来の2つの逆位 (Zn(BR)45E;60A,tn(aL)BlA;SOB)があるが新たに三島 '79のサ

ンプルから tn(CR)iaB;SSE 系統を確立した.以上は第2染色体系統であるが,のこる

ひとつの主要常染色体である第3染色体の変異型系統については現在ナイロビ'79由来の

tn(eR)K を抽出中である.今後,Zn(CL)i,Zn(BL)A,In(aL)W,In(CR)NS,En(SL)P,

Zn(SL)M.tn(BL)Y,Zn(aR)P,In(CR)a,Zn(CR)M. とい った多型的逆位を type-

SpeCimenとしてそろえてゆく.

7) ショウジョウバェ染色体多型の研究 (井上): ショウジョウ/(-の染色体多型のパ
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ターンは様々で高度な多型を示す種からまったく多型を示さない単塾種まである.それは

分類学上の区別とは一致していない.多型種の種群や単型種の種群というものはなく近縁

種群内に多型種と単型種が同時に存在する場合が少なからず知られている.D.仇elan0-

gasterと D.simulansもこのような例である.前者には第 2,第 8染色体上に 11種

類の多型的逆位が見られ,そのうち4種は世界中のほとんどの集団で安定 した多型を示し

ている.後者についてはこれまで AShburnerandLemeunieI'76他, いくつかの報告が

あ り,1,000ゲノム以上調べられているが,1例を除くすべてが標準型染色体であった.

この1例の逆位も集団中に保持されるものではなかった.そこでこの二種の,同胞稜の関

係にありながら著しく多型パターンの異なる原因を分析するため,D.si肌ulansの自然

界の変異を調査するとともに,放射線による感受性を両種で比較した.日本 ･オーストラ

1)ア,ア71)カの8地点に由来する D.si仇ulanSの 1468iso? 系統を分析したところ,

1つの pericentricSを含む合計4つの逆位-テロ個体が見つかった.常染色体腕あた り

0.068% の出現頻度 とな る. これらの逆位は多型を示さない偶発的逆位であるので D.

珊elanogasterの偶発的逝位頻度 (0.26%/autosomearm･.byInoue1979)と比較すると

約 1/4の出現率となる.放射線 (4000r)に対する感受性では,WoodruだandAshburner

(1978)が特定系統を用いて,両種間の放射線感受性は変わらないと報告しているが,地域

系統を各 混々合した集団から由来する染色体を用いると,300 個体のうち,D.仇elan o-

gaSterでは 27個体に,D.8imulanS では 12個体に染色体異常が見られた.放射線で

は染色体腕間の異常がよく起こる点や,減数分裂以後の肱発生段階に効果のある点から,

自然界での条件と同一には扱えないが,いずれの場合も,D.sin ulanS の染色体異常の

出現率は D.nelanogaslerの半分以下であった.

多型的逆位は,単一起源性のもので,無数の偶発的逆位の中から長い歴史の途中で機会

に恵まれて,ある限られたものだけが多型化したとみられる.D.sim ulansに多型的逆

位のない原因には,染色体異常に対する強い修復機構が働いているのか,もしくは染色体

異常が起こると直ちに dominantlethalとして働 くのかもしれない. しかし今回の調査

で単型億の D.Sin ulanS でも, 頻度は低いが偶発的逆位の存在は確かめられた. また

Lemkeら (1978)による,放射線での dominantlethalテス トでは両種ともその頻度は

変わらなかった.よって自然条件下でも,放射線照射下でも確かめられたように,主要な

原因は,D.8in ulansの低い染色体突然変異率によるものであろう. しかし, 同胞種で

あるのに突然変異率にこのような差が生 じる機構に問題 が残 る し, 多型的逆位が D.

si肌 ulanS にまったく無いことは,染色体突然変異率だけでは説明できない.

8) 有機燐酸系殺虫剤の生理的遺伝的影響 (井上): 環莞汚染の生物集団への影響を調

べるために農業用殺虫剤として広く普及しているスミチオンとダイアジノンのショウジョ

ウバエ集団-の効果を調べ て い る.本年度は障害遺伝子誘発効果を調べた.ス ミチオン

10ppm,ダイアジノン7.5ppm を含有する培地でショウジョウバエを1世代飼育し,Ⅹ

染色体に誘発される突然変異量を測定した.付着Ⅹ法を用いると誘発された突然変異の効

果は,処理された8と無処理の付着Ⅹ?の交配からの Flの8に現われる.対照区での性
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比 (8/9+8)は 52.8% で スミチオン区では 51.3%, ダイアジノン区では 52.1% と

なり,いずれも有意ではなかった.この程度の濃度では両殺虫剤は変異原物質とはいえな

い.現在 ･継代飼育による劣性突然変異蓄横実験を 15世代完了し障害遺伝子と染色体異

常について調査を進めている.

9) 絹糸虫類のフィブロイン遺伝子のクローン化 (楠田･鬼九 ･田島): サクサン,チ

ンサン,クワコ等の桐糸虫類の産生する網糸タンノミク質 (フィブロイン)は家蚕のものと

同様,これを構成するアミノ酸の 70-80% を Gly,Alaで占めるという共通性を持つが

アミノ酸配列に多少の変化が見られるのでこれをコードする遺伝子にも違いのあることが

予想される.したがってこれらの遺伝子の構造を解析し比較することによりフィブロイン

遺伝子の綿糸虫類間における系統発生学的位置関係を推定することが可能であると考えら

れる.

本年度は基礎生物学研究所の鈴木義昭教授との共同研究によりサクサンのフィブロイン

遺伝子を次のような方法で検出することを試みた.サクサンフィブロインも家蚕のものと

同じく Gly,Alaの含量が高いのでこれらのアミノ酸に対応するコドンからサクサンのフ

ィブロイン遺伝子は G,Cに富み家蚕のフィブロイン遺伝子とある程度の相同性を持つこ

とが推測される.

サクサン (蚕糸試験場 ･坂手栄生理部室長より分譲)の5令幼虫絹糸腺よりDNAを抽

出し制限酵素 EcoRIで切断してアガローズゲル電気泳動で分離した.次に鈴木らが遺伝

子クローニング法で単離した家蚕フィブロイン遺伝子を含むプラスミドDNA(pFb29)杏

ニックトランスレ-ショソにより92p でラベルしたものをプローブとしてサザソ･-イブ

リダイゼ-シ｡ンを行なったところ 2.9×108ダル トンのところに単一のパ ソドが認めら

れた.さらにプローブとして用いた pFb29が codingregionの他 鮎nking Sequence

もいっしェに含んでいるのでこれをPstIで切り落したものをプローブとして-イブI)ダ

イゼ-ションを行ない観察されたバンドが codingregionに基づくことを確認した.

微生物保存研究室 (杉浦)

微生物保存研究室は,主として当研究所で開発され使用されている大腸菌,枯草菌,サ

ルモネラ菌およびそれらに感染するファージとプラスミドを中心として保存と特性開発の

研究を行なう目的で,昭和 54年 1月 1日に発足した.本年度も主として研究室の整備

に務めたが,菌株の保存設備が不十分であるため,枯草菌の保存は変異遺伝部に,大腸菌

の大部分の保存は微生物遺伝部,プラスミドの保存は分子遺伝部に協力を仰いだ.なお細

菌等の保存系統名の詳細については本誌保存系統リストを参照されたい.

米田は本年5月に-ワイで開かれた日米合同微生物会議に出席し,その帰途米国カリフ

ォルニア大学 (サンジェゴ)M.Simon教授の研究室を訪問し約1ケ月間共同研究を行な

った.

1) 転写によるべん毛形態形成の調節 (米田).･ 大腸菌のべん毛せんいの構成タンパク

質 (フラジェリン)紘,他の多くのべん毛形成遺伝子によってその合成が調節されている

ことが示されている.べん毛せんいは,べん毛の先端,すなわち菌体に最も遠い所に位置
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する.これらの結果から,類推すると,べん毛の形態形成は,菌棒に最も近い基部構造の

構成タンパク質から順に合成されて,自己集合 (Self-assembly)によって行なわれるとい

う考えが生じる.その観点に立つとべん毛形成に必要な遺伝子群 (Pa,jib,hag)は,そ

の合成のレベルで相互作用,調節されていることが考えられる.これらの伝説に基き,べ

ん毛形成遺伝子群の発現調節,相互作用を調べた.Pa,jib,hag遺伝子は容易に謝れる生

物学的活性が知られていないので,べん毛形成遺伝子のプロモーターを乳糖分解酵素の遺

伝子 (lac)につなぎ,乳糖分解酵素で各プpモーターの活性を推定した.プロモーターの

ない IaoZ遺伝子を運ぶ欠陥特殊導入 Muファージを溶原化させ,べん毛形成遺伝子の

突然変異,Lac+表現型の突然変異体を多数集めた.これらは,Pa-lac(jib-lac,hag-lac)

のような genefusionを持つ株である.乳糖分解酵素を測定すると,べん毛形成遺伝子

の各プロモーターごとに同程度の活性を示した.その値によってそのプロモーター支配下

の遺伝子産物の量を推定すると,フラジェリン,基部構造の構成タンパク質が多く合成さ

れることが示された.他の産物不明の遺伝子も同じように考えると,構成タンパク,制御

タンパクに分かれることが予想された.

次に,各 genefusionを スファージ上に移した.これらの,jla-lac(Jib-lac,hag-lao)

を導入する特殊導入ファージを用いて,各 Fla-(Flb~,Ⅱag~)の上での Iac遺伝子の発

現を親株 (Fla+)と比較して, 各突然変異のべん毛形成遺伝子のプロモーター活性に対す

る影響を調べた.その結果,多くの相互作用のあることがわかった.これらの各プロモー

ター転写レベルにおける相互作用,調節を図示すると以下のようになった.

PaU,jlbC
/

jlbB,Pal jlbA,βaW,jlaV,PaK,PaX,PaL,PaY,jlaM,
JlaG,Pan
PaD,PaN
PaB,jlaC,jlaO,jlaE
jlaA, notD,jlbD,jlaR,jlaQ,Pap

PaZ-→hag

noIA,notB
PaS,Par

jlbB,PaIは,他のべん毛遺伝子産物を必要とせず,他のすべてのべん毛形成遺伝子発現

の正の制御因子となっていることが示された.hag(フラジェリンの構造遺伝子)は, 他

の多くの遺伝子群によって調節されていることが確認された.また,転写が完全に線型で

はないことから,べん毛形態形成において,遺伝子転写が唯一の調節方法ではないことが

示された.
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V.研 究 活 動

A. 研 究 業 績

著 書

井 山 審 也 1979: 自殖性作物の世代促進における育種方式.育種学最近の進歩 第 20

集 (日本育種学会編),116-120,啓学出版 (東京).

賀 田恒 夫 1979: 環境変異原と毒性.ライフサイェソス入門,49-53,日本評論社.

松 永 英 1979: 家系分析.遺伝学と医学.Ⅰ (井上英二縮),39-62,共立出版 (東

京).

松 永 英 1979: 人口と遺伝一人口傾向からみた人類 の将来.人煩学講座 11巻 ｢人

口｣(小林和正編),13ト174,雄山間 (東京).

三浦謹一郎 1979:DNA,遺伝情報発現系.細菌の解剖一分子 レベルからみた図譜-(水

島昭二 ･三浦謹一郎編),71-80,81-94,講談社サイェソティフイク (東京).

森 脇 和 郎 1979: 系統分化と組織適合抗原.発生の生化学,317-336,裳華房 (東京).

中 込 弥 男 1979･. 染色体.半陰陽のすべて (鈴木雅洲 ･坂元正一監修),産婦人科シリ

ーズ No.22,21-31,南江堂 (東京).

中 込 弥 男 1979: 遺伝相談.今日の治療指針,612-613,医学書院 (東京).

野 口武 彦 1979: テラトーマ (129,LTマウス).疾患モデル動物-ソドブック,670-

674,医歯薬出版 (東京).

小高 建 ･池田秀利 ･森脇和郎 ･松沢 昭雄 ･水野 充 1979: Geneticresistanceto

murineleukemiaandBarCOmaVirusesinstrainGandJapanesewild

mice.OncogenicVirusesandIIostCellGenes,39-44,AcademicPress.

吉 田 俊 秀 1979: その他の野生嘗歯頬.実験動物の飼育管理と手技 (今道ら編),339-

350,ソフ トサイエンス社 (東京).

論 文

赤塚 孝 ･西谷 修 ･北川 照男 ･影山 厚 ･稲名市郎 ･中込弥男 1979: Trisomy9

mosaiciSmWithpunctatemineralizationindevelopingcartilages.Eur.

J.Pediat.131:271-275.

有賀寛芳 ･下条寛人 ･日高 操 ･三浦謹一郎 1979:Specificcleavageoftheterminal

proteinfromtheadenoviru85DNA undertheconditionofsingle-

8trandscissionbynucleaseSl.FEBSLett.107:355-358.

安積順一 ･中込弥男 ･松永 英 1979:A new approachintheevaluationofC-

positivevariantsinman.Jap.J.Hum.Genet.24:991104.

安85順一 ･*古田 勲 ･岩井正行 ･小浜源郁 1979: Twocasesof4p-syndromewith

*他機関に所属中の業旗
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cleftpalate.SapporoWed.∫.48(2)･.218-221.

Crow,J.F.･木村資生 1979: E氏ciencyoftruncationselection.Proc.Natl.Acad.

Sci.USA76:896-399.

江守利博･高橋正一 ･長瀬すみ ･吉田俊秀 1979: クマネズミとラットにおける血液凝

固の血小板からの酵素遊出に関する比較研究.実験動物 28:53ト585.

後藤遺子 ･村上昭雄 1979: カイコにおける 2-アセチルアミノフルオレン活性化能の品

種間差異.日蚕雑 48(5):365-370.

Gutman,G.A.･森脇和郎 1979:Ratkappa-chainallotypes.ⅠⅠ.MultipleSpeCi-

ficitiesdetectedbyRト1bantiseraandtheirdistributionamongRattus

rattusandotllerAsianrodents.Immunogenet.8:139-151.

林 純一 ･米川博通 ･後藤 修 ･田頚勇作 ･森脇和郎 ･吉田俊秀 1979: Evolutionary

aspectsofvarianttypesofratmitochondrialDNAs.Bioch.etBiophyS.

Acta564:202-211.

日高 操 ･下遠野邦忠 ･三浦護一郎 ･高浪洋一 ･久保 進 1979: Nucleotidesequence

nearthe5′-terminalofcucumbermosaicvirusRNAN0.5segment.

FEBSLett.98:115-118.

瓜11宰敬 ･安田成一 ･山田正夫 ･西村昭子 ･杉本和則 ･椙崎弘幸 ･岡 稜宏 ･高浪 満

1979: StructuralandfunctionalpropertiesoftheEseheriehiaooli

originofDNAreplication.ColdSpringIIarborSymposiumonQuantit3-

tiveBiology.43:129-138.

井上 孝夫･松U]博男 ･志村浩二 ･浜崎 豊 ･菊田伊都子 ･飯沼和三 ･中込弥男 1979:

Aringchromosome9inaninfantwithmalformations.Hum.Genet.

50:231-235.

井 上 寛 1979:Thefateofpolymorphicinversions0fDro80Philamelanogaster

transferredtolaboratoryConditions.遺伝学雑誌 54:83-96.

井上 鑑･渡辺隆夫 1979:InversionpolymorphismsinJapanesenaturalpopula-

tionsofDrosophilamelanogaster.遺伝学雑誌 54:69-82.

賀〔[1LL.lj夫 ･井上 正 ･横井山晶子 ･L.B.Russell1979: Combinedgeneticefrectsof

chemicalsandradiation.Proc.6thIntern.Cons.RadiationRes.7111

720.

香川宗也 ･浅野洋治 ･高野憲一郎 ･鶴岡建言 ･清水盈行 ･吉田俊秀 1979: Shay頼粒

球肉腫における核型の推移.医と生 98:127-131.

神田11.rrI俊 ･吉田俊秀 1979: identificationofthefacultativeheterochromaticX

chromosomesof25rodentspecies.Cytogenet.CellGenet.24:12-22.

木村資生 ･∫.L.King 1979:FixationofadeleteriousalleleatoneoftwoE'dupli-

cate"locibymutationpressureandrandom drift.Proc.Natl.Acad.

Sci.USA76:2858-2861.
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木 村 幣 生 1979: ModelofeだectivelyneutralmutationsinwhichSelectivecon-

StraintiSincorporated.Proc.Natl.Acad.Sci.USA76:3440-3444.

木 村 資 生 1979: Theneutraltheoryofmolecularevolution.ScientificAmerican

241(5):94-104.

木村幣生 ･太田朋子 1979:Populationgeneticsofmultigenefamilywithspecial

referencetodecreaseOfgeneticcorrelationwithdistancebetween

genemembers0naChromosome.Proc.Natl.Acad.Sci.USA 76:

4001-4005.

米田好文 ･飯野徹雄 1979: Regulationofexpressionofthe触gellingene(hag)

in ESCheriohiaooliKl12:Analysisofhag-laogenefusions. J.

Bacteri01.139:721-729.

松永 英･塩田浩平 1979:A reply toDoctorShepard'slettertotheeditor.

Teratology19:127-128.

松 永 英 1979･.Hereditaryretinoblastoma･.Hostresistanceandageatonset.

J.Natl.Cancerln8t.63:933-936.

松 永 英 1979: 遺伝子プ-ル汚染の問題.第 20回日本医学会総会会誌,197ト1974.

松 永 英 1979: 発がん (網扶芽細胞腫)遺伝子に対する宿主抵抗性.神経研究の進歩

23:1096-1104.

松永 英 ･塩田浩平 1979:Threatenedabortion,hormonetherapyandmalformed

embryos.Teratology20･.469-480.

松永 英 ･塩田浩平 1979:A reSPOnBetODoctorD.T.Janerich'slettertothe

editor.Teratology20･.485-486.

三木六男 ･村上昭雄 1979: カイコの隆子における雌始原生殖細胞の γ一線誘発突然変異.

日蚕雑 48(1):59-64.

三木六男 ･大槻良樹 ･村上昭雄 1979: カイコ腫子の小腸形成に及ぼす放射線の影響 .

日蚕雑 48(5):895-400.

峰沢 満 ･森脇和郎 ･近藤恭司 1979･.GeographicaldistributionofHbbp allelein

theJapanesewildmouse,Mu8muSCulusmoloSSinus.遺伝学雑誌 54:

165-173.

三浦 謹一郎 ･児玉 八恵子 ･下遠野 邦忠 ･福井 寿一 ･池原 森男 ･中川 厳 ･畑 辻明

1979:InhibitoryeffectofmethylatedderiVativesofguanylicacid

forproteinSyntheBiBwithreferencetothefunctionalstructureof
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岡 彦一 ･禁 固海 1978:TheuseOfisogeniclinesinbreedingandgenetic

research:AreviewwithSpeCial referencetoexperimentsinrice.
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状-.経団連月報 27:58-61.

田島弥太郎 1979:遺伝研 30年.遺伝研 30周年記念 ｢創設の頃の思い出｣:1-5.

吉 田俊 秀 1979:第 ⅩⅠⅤ 国際遺伝学会議に参加して.遺伝 33(2):46-50.

吉 田俊 秀 1979: クマネズミ-核型進化と種の分化.遺伝 33(8):23-36.

吉 田俊 秀 1979: インド洋諸島に分布する クマネズミの染色体調査 の話.動物と自

然 9(9):13-17.

吉 田俊 秀 1979:遺伝研における実験動物の系統保存.系統生物 4(1):20-23.
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ProcessesofcellulardivisioninE.coli

各種 Flマウスの精母細胞に見られた性染色体の非
結合現象について

核型進化と減数分裂のかかわ りあい

DeficiencyofDNArepairenzyme(8)inataxia
telangiecta8ia

日本のキイロショウ ジ ョ ウ ,;ェ 自然集団における逆
位頻度の地理的差 異

食品中の.mutagens-antimutagens(carcinogen8-
anticarclnOgenS)反応について

遺伝資源保全に関する統計遺伝学的研究 Ⅰ.他殖性
生物の系統保存における遺伝子消失の確率

Mutationsinprokaryotes

Mechanismsofactionsofmutagens

Mutagenicitytesting,bacterialsy8temS

食品などによる遺伝毒性の防除に関する研究

食品とガン･遺伝毒性

変異原性試験法の評価 ｢微生物試験の進歩とその展
望｣

4卜4

5｣11

l

･0111

5｣13

東京 ･家 の光 ビル

Honolulu

京 都 大 学京 都 大 学

都市 セ ンタ ービル
全 共 連 ビ ル

京 都 大 学

東 京 農 業 大 学

東 京 大 学

Ea8etSartUniv.

有楽町消費者センタ

渋谷消費者センタ-

機 械 振 興 会 館

日本蚕糸学会第49回大会

U.S.-Japan Inter80Ciety
MicrobiologyCongress

日本遺伝学会第51回大会

日本遺伝学会第51回大会小集会

The6thInternational
Congre880ERadiation
Research

日本遺伝学会第51回大会

日本農芸化学会昭和54年度大会

日本育種学会第55回講演会

SoutheastASian Work8hop
ontheA(ethod8forDetect-
ingEnvironmentalMutagens
andCarcinogens

遺伝毒性を考える会

東京都消費者セソクー

化学物質安全シンポジウム
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賀 田恒 夫
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夫
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定
平
太

賀 田恒 夫

賀 田恒 夫

賀 田恒 夫太田純子原雅子熊ケ谷香代子
井 上 正

賀 田恒 夫

賀 田恒 夫
太 田純 子
原 雅 子
熊ケ谷

香代子
横井山晶子
井 上 正

河 原 孝 忠

Combinedgeneticeffectsofchemicalsandradia-
tion

Someconsiderations0nmutationinductionby
ionizingradiationSinmicroorganismsandin
mammals

食品中の変異原とその防除

微生物による変異原 ･抗変異原物質の検索について

Rec-assayWithBacillusSubtilis

枯草菌 γβ¢株の諸性質について

変異原毒性試験の現状と対策

食品とガソー食品の発ガン･制ガン作用について

自然界における抗突然変異因子の作用機構とバク-
ソについて

微生物と噴乳動物におけるイオン化放射線による突
然変異誘発の比較考察

自然および生活環境中の抗変異原因子について

ウズラにおける遺伝的荷重

5.13

5.13

6.8

7.20

9.23

10.30

ll.12

ll.19

10.ll

都市 セ ンタービル
全 協 連 ビ ル

都市センター ビル
全 共 連 ビ ル

北 海 道 大 学

信 州 大 学

A(onteCarlo
HotelL'Hermitage

上 智 大 学

大 阪 薬 業 ク ラ ブ

新宿消費者センター

京 都 大 学

大阪府立労働セソタ

箱 根 観 光 会 館

日本獣 医畜産大学

The6thinternationalCon一
gressofRadiationResearch

The6thlntermationalCon-
gre880fRadiationResearch

日本農芸化学会安田セミナー

日本農芸化学会中部支部夏のセ
ミナー

Symposium･.In vitroTox-

icity Testing ofEnviron-
mentalAgentS;Currentand
FuturePoSSibilitieS

第3回枯草菌シンポジウム

日本化学物質安全性セソクー第
3回講演会

東京都消費者センタ-

日本遺伝学会第51回大会

第22回日本放射線影響学会

第8回日本環境変異原学会

日本育産学会第69回大会
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河 原 孝 忠

河 原孝 忠

河 原 孝 忠

木 村 資 生

木 村 資 生

木 村 資 生

木 村 資 生

米 田 好 文

米 田 好 文

米 田 好 文

米 田好 文

黒 田 行 昭

黒 田 行 昭

黒 田 行 昭

黒 田 行 昭

黒 田 行 昭

黒 田 行 昭

ウズラにおける暗色羽神経異常突然変異

ウズラにおける致死相当統計量と可視奇形頻度の関
係

野生と家禽化ウズラにおける産卵に対する騒音影響
の差異

集団遺伝学

遺伝学から見た人類の過去 ･現在 ･未来 (-集団遺
伝学者の世界観)

ContributionofpopulationgeneticstOmolecular
evolutionaryBtudieS.

分子進化中立説十二年

Regulationof触gellargenesinbscheriehia
coliK-12

Regulationofaagellargenesina.eoli

大腸菌べん毛形成遺伝子の分析

大腸菌べん毛形成遺伝子群の発現調節

Cultivationandmutationinductionofhuman
embryonicCells

新 しい遺伝学の動向

ヒト胎児細胞の初代培養におけるコロニー形成率

ヒト正常2倍体細胞に対する トリプ トファン熱分解
物の変異原性

細胞 ･組織分化の解析 (1 ).体外培養に よ る遺伝子
発現の解析

現代遺伝学入門 ② 生命の維持と生殖

n草E

加

4

1

6

9

1

1

千葉県経営研修セン
ター

上 野 動物 園ホール

信 州 大 学

全 共 連 ビ ル

大 会 館

ホ テル ニ ュ-王子

Honolulu

Utah大学生物学部

京 都 大 学

九 電 ビ ル

放 射 線 影 響研究所

静岡県立修善寺工業
高校

札幌市教育文化会館

東京プリンスホテル

京 都 大 学

横浜 ･朝日カルチャ
ーーセン′クーー

日本家禽学会1979年度春季大会 普

日本鳥学会1979年度大会

日本畜産学会第70回大会

第20回日本医学会総会

京大創立記念講演会

OjiInternationalSeminaron
Genetic & Evolutionary
A8peet80fTranseriptional&
Tran8lationalApparatus.

九州大学理学部生物学教室セミ
ナー

US-JapanlnterBOCiety
MicrobiologyCongress

BiologicalSeminar

日本遺伝学会第51回大会

日本分子生物学会第 2回年会

PathologyWorkshop,RERF

開校記念日特別講演

日本発生生物学会第12回大会

第38回日本癌学会総会

日本遺伝学会第51回大会シンポ
ジウム

朝日カルチャーセソクー ･横浜
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黒 田行 昭

黒 田行 昭

黒 田行 昭

黒 田行 昭
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弘

一
昌

一
文
昌

田
崎
浦

田
崎
岩
浦

楠
篠
杉

楠
篠
高
杉

Marcum,

B.A .

藤 沢 故 事

移 山 勉

丸 山 毅 夫

丸 山 毅夫

丸 山 毅 夫

丸 山 毅 夫

丸 山 毅夫

丸 山 毅夫

現代遺伝学入門 ③ 遺伝の基本原理

培養ヒト2倍体細胞における トリプ トファン熱分解
物の突然変異誘発作用

ヒト正常 2倍体細胞に対する トリプ トファン熱分解
物の変異原性の定量的研究

Proliferationandcolony-forming activity of
embryonichumancellsinculture

タバコ葉緑体 rRNA遺伝子のクローニングによる
構造解析

葉線体の 28Sおよび 16Sl)ボゾ-ムRNA遺伝子
の構造

AmutanthydraStrain(sf-1)containingtem-
peraturesensitiveinterstitialcells

Sometheoretical problemsinpopulationge-
netics0fduplicatedgenes

Molecularevolutioninpapovavirusgenomes

ApplicationofStOChasticdifrerentialequations
inpopulationgenetics

Onanoverdominanccmodelofpopulationge-
netics

Atolecularevolution viewed from population
genetics

Somemolecularevolutionarystudie80feukaryo-
ticandprokaryoticviruses

10.20

ll.14

ll.27

12.4

4.2

10.13

9.8

4.2

4.20

5.2

8.9

8.15

9.5

横浜 ･朝日カルチャ
ーーセン′タ一･

ルーテル市ヶ谷セン
ターホ一･ノレ

箱 根 観 光 会 館

基 礎 生物 学研究所

東 京 農 業 大 学

京 都 大 学

スイス国インタラー
ケン市

Universityof
California,Davis

Universityof
Texas,Houston

Universityof
Texas,Houston

NorthweSternUni-
versity,Evanston

Universityof
WaSllington,
Seattle

Universityof
Missouri,Columbia

朝日カルチャーセンター ･横浜

日本組織培養学会第48回研究会

第 8回日本環境変異原学会

4thNIBBConference

日本農芸化学会昭和54年度大会

日本遺伝学会第51回大会

4thinternational
CoelenterateConference

Geneticsseminar

Geneticsseminar

Demographicandpopulation
geneticsSeminar

9thConferenceonStochaStic
ProcessesandtheirApplica-
tions

GeneticsSeminar

NelsonLecturesofthe
UniversityofMissouri
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丸 山 毅 夫

松 永 英

松 永 英

松 永 英

松 永 英

松 永 英

宗 吾 常 勤

覧吾 賢 悪)

責重 義 蓋)

三浦謹-那

i tLlfI.:官 軍Jt

森 島 啓 子

森 島 啓 子

森 島 啓 子

森 脇 和 郎

森 脇 和 郎

森 脇和 郎

森 脇 和 郎

Theoryofpopulationgeneticsanditsapplica-
tions

発がん (網膜芽細胞腫)遺伝子に対する宿主抵抗性

環境変異原の人体に及ぼす影響一対策と問題点

環境問題一遺伝子プール汚染の問題

Retinobla8tOmaaSamarkerformonitoring
humanpopulation8formlユtagenS

遺伝性網膜芽細胞腫における宿主抵抗性と発病時年
節

ウズラ肱肢芽細胞の軟骨分化一細胞間接触の効果

ウズラ肱肢芽細胞の少数細胞培養による軟骨分化

カイコ隆子の生殖細胞の放射線誘発突然変異反応

ウイルス遺伝子の増殖開始部位の構造

核酸における分子進化
1. メッセソジャ-RNAの構造に関して (三浦)
2. ウイルスDNAの構造に関 して (添田 ･丸山)

野生稲の生育と繁殖における系統間相互作用

Adaptivemechanismsinwi1dandcultivated
riceSpeCieS

AdaptiveStrategyinwildrice

マウス系統保存の問愚点一遺伝学的立場から

マウス E-2システムについて

マウスの主要組織適合抗原

ProgressreportonStudiesofJapanesewild
mouse,MusmuBCulusmolossinus

9.6

1.21

3.15

4.9

7.19

ll.5

6.27

10.18

4.4

10.12

3.10

3.31

6.15

12.15

2.16

4.4

4.9

8.7

Universityof
Missouri,Columbia

京 大 会 館

千 葉 県 文 化 会 館

久 保 講 堂

ノ､ ワ イ 大 学

都 市 七 ソ ク ー

札幌市教育文化会館

東 京 大 学

東京 ･家 の光 ビル

京 都 大 学

京都大学霊長塀研究
所

東 京 大 学

北京,遺 伝 研 究 所

名 古 屋,中 日 ビル

農協ホ ール (東京)

東 海 大 学

都 市 セ ン タ ー

WashingtonUniv.

LifescienceSeminar

日本学術会議脳研遵
主催 シソポジウム

千葉県公衆衛生学会特別講演

第20回日本医学会総会

環境変異原と発がんに関する日
米合同パネル

日本人類遺伝学会第24回大会

日本発生生物学会第12回大会

日本動物学会第50回大会

日本蚕糸学会第49回大会

日本遺伝学会第51回大会

昭和53年度 同研究所共同研究
会 ｢霊長頬の系統種分化,種特
性に関する研究｣

日本育種学会第55回講演会

特別セミナー

｢生物資源の活用｣シンポジウム

日本実験動物研究会第26回談話
会

日本細菌学会第52回大会

第20回日本医学会給金

GeneticsDept.Seminar
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森 脇 和 郎

森 脇 和 郎

森 脇 和 郎

馨 曹 葦 讐

森 脇 和 郎

森 脇 和 郎

村 上 昭 雄
大 沼 昭 夫
今 井 弘 民

晶 !,:)･]:i二射

翠 -走 買 掛

笑 壷 諾 笑書

架 素 謡 撃)

中 込 弥 男

中 込 弥 男

中 込 弥 男

中込 弥 男

･li指 駄 ･lJlt

GeneticstlldiesofJapanesewildmouse,Mus
musculuBmOlossinus

GeneticStudiesonSubSpeCieSdifferentia,tionin
MuBmuSCulus

GeneticStatusOfJapaneseWildmouse,Mus
musculusmoloSSinus

ハツカネズミ亜種間の遺伝距離と染色体Cバンドの
差異

遺伝学的にみた日本産-ツカネズミの位置

腫癌細胞の遺伝的背景と染色体変化

カイコにおける3倍体の不妊性に関する染色体レベ
ルの解析

カイコとショウジョウバェの問に見られた DAINA
および AAFに対する突然変異反応の相違:カイコ
のミクtZゾ～ム分画について

カイコにおける転座染色体の細胞学的検出

力イコにおける性 (Z･W)染色体間の放射線誘発
組替え事象

カイコ生殖細胞における化学変異原物質による遺伝
的障害の定量的研究

染色体と遺伝子

遺伝子と染色体

臨床細胞遺伝学における最近の進歩

Chromosomeabnormalities

染色体の構造及び機能の分子細胞遺伝学的研究 (4)

8.16

9.7

9.ll

10.13

10.18

ll.27

4.4

10.12

ll.16

ll.25

ll.28

1.31

4.4

5.12

10.22
ll.4

Jaekson
Laboratory

Univ.ofWindsor

Nat.CancerInSt.

京 都 大 学

東 京 大 学

愛知県産業貿易会館

東京 ･家 の光 ビル

京 都 大 学

愛知県中小企業セン
ター

大阪府立労働センタ

箱 根 観 光 会 館

名古屋市立大学医学
部

京王プラザホテル

信 州 大 学 医 学 部ホテルニューオータ

都市センタ-ホール

JacksonLab.Seminar

BiologyDept.Seminar

TransplantationBiology
SectionSeminar

日本遺伝学会第51回大会

日本動物学会第50回大会

昭和54年度
日本癌学会シソポジウム

日本蚕糸学会第49回大会

日本遺伝学会第51回大会

日本蚕糸学会東海支部第27回大 鞘
会

第22回日本放射線影響学会 轡

第8回日本環境変異原学会

名古屋市立大臨床セミナー

日本小児科学会第82回大会 (敬
育講演)

第22回医学セミナー

InternationalYearof
ChildrenCommemorative
lnternationalCongress

日本人頬遺伝学会第24回大会 芦
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野 口武彦

野 口武 彦

監 藍.?en58)

野 口武 彦

岡 彦 -

岡 彦 -

岡 彦 -

岡 彦 -

先天異常の原田としての染色体異常

ソルビソ酸と亜硝酸との反応で生成 した変異原につ
いて

発癌物質による精子形態異常の誘発と Norharman
の影響

大腸菌のペニシリソ結合蛋白質 (PBP)の遺伝子解
柄

精巣性春型腫高発系統の発生遺伝学的研究

H-2に関する BIOコンジェニックマウス腹腔内に
おける129由来テラ トカルシ トーマ旺様体の増殖 と
分化

129マウスにおける精巣性春型庫の出現率を高める
始原生殖細胞の増殖異常

精巣性テラ トーマ高発系マ ウスにおける始原生殖細
胞の増殖異常 と瞳痴発現

Adaptationandspeciationmechanism8inrice

WildriceSpeciesinIndiaandtheirevaluation
asresearchmaterials

Question8aboutthelndicaandJaponicatypes
ofrice

I801ationandhybridizationinwildandculti-
vatedriceSpeCie8

10.12

6.29

10.13

9.27

ll.26

ll.1

10.31

ll.6

12.15

京 都 国 際 会 議 場

東京プリソスホテル

箱 根 観 光 会 館

京 都 大 学

札幌市教育文化会館

京 都 大 学

東京プリンスホテル

愛知県産業貿易会館

UtkalUniversity,
Bhubaneswar,
India

CentralRice
ResearchInstitute,
India

ChinSurahRice
ResearchStation,
India

名 古 屋,中 日 ビル

モダソメディシン京都セミナ- 給

第38回日本癌学会

第8回日本環境変異原学会

日本遺伝学会第51回大会

日本発生生物学会第12回大会

日本遺伝学会第51回大会

第38回日本癌学会

昭和54年度
日本癌学会シンポジウム

SpecialSeminar

SpecialScminar

SpecialSeminar

｢生物資源の活用｣シンポジウム
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岡 彦 -

岡 彦 -

奈 望 語 義)

大 島 長 造

大 島 長 造

霊宝業苦)
太 田純 子
井 上 正
兼 松 宣 武
横井山晶子
原 雅 子
賀 田恒 夫
並 木 満 天

小 沢 敏 子
後 藤 道 子
村 上 昭 雄

佐 野 芳 雄
井 山 審 也
藤 井 太 朗

スズメのテッポウの銅抵抗性の変異

栽培稲の起原の研究,今後の問題点

カイコ第1染色体における異常な組換価を示す系統
の遺伝的解析

騒音に対するキイロショウジョウバェの反応性

暗黒環境で500 代以上経過したキイロショウジョウ
バエの活動リズム

マウス Ⅱ-2連関遺伝子の精巣重量及び精子形成能
に対する影響について

自然界 ･食品中における抗突然変異因子について

Antimutageniceffectsofcobaltchlorideonradiation-induced mutation in bacteria and
mammaliancells

分子進化中立説

カイコにおけるステリグマ トシスチンの突然変異作
用の定量的研究

野生イネにおける競争力の変異

イネ根圏の窒素固定能に関する遺伝学的研究

6.30

3.28

4.4

10.ll

10.20

10.ll

ll.80

4.4

3.31

10.13

静 岡 農 業 試 験 場

国立遺伝学研究所

東京 ･定の光 ビル

京 都 大 学

東 京 大 学

京 都 大 学

東 京 農 業 大 学

都市セ ソタ- ビル
全 協 連 ビ ル

進化生物学研究所お
よび東京農業大学

東京 ･家 の光 ビル

東 京 大 学

京 都 大 学

静岡育種談話会

三島遺伝談話会

日本蚕糸学会第49回大会

日本遺伝学会第51回大会

日本動物第会第50回大会

日本遺伝学会第51回大会

日本農芸化学会昭和54年度大会

The6thInternational
Congre880fRadiation
Research

日本蚕糸学会第49回大会

日本育種学会第55回講演会

日本遺伝学会第51回大会
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子
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雄
樹
弘

一

文
昌

一

文
祐
昌

一
直
昌

崎
田
岩
浦

崎
田
岩
畳
浦

崎
藤
浦

篠
楠
高
杉

篠
楠
高
士
移

篠
東
杉

添 田 栄 一

添 田 栄 一

添 田栄 一
丸 山 毅 夫
∫.R.

Arrand
B.E.

Gri庁in

蔓RE%ra毒enagi

添 田栄 一

慧 琵 義 美)

添 田 栄 一

タバコ葉緑体遺伝子のマッピソグ

葉緑体 rRNA遺伝子の構造解析

葉緑体 リボソーム RNA遺伝子群の構成と発現

Phylogenyofpapovaviruses

ポリオーマウイルスの全遺伝情報の解読と発癌遺伝
千

Co-evolutionofthepapovaviruBeS,BKV,SV40
andpolyomaviruSwiththeirhostanimals

Sequenceofthepolyomavirusgenomeandits
implieation

Evolutionary.relationships among papOVa
viruses,pOlyoma,SV40andBKV

腫癌ウイルス,BKV,SV40,ポリオ-マウイルス
の進化と起原

ポリオーマウイルスの全遺伝情報の解読Ⅱ.後期遺
伝子の発現と Hybridizationの問題点

10.8

12.18

2.6

4.2

7.17

愛 知 県産業貿易館

サ ン ケ イ 会 館

九 電 ビ ル

ImperialCancer
ResearchFund,
London

東 京 農 業 大 学

ChurchillCollege,
Cambridge

ChurehillCollege,
Cambridge

NIH,Bethesda

サ ン ケ イ 会 館

岡 山 大 学

シンポジウム
｢植物細胞頼粒の構造と機能｣

日本生化学会第52回大会

日本分子生物学会第2回年会

Tum orVirusSeminor

日本農芸化学会昭和54年度大会

ICRFTlユmOrViru8Meeting

ICRFTumorVirusMeeting

NIAIDResearchConference

日本生化学会第52回大会

第7回核酸化学シンポジウム
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昌
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昌
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1

文

昌

一
文

昌

一

文
祐
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浦

浦
田
崎

浦
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崎

浦
田
崎
岩

滞
崎
田
岩

浦
田
崎
岩

浦
崎
田
岩
星

山
沢
ん

杉

杉
楠
篠

杉
楠
篠

杉
楠
篠
高

杉
篠
楠
高

移
楠
篠
高

杉
篠
楠
高
士

杉
藤
FqO Marcum

ポ .)オー マ ウイ ル ス (Py)の non-transforming
mutantNG18の DNA欠失

ポ リオーマウイルスの初期遺伝子の全遺伝情報 とパ
ポバウイルスの発癌機構

パポバウイルスの遺伝子構成の比較と トランスホ～
メ～ショ:/

葉緑体 DNA のクローニング

Cloningoftobaccochloroplastribosomal RNA
genes

タバコ葉緑体の rRNA遺伝子

遺伝子操作法を用いた葉緑体遺伝子のマッピング

タバコ葉緑体遺伝子のクローニングと構造解析

Cloning and characterization of chloroplast
ribosomalRNAgenes

タバコ葉緑体の .)ボソ-ムRNA遺伝子の構造につ
いて

ヒドラ突然変異系統 (Sf-1)の感温性問細胞

10.13

ll.1

12.19

1.24

3.18

4.5

5.2

京 都 大 学

国 立 教 育 会 館

九 電 ビ ル

東 京 大 学

KeystoneLodge,
Colorado,U.S.A.

名 古 屋 大 学

兵 庫 県 民 会 館

東 京 大 学

ホ テル ニ ュー王子

広 島 大 学

札 幌 教 育 文化会館

日本遺伝学会第51回大会

日本ウイルス学会第㍍回船会

日本分子生物学会第 2回年会

生物科学セミナー

8thAnnualICN-UCI.A
SymposiaonMolecularand
CellularBiology

日本植物生理学会1979年度大会 雪

日本組織培養学会第47回研究会
Pa

⊆司

シソポジウム

｢組換え DNA と育種｣ 聾

OjilnternationalSeminaron
Genetic and Evolutionary
Aspects of Transcriptional
andTranslationalApparatus

日本植物学会第44回大会

日本発生生物学会第12回大会 く♪
Vl
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悪 罵 言 質 )

豪 叢 書 琵 )

高 村 触 彦

栗 営 禁 蓋 )
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純

孝

勉

秀

進

穂

敬

敏

敏

俊
行
秀
幸

野
沢
山

野
沢
山

村
村
木
田

高
藤
杉

高
藤
杉

田
西
鈴
広

霊宝警套gl

田島弥太郎

細胞壁合成に於けるペニシリン結合蛋白の役割

重複遺伝子座における多型 と遺伝子発現の消失に関
する理論的研究

集団遺伝学における拡散過程の一つの解析法とその
応用について

タバコ葉緑体の tRNA遺伝子

葉緑体の 5S･4.5SRNA遺伝子のクp-ニソグと
構造解析

葉緑体 4.5S及び 5SrRNA遺伝子の全塩基配列

ショウジョウバェにおける産卵行動の遺伝的解析Ⅳ.
自然集団内変異と近縁種間の比較

ショウジョウバエ視覚系突然変異とサーカディアン
リズム光受容器

ヒドラ上皮細胞と間細胞の細胞周期

Growthrateandcellcyclelengthofhydra

Penicillin-bindingproteinsofEsoherichiacoli
Kl12

MutageniceだectiveneSSOfchronicexposureOf
Silkworm embryostotritiated-thymidineand
-waterasdeterminedbyaSpecificlocimethod

トリチウムの生物作用一特に THOについて

12.19

10.13

1.29

4.5

10.13

12.18

10.ll

10.20

6.27

9.6

5.ll

5.15

ll.23

九 電 ビ ル

京 都 大 学

京都大学
数 理 解 析 研 究 所

名 古 屋 大 学

京 都 大 学

九 電 ビ ル

京 都 大 学

東 京 大 学

札幌教 育文化会館

スイス国インクラー
ケン市

Honolulu

赤坂 プ リンスホテル

大阪府立労働センタ

日本分子生物学会第 2回年会

日本遺伝学会第51回大会

MathematicalProblems in
Biology-'80

日本植物生理学会1979年度大会

日本遺伝学会第51回大会

日本分子生物学会第 2回年会

日本遺伝学会第51回大会

日本動物学会第50回大会

日本発生生物学会第12回大会

4thInternational
CoelenterateConference

U.S.-Japanlnter80Ciety
MicrobiologyCongreB8

The6thInternational
Congre880fRadiation
Research

第22回日本放射線影響学会

く亡)
¢)

団

粒

淋
蹄
俄

雪
冷
尊
命
串

部

30
鵡



鬼籍套掛

樹
土 川 清

嘉 畠l和 誓‡

土 川 清

土 川 清

撃鰹 垂 )

凍 原 敏 之
西 村 千 昭
山 口和夫
畑 辻 明
三浦護一郎

Tritium の突然変異効果 (Ⅴ).カイコの特定座位
法による THOの RBE

蚕の卵母細胞法による化学物質の変異原性スク1)-
ニソグ

マウス卵母細胞の優性致死感受性に関する系統差

マウスの単羊膜性双胎

実験動物系統の遺伝的変化に関する監視法の概説

微細骨変異を指標にした遺伝的変化の監視法

ワクチニアウイルス mRNAキャップ構造とその生
合成機構

ワクチニアウイルス mRNAのキャップ構造生合成
機構

ワクチニアウイルス mRNAキャップメチル化酵素
の基質識別

ショウジョウバェのmaternaleだectによる発生初
期腫致死 mutantについて

ModelfordistributionofseptationSitesin
Escheriohiacoli

ll.25

ll.28

6.15

6.15

9.28

9.28

10.7

10.31

大阪府立労働センタ

箱 根 観 光 会 館

静 岡 薬 科 大 学

浜 松 市 民 会 館

サ ソ ケ イ 会 館

国 立 教 育 会 館

九 電 ビ ル

京 都 大 学

Honolulu

第22回日本放射線影響学会

第8回日本環境変異原学会

静岡実験動物研究会第7回研究
発表会

静岡実験動物研究会第5回研究 等
討論会

H A

日本生化学会第52回大会

日本ウイルス学会第27回総会

日本分子生物学会第2回年会

日本遺伝学会第51回大会

U.S.-JapanlnterBOCiety
AqicrobiologyCongress 当
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賀
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賀

米
森
林
渡
田

米
森
後
林
渡
田

大腸 菌の複製開始部位を持つ1フ ァ ージ (}gtori)か
ら得 た変異ファージの解析

キャップ構造の有無とmRNAの安定性

電子顔徴鏡による CPV粒子構造とmRNA合成の
関係

ウイルス粒子 (CPV,レオウイルス)の突起構造の
mRNA合成への関与について

Chemicalmodificationofr-ray-inducedlethality
andmlltabilityinculturedmammaliancells

Ataxia症細胞のコバル ト感受性

噛乳動物細胞に対する Co十十の抗突然変異作用につ
いて

ddYマウスにみられた ミトコンドリア DNAの多
様性について

ミトコンド1)アDNAの一次構造よりみたマウス亜
種内の進化

10.8

10.31

12.19

5.13

9.27

10.ll

8.30

九 電 ビ ル

サ ソ ケ イ 会 館

国 立 教 育 会 館

九 電 ビ ル

都市セ ンター ビル
全 協 連 ビ ル

東京プリンスホテル

京 都 大 学

勤労青少年文化セン
ター (福岡)

京 都 大 学

日本分子生物学会第2回年会

日本生化学会第52回大会

日本ウイルス学会第27回総会

日本分子生物学会第2回年会

The6thInternational
Congre880fRadiation
Research

第38回日本癌学会

日本遺伝学会第51回大会

第14回日本突放動物学会

日本遺伝学会第51回大会
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青 田俊秀

青 田俊秀

吉 田俊秀

青 田俊 秀

i--:予 ニー

セイpソ塑クマネズ ミの分布とその由来および推移

ラットにおける新 しい染色体異常とその遺伝

核型進化は Robert80nianfuBionか fi8Sionか ?

核型進化と環境要因

食品の加熱生成物の変異原性を不活化する因子の検
索 (Ⅱ)

広島シ テ ィ ホ テ ル

京 都 大 学

京 都 大 学

箱 根 観 光 会 館

箱 根 観 光 会 館

染色体学会1979年度年会

日本遺伝学会第51回大会

日本遺伝学会第51回大会小集会

第8回日本環境変異学会

第8回日本環境変異原学会
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海外における活動

国立遺伝学研究所年報 第 30号

D. その他の研究活動

氏 可 内 容 L渡 航 先l期 間

安田 成一

下遠野邦忠

添田 栄一

賀田 恒夫

田島弥太郎

杉浦 昌弘

田島弥太郎

賀田 恒夫

丸山 毅夫

FE田 幸敬

米田 好文

山田 正夫

添田 栄一

押野 啓子

井上 正

鹿田 幸敬

田島弥太郎

DNA複製に関する研究のため

RNA 睦癌ウイルスの分子生物学的研究
のため

ウイルス遺伝子構造に関する調査研究の
ため

環境変異原 ･がん原の検出と評価に関す
る調査研究のため

`̀環境変異原並びに病原物質検出法に関
する東南アジア研究集会''に出席及び研
究討議のため

｢核外 DNA｣に関するICN-UCIJAシソ
ポジウム出席並びに調査研究のため

欧米における組換え DNA研究の実 施及
び規制情況に関する調査のため

MRC/ICI/NIEⅡS協力研究計画におけ
るバクテリア検出系を利用する研究集会
及び EPAパネルに出席及び調査研究の
ため

テキサス大学において集団遺伝学の研究
及び調査のため

日米合同微生物学会議出席及び研究討議
のため

具空重男麓蓋警論 警品苧質実詣 要望
び有用菌株の収集のため

日米合同微生物学会議出席のため

コールドスプ1)ソ グ-～バ-シンポジウ
ム及びⅠ.C.R.F.(英国ガン研究所)腫痴

晶子詣 墓露 悪悪霊に勝 ウイルスに

稲の進化遺伝学に関する調査研究のため

如 来 窟 讐鮎 欝
に調査研究のため

細菌表層に関するゴードン研究会議出席
並びに調査研究のため

日米医学突然変異がん原専門部会合同会
議に出席のため

連 合 王 国

タ イ 国

アメリカ合衆国

国
和

ー
ラ

衆
共
国
フ

合
邦
王

ー

カ
連
合
国

リ
ツ
連
ス
国

メ
イ

.イ
ス

ア
ド
国
ス
ソ

アメリカ合衆国

中華人民共和国

アメリカ合衆国

53.1.1-
54,12.80

53.9.1-
55.8.81

53.12.16-
54.2.17

54.2.3
54.2.18

54.2.11-
54.2.18

54.3.10-
54.3.28

54.3.22-
54.4.ll

64.3.27-
64.4.8

54.4.1-
54.9.30

54.5.7-
54.5.14

54.5.8-
54.6.13

54.5.8-
54.5.13

54.5.21-
54.7.21

54.6.13-
54.6.29

54.6.23-
54.7.2

54.6.30-
64.7.12

54.7.16-
54.7.22



森脇 和郎

松永 英

杉山 勉

遠藤 徹

藤浮 故事

田島弥太郎

賀田 恒夫

簾田 宰敬

山田 正夫

渡辺 隆夫

岡 彦-

沖野 啓子

佐野 芳雄

賀田 恒夫

藤滞 敏孝

研 究 活 動

ハツカネズミ種分化の免疫及び細胞遺伝
学的研究のため

日米医学突然変異がん原専門部会合同会
議出席のため

ヒドラ神経細胞の遺伝解析並びに第4回
国際陛腸動物会議に出席のため

植物アイソザイム遺伝に関する調査研究
のため

第4回国際艦腹動物会議出席並びに調査
研究のため

環境変異原及び病原物質防護に関する国
際委員会会議に出席のため

環境変異原及び病原物質防護に関する国
際委員会会議並びに環境毒物の Invitro
検出に関する会議に出席のため

生物のパターソ形成の分子機構に関する
共同研究のため

東南アジア地域におけるショウジョウバ
ェの採集と生態遺伝学的調査研究のため

熱帯アジア山麓地帯における稲と雑草の
生態遺伝学的調査のため

発がん性の短期試験に関する国際評価計
画会議に出席のため

ヒドラ間細胞の分化機構の解析のため

アメ リカ合衆国,
カナダ国,連合
王国

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国,
スイス国

中華人民共和国

ス イ ス 国

フ ラ ン ス 国

フランス国,モ
ナコ国

ドイツ連邦共和
国

パプア
ニア● ユ

イ
ー
フ

ソ国 ･マレ
ア国 ･タイ
シ ソガポ
国 ･台湾

ギ
ピ
シ
･
ル

ー
リ
イ
国

-

ネパール国 ･イ
ソド国 ･タイ国
フイリピソ国 ･
台湾

ネパール国 ･イ
ンド国 ･タイ国
フィリピン国

∫

アメリカ合衆国

101

54.7.3-
54.9.14

54.7.16-
54.7.22

54.8.20-
54.9.10

54.8.27-
54.9.9

54.9.1-
54.9.18

54.9.14-
54.9.24

54.9.15-
54.10.1

54.9.16.-
54.10.5

54.9.28-
54.10.2

54.10.9-
54.12.7

54.10.13-
54.ll.23

54.10.13-
54.ll.19

〟

54.10.14-
54.10.24

54.12.1-
55.ll.30
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氏 名
鹿田 幸敬

岡 彦-

賀田 恒夫
〟

鹿田 幸敬
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ほかの機関における謙譲

担 当 大 学

北海道大学理学部非常勤講師

九州大学 農学部 〝
東京工業大学大学院 〝
浜松医科大学医学部 〝

東京大学応用微生 〝
物研究所

三浦謹一郎 新 潟 大学理学部

〝 神 戸 大学 理学部

村上 昭雄

沖野 啓子

森脇 和郎

賀田 恒夫

移山 勉

渡辺 隆夫

東京農工大学農学部

お茶の水女子大学
理学部

東 京 大学 理学部

三重 大学 農学部

名古屋大学理学部

福 岡 教 育 大学

三浦護一郎 山形 大学 医学部

〝 岡山大学 医学部

吉田 俊秀 .名古屋大学大学院

森脇 和郎 静 岡大学 理学部

丸山 毅夫 違奪還水女子大学

三浦謹一郎 静 岡 薬 科 大 学

遠藤 徹 大 阪 府 立 大 学

期 間

(54.1.15-54.3.31)

(54.4.1-55.3.81)

(54.4.1-64.9.30)

(54.4.1-55.3.81)

(54.4.1-55.3.31)

(54.4.1-54.9.30)

(54.4.1-64.10.15)

(54.4.1-54.10.15)

(54.4.1-54.9.30)

(54.5.1-54.6.30)

(54.6.4-54.9.80)
(54.6.16-55.3.31)

担 当 科 目

遺 伝 学 特 論

農 学 特 論 第 -

微 生 物 遺 伝 学

基 礎 放 射 線 医 学

大腸菌の成長 ･分裂
の遺伝学に関する研
究及び指導

分 子 生 物 学

ウ イ ル ス 学

家 蚕 発 生 学 特 論

生 物 学 特 論 Ⅱ

動物 学 特別講義Ⅱ

食品の発がん抑制物
質

生 物 学 第 -

(64.7.1-54.7.31) 進 化 生 物 学

(64.9.1-55.9.30) 生 化 学

(54.10.1-54.ll.30)

(54.10.16-55.3.31)

(54.12.1-55.2.29)

(54.12.16-55.3.31)

(54.4.1-54.9.30)

(54.4.1-54.9.80)

施 療 生 化 学

畜 産 学 特 別 講 義

生 物 学 特 別 講 義

遺 伝 学 特 別 講 義

分 子生物 学の講義

園芸 農学 特別講義
第 2
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Vl.研究材料の収集と保存

10S

遺伝実験生物保存研究施設 (以下保存施設 と略する) の設立以来,研究材料の収集保存

業務の大部分は保存施設にゆだねられたが,保存施設における人員 と設備の不足のためそ

の一部は各研究部において行われている.以下に,植物,動物および微生物の系統保存の

現状を,各系統群の由来 と特色,保存系統数などについて簡単に記述する.

A. イネ属系統 (OryZa)(植物保存研究室)

1) 野生種および栽培種

昭和 32年ロックフェラー財団の援助の下に開始 された ｢栽培稲の起原の研究｣以来,

積極的に熱帯各国から収集を続け,野生種については世界最大の収集 となった.本年度は

インド,ネパールおよびタイ国より新 しく278系統が加えられた.これ らは遺伝資源 とし

て保存 され変異の研究に利用されるが,その一部は多数の形質について遺伝特性が調査 さ

jt,ている.

種 名

栽培種

0.salivaL.

0.glaberrima STEUD.

栽培型近操野生種

0.perenniSMoENCE

O.breviligulataCEEV.etRoEHR.

遠蘇野生種

0.08loinalisWALL.

0.肌inuぬ PRESL

O.punclaia EoTSCHY

O.eichingeriPETER

O.latifolia DEiSV.

0.altaSwALLBN

O.grandiglunisPROD.

0.auStraliensisDohmN

O.braohyanthaCEEV.et三RoEiflR.

0.ridleyiⅡooK.

0.longiglu仇iSJANSEiN

O.meyeriana BAILI..

0.tiSSerantiCzIEV.

0.perrieriCA淑US

分 布 系統数

全世界 4,404

西アフリカ 301

全世界

西アフリカ

南アジア

∫
アフリカ

東アフリカ

中南米

南米

〟

北オ-ス トラリア

西アフリカ

南アジア

ニュ-ギニア

南アジア

西アフリカ

マダガスカル

似

115

77

34

19

15

㌘

3

7

8

10

6

16
か

2

1
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0.00arotataRoxB.

0.8ubulataNEEiS
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南アジア 1

南米 1

2) 同遺伝質系統

台中 65号の連伝背景をもち種々の特定遺伝子を含む 20系統を保存している.これ ら

は7回以上の戻し交雑ののち選抜されたもので,含まれる遺伝子は次の通 りである.標碑

渡伝子:W∬,RC,lg,9,nl,bo,gl,la,Ph,dlおよび d2,早生遺伝子:E4,EDぉよ

び 仇,および Fl不稔性に関する4遺伝子.

B. コムギとその近線種 (植物保存研究室)

1) 野生および原始的栽培系統

京都大学の研究者により中近東その他世界各地から収集された多数の系統は京都大学植

物生殖質研究施設に保存されているが,その中ゲノム構造などが確定され重要 と考えられ

る 146系統を本研究所に重複保存している.その内訳は次の通 りである.

種 名 ゲノム式

TritictLm 属

T.aegilopoideBBAL.

T.nonoooocunL.
T.urartuTEtJh(AN.

T.dicoccoideBK6rn.

T.diooeoun ScⅡtlL.

T.durun DESF.

T.orienぬtePERC.

T.perSicun UAV.

T.turgidun L.

T.pyramidaleP】∃RC.

T.polonioun L.

T.tinopheeviZEUK.

T.araratioun JAR:UBZ.

T.SPelぬ L.

T.aestivun L.

T.oonpaotun lloST

T.sphaerocoocun PERC.

T.nachaDRE.etMEN.

SyntheSizedhexaploids

AegilopB属

Ae.unむellulalaZEUK.

Ae.ovataL.

AA

〝

〟
AABB

〝

CC

二
二

"･3

CO
8

1

CY3

4

.4
l

1

C
O

2

1

1

2

1

8
l父U
4

1

1

7

3

6
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Ae.triarietataW‡I.LD.

Ae.colunnariSZHtlK.

Ae.biuncialiaVIS.

Ae.variabilisEIG

Ae.triuneialisIJ.

Ae.caudataL.

Ae.eylindrioaHoST

Ae.eo竹も08aSIBTII.etSAl.

Ae.uniarislataVIS.

Ae.nuticaBoISS.

Ae.SPelbideSTAUSCE

CoAl t

CIA(o
CtA l b

CtLSv

CuC

C

CD

A4:

MtL

hat

S

Ae.longiSSinaScEW.etMuscE. SI

Ae.bicorniS(ForBk.)JAUB.etSp. Sb

Ae.sqwrroeaL. D
Ae.crasSaBoISS. DMc

Ae.ventricoSa TAUSCF. DMv

7

2

1

7

6

1

3

c
O

C
Q

1

3
cc2
7

2

6

この他に Hordiun3'ubatumL.,H.puSSillum NuTT.,H.肌urinun i.,H.guSl

soneanun PARI..,a.SPOntaneu仇 KocEl,a.he∬asticun KocE,SecalecerealeL.,

および HaynaldSaVillosaScHUR.に属する 30系統を保存に加えている.

2) 二倍体コム半の突然変異系統

T.nonococcu仇Var.βavescenSの 1系統から放射線によって誘発された葉緑素異常

および形態的変異を示す系統を保存している.その大部分は単純劣性遺伝子をもっている.

C. アサガオ (Pharbitisnil)系統 (植物保存研究室および農場)

アサガオ系統の収集保存は故竹中要博士によって昭和30年頃から姑められ,昭和41年

同博士の没後は農場が保存を継続 して きた. 昭和 49年以後は法政大学笠原基知治教授

(非常数)の協力を得てその整理を続けている.現在保存中の系統数は 552であって,そ

の中に含まれる主要な遺伝子は次の通 りである.

花型連長子型: fe(獅子咲),fee(乱れ獅子),cpr(台咲き),ed(捻梅咲),py(乱菊咲),oe

(石畳咲),wr(縮咲),8(桔梗咲),ct(渦咲),n(立田咲),ae(南天咲),pt(八重咲),

dp(牡丹咲),p(孔雀咲).

葉型連伝子型: oo(丸薬),Gb(芋棄),dl(笹葉),n(立田葉),ac(南天薬),fe(獅子葉),

ct(渦兼),B,a(林風葉,(優性.劣性)),py(乱菊菜),sr(鼻薬),dy(倍輪業),cp

(縮緬菓),n w (柳莱),cog (-デラセア葉),p(孔雀菓),bv(はだぬぎ),re(洲浜棄).

花模様遺伝子型: Sa(刷毛目絞),BP(吹掛絞),Mr(覆輪),Bz(吹雪),Ry(事故),Su-

Mr(覆輪抑圧),tw(花筒色抑圧),fd(車),dt(雀斑),Ln(立筋),st(条斑).

その他の遺伝子型: dw(木立),I(帯化),V(斑入),calCb(自種子),br(褐色種子),cai
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(魚牙種子),yれ(松島),cu(夫婦咲き),we(枝垂れ),Cy(クリーム ･イエロー),Su-

Cy(クリ-ム ･イエロー抑圧),C肌(打込み),lp(小人),re+de(大輪(呼集)),re+

dy+Gb(大輪(恵比須兼)).

花色に関する連伝子は未整理であるが,本年度は主にその調査を行った.

D.サクラ (Pru71uSSPP.)とその他の花木 (植物保存研究室および

農場)

サクラの品種は故竹中要博士が ｢染井吉野｣の起原などの研究のため収集 し息巻がその

管理 と接木繁殖に当ってきた.現在保存中の系統数は178であって,その中重要なものは

済州島産のヤマザクラ (染井吉野の原種に近い),船原書野と鞍馬桜 (自然の変異株),≡

島桜,伊豆吉野などの人工交配による選抜種である.また木の花桜,八重大島,各巻の菊

桜など園芸品種 として貴重なものも含まれている.品種名は年報 29号等に記載されてい

るので省略する.なお,ツバキ (Ca仇ellia3.aPOnicavar.horteneis)70品種を保存 し

ている.これらの管理は昭和 48年以来,浜栓市フラワ-パーク古里和夫園長 (非常鞄)の

指導を受けている.

E.淡水ヒドラ (Zlッdra)

A) チクビヒドラ (Hydra nagnipapillaぬ)

(1) 野生型 182

(2) 突然変異型 62

B) エヒドラ (Pel耽atOhydrarobus払)

(1) 野生型 21

(2) 突然変異型 2

F. シ ョウ ジ ョウバ エ (DrosoL,him) (845系統 ･9集団)

キイロショウジョウバエでは野生型 345系統,突然変異型 111系統がある.現在 1979

年の山梨県勝沼集団から Balanoer染色体 (Cy/Pn;Sb/Pr)を用いて第2および第3

染色体を同時に抽出し,遺伝子配列型別に系統を確立している.実験集団と娃プラスティ

ック容器を用いて,常時 2000-3000個体を実験室内で維持しているものである.また,

その他の種 として,アナナスショウジョウバエ (50系統),オナジショウジョウバエ (123

系統)の他に,23雀を系統 として,維持している.

1. キイElジ ョウジョウバェ (Dro80Phila仇elanogaSter)649系統,9集団

A) 野性型系統 (845)

1) 純系 (3)

OR-NIB,Sa仇arkand,Canton-S.

2) 地方種 (41)

3) i801female系綻
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1976年 勝沼 (111)

1976年 沖粗 ･石垣島 (190)

B) 突然変異型系統 (111)

1) Ⅹ 染色体 (48)

B,flu&yf:-,lhBcarbb&乱r:-,Pn,ra84m&uf:亡,i,V,vSo/,W,wa,

we,y,y2,yw耽f&臥r:-,n,I,yw仰F,fS(1)N/FMA,Df(1)bbyelを/FMb,

yw仇 r紬hIB/FM6,CIB/dor,Bask(M-5),BinSC,FMe,ywra/FMe,ywI

Br39た/FMG,yscOhocv/FM6,fuI/CIB,New Binse,FMl,y2cvvI,Df

(1)280-i/FMb,Df(1)B263~20/Zn(1)SCTtn(1)AM SeTcar,Df(1)et288~42y/FMb,Df(1)

NB/FMl,Df(1)N284瑚 wch/FMb,Df(1)N28ト105/FMb,Df(1)svrDp(1;I)101spl

&yf:-,Df(1)W 258-lly/zn(1)dl｣g vyHwn294,Dt(1)W258-42y/FMl,Dftl)

W258'15y/FMi,Df(1)W258-48ysc58PIDp(1;8)wvco&yf:-,Df(1)rSt2/FMl,Df

(1)se汚 wa/Dp(1;3)SCJ4.

2) 第 2染色体 (38)

apr,bw,bwT71dS83k/tn(BL)iltiL4sp2,bwγ1/SMICy(K&K),bwVl/SMICy

(AKY),bwVl/SMICy(IGJ),bwVl/SMICy(OR-NAG),bwVl/ln(aL)CyCyL,en,

enbw,da/SMICy,dpcnbw,L2,nw忠/In(CL)CyZn(BR)NS,pron ia;/SM5

Cy,rbl,SpBl/SMICy,SpBIL/SMICy,SD-5/SM-1Cy,SD-rC/SM5Cy,

NH-8/SKICy,SDたL/SMICy,SpSD-5/SMICy,SSpSD-rC/SKICy,Sp

NH-8/SMICy,ira-2/SMICy,vg,i(a)nC/SMICy,M(a)B/SMICy,l(a)glcn

bw/SM5,bwB/Cycn2L4sp2,eddpcl,eo,envgbw,aprvg,ltdbw,vgD/SM5

Cy,Df(BR)vgB/SM5Cy,Df(eR)vgO/In(CLR)RevB,Df(CR)vgC/SM5Cy,e∬dsSX

astx/SKICy.

3) 第3染色体 (14)

cu,elユ,M(a)hS37/Zn(SL)PMe,Pr/TMaSb,Pr/TMSSb(KTN),Pr/TM3Sb

(IGJ),Se,88cane/TMG,St,egg,ruOuCa,Gym,Sbd2bが pbd;/TMl,ry.

4) 第4染色体 (3)

ey2,eyR,ey･

5) 浪合染色体 (13)

cn;St,Base;bwVl/SKICy;TMCSか/Ubガ,Su(er)tu-bw;sterSu(tu-bw),Su(8)2;

bw,Base;PnSb;Xa,BinSO;SMICy/Pn;Sb/Ub∬;SPaPOl,Znso;SMICy/P肋;Sb/

Uba;;SPaPO8,SMICy/Pn;TMCSb/Pr,bw;St,V;bw,Sbd2bが/Xa,bw;cd,pb∬/Xa.

C) 壕準型第2染色体ホモ系統 (60)

D) 染色体変異系統 (133)

1) tn(aL)i
2) Zn(BR)NS

3) In(BL)W

4) In(BL)i+tn(CR)

67沼勝

..}7

7

1

1

4
5

1
1%
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5) その他

Zn(aR)ASE;60A, Zn(CL)91A,SOB, Zn(BL)iSapporo,

Zn(aL)AMiahi9na, Zn(aR)49B;58E肋 hi仇a,

Zn(BL)iOgaSaWara, Zn(CL)iFukuoka.

E) 実験集団 (9)

須 山 1962 1集団

勝 沼 1963 8
赤 済 1974 .

勝 沼 1976 2集団

石垣島 1976 2 ′
赤 漁 1977 1 ′

石壇島 1973 d
2. 7ナナスショジョウパェ (Dro80PhilaananaSSae)(50系統)

A) 野生型系枕 (12)

B) 突点変異型系統 (38)

1) Ⅹ 染色体 (6)

kk,wsny,wy,y,etT,vg

2) 第 2染色体 (15)

bw,ama,bee,むpea,a,odbw,egg,se,cd,cdbwa,Ptpea,La(B)/Dl

(A),M(a)rSb/Dl,D12/M(a)91,Dl急/pu乞

3) 第 3染色体 (ll)

珊Ot,PO,bripo,M-cp訂,ri,ru,rubri,bs,Rfnot,Supbriru,Trrupx2

4) 第4染色体 (1)

bb67-r

5) 混合染色体 (5)

bSe;Pが,apea;briru,I;cd,aSe;briru,珊bl;apea

3. オナジショウジヨウバェ (Dro80PhilaSinulanS) (123系統)

A) 野生型系統 (109)

1) 地方種 (37)

2) i80-female系統 (72)

B) 突銭変異型系統 (14)

1)Ⅹ 染色体 (4)

WIy,yW, V

2) 第 2染色体 (4)

net,bw,apn,Lhr

3) 第 3染色体 (3)

St,Se,8

4) 混合染色体 (3)

V;bw,bw;st,y;bw;st
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4.他種 (23種)

D.auraria,D.biauraria,D.triauraria,D.quadraria,D.ぬkahaShii,D.

luteseens,D.paralutea,D.yakuba,D.erecta,D.nauritiana,D.teiBSieri,

D.bipeetinata,D.parabipeotinaぬ,D.仇alerkotliana,D.hikkawai,D.laotei-

cornis,D.suzukii,D.viriliS,D.anericana,D.te∬ana,D.littoralis,D.

albonica循町~~D;~hydei

G. コナマダラメイガ (I;i)九estiakihiellakiign)

NCR(wild)

b/a

nl/ml

a/a

H.カ イ コ (BomZ)yxmOriL.)

突然変異系統 128系統 (81遺伝子)

自然または人為的に発現 した突然変異で,卵 ･幼虫 ･蛎 ･成虫の各時期に亘っている.

人為的誘発原 としては,各種放射線や化学物質などがある.これ らの系統は染色体の連関

検定やその他遺伝学的分析を行 うために使用される.

第 1連関群 (oS;Ge;SOh;e;Vg;od;oi′)

第 2連関群 (p;+P;pM;pS;pSal1;usa-2;GrB;Y;oal)

第 3連関群 (le仰;le肌l;a-leml;rm;ze)

第 4連関群 (L;Spc)

第 5連関群 (pe;pet;ok;re;rel;oc)

第 6連関群 (ECG;EEL;EH;EN;EⅣ′;EN'-1;ENB~2;ENM~1;EMcNe;EH

EKP;EHENM-1;bl;b2)

第 7連関群 ( )

第 8連関群 (st;+ae;be)

第 9連関群 (Ia)

第 10連関群 (wl;.A;W2;W.;WOl;wok;wa;Wか;oew)

第 11連関群 (K;Bu;Np;bp)

第 12連関群 (Ng)

第 13連関群 (ch)

第 14連関群 (Nl_1;NL2)

第 15連関群 (Slg)

第 16連関群 (¢ね)

第 17連関群 (Bn;btS)

第 18連関群 (elp)
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第 19連関群 (nb) `

第 20連関群 ( )

第 21連関群 (rb)

第 22連関群 ( )

第 28連関群 (Na)

そ の 他 (BS;MS;PWa;so;SP;SOL)

(E変異型4系統)

在来品種系統 12系統

古 くから育成 されて来たもので,原産地は日本 ･中国 ･ヨーロッパなど広い範囲に亘っ

ている.ここに保存されているものはその中の一部で,放射線感受性や抵抗性の系統など

がある.

(青熱;アスコリ;鮮紅;津川;金色;漸江;青白;大正白;支 108;

支 108(旧);日本錦;大造)

染色体異常系統

鞄色体異常をもつ系統で,特に性染色体に関する W 転座系統は独特のもので,カイコ

の卵色や幼虫斑紋によって雌雄を区別 することができる. 他に Z鞄色体転座型やJ;LI',','染色

体間の転座型などがある.

転座系統
Jilliコ!
W･Sa転座系

その他の W 転座系

Ⅳ 転座不安定系

検定用 W 転座系

Z･(W)転座系

ⅩⅠⅤ･ⅤⅠ転座系

紺

12

19

｡

7

娼

8

3

不分離 (トリソミーを含む)系統 5系統

その他 (染色体不安定系) 1系統

合 計 214系統

I. ネ ズ ミ

昭和 26年に北大理学部よりラットおよびマウス約 10系統が移されたのが系統保存の

始まりで,その後外国より輸入または持参した系統や海外学術調査で採集した野生系統が

加わって現在のコT,ニーができた.昭和 50年より系統保存施設が発足したが,飼育施設

がまだ完備していないので,現在のところテラ トーマ高発系統を除いた他のマウス,ラッ

トおよび野生系統は第 1ネズミ飼育舎で細胞遺伝部の責任において維持している.

1.系統推特をしている近交系マウス (nus仇uSCulusdomeSticue)

実験用近交系マウスの基準系統として,下記の30系を次項の H-2congenicマウス系

と共にバ リアを設けた飼育室内で維持管理している.飼育嚢内は全新鮮空気方式による空
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調装置により温度 220-26oC,湿度 40-60% に保たれており,また,微生物汚史を防ぐ

ためにラミナフtz-型飼育棚を使用している.系統名,由来,兄妹交配の世代数,毛也遺

伝子および Ⅱ-2′､プロタイプは次の通りである.

A/ⅡeJ Jax一班8(1978,F?),F?+6fICR,aa,bb,cc,I-2a

A/∫ JA芝-MS(1977,F172),F172+7,aa,bb,cc,H-2&

AKR/∫ JA支-Ab (1979,F?),F?+3,cc,H-2k

Au/SsJ Jax一班S(1977F38),F38+5.aa,BB,CC,UU,H-2q

BALB/cAn NIH-旭 (1979,F171),F171+2,cc,ミエローマ高誘発系

CBA/∫ JAR-M8(1978,F?),F?+4,AA,BB,CC,Ⅱ-2k

CBA/CaJ JA芝-MS(1978,F?),F?+4,AA,BB,CC,H-2k

CBA/Ab 虻8-Ng-M且(1978,F75),F75+6,AA,BB,CC,I-2k

CBA/CaEN NIE一拍 (1979,F53),F53+8,AA,BB,CC,Ⅱ-2k

CBA/CaHNIT6 NIE一MB(1979,F50),F50+3,AA,BB,CC,T (14:15),H-2k

C3Ⅱ/HeJfICR 才ax-地 (1976,F150)-Ky (1977,F151)-M8(1978,F155),F

155+6,fICR,AA,BB,CC,Ⅱ-2k

C3H/EeJ Jax一班S(1979,F?),F?+3,AA,BB,CC,H-2k

C57BL/6J Jax一MB(1979,F7),F?+3,aa,BB.CC,II-2b

C57BIJ/10Sn Ja託-Ms(1977,F7),F?+7,aa,BB,CC,I-2b

C57BR/CdJ Ja芙-Ms(1978,F?),F?+4,aa,bb,CC,Ⅱ-2k

DBA/lJ Jax-Ms(1977,F94),F94+8,aa,bb,CC,dd,E-2q

DBA/2J Jax-Ms(1977,F126),F126+8,aa,bb,CC,dd.I-2d

DM/MS MS-Wak-MS(1978,F21),F21+5,cc

D2GD Dr.Okuda-MS(1979,F?),F?+1,I-2g-2

HTG/GofSn Jax-Ms(1977,F?),F?+10,AA,bb,CC,I-2g

LPRIII/2J 才ax-M8(1978,F?),F?+5,cc,H-2r

PIJ/∫ Jax-Ms(1977,F?),F?+8,AA,BB,cc,Ⅱ-2t

RFAl/Ms Nat.Inst.Radiol.Sci-Ms(1959,F?),F?+63,aa,cc,H-2f

RIII/2J Ja芙-MS(1978,F?),F7+7,AA,BB,cc.E-2r

SJL/J JA芝-M8(1977,F?),F?+7,AA,BB,cc,pp,H-2B

SM/∫ Jax一MB(1977,F87),F87十6,Aw/Aora/a,CC,lI-2'

SWM/Ms CityofIIope北ed.Center-Ms(T.H.Yosida,1953,F?),F?

+78,cc

SWR/∫ JA芝-Ms(1977,F?),F?+8,AA,BB,cc,E-2q

WB/Re Jax-Ms(1978,FIO4),FIO4+6,aa,BB,CC,H-2j■

YBR Dr.Gas8er-Ms(1979,F?).F?+3,aa,bb,CC,冗-2d

2.系統推特をしているE-2コンジェこ.ック系マウス

主として免疫遺伝学研究に用いる為に次のような H-2コンジェニック系統を維持し.て
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いる.これらの系統は,主要な H-2抗原特異性に対する抗血清を作製することが出来る

組合せで揃えられている.

BIO 系

H-2a BIO/SgSn.JAR-M8(1977,F?),F?+9,aa,BB,CC

H-2b BIO/Sn,Jax→AIS(1977,F?),F?+7,aa,BB,CC

H-2bc BIO.129(6M)/Sn,JA芝-MS(1977,G14F52),F52+8,aa,BB,CC

H-2d BIO.D2/nSn,Jax-A(a(1977,F?),F?+8,aa

H-2r BIO.M/Sn,JA芝-Ms(1977,F?),F?+8,aa

H-2h一触 BIO.A(2R)/SgSn,JA支-MS(1977,F?),F?+8,aa,BB,CC

H-2h~8Sg BIO.A(4R)/SgSn,Dr.Okuda一MB(1979,F?),F?+1,aa,BB,CC

H-2lSg BIO.A(3R)/SgSn,ChibaUniv.-MS(1979,F?),F?+4,aa,BB,CC

H-21-乏Sg BIO.A(5R)/SgSn,Jax一MB(1977,F?),F?+8,aa,BB,CC

H-2k BIO.BR/SgSn,Jax-Ms(1977,F?),F?+9,aa,BB,CC

H-2zn BIO.ARM/Sn,Jax-Ms(1977,F?),F?+9,aa,BB,CC

H-2pa BIO.Y/Sn,Jax-Ms(1977,G14FloJSF59),F59+8,aa,BB,CC

H-2r BIO.RIII(71NS)/Sn,Ja芙-Ms(1977,F?),F?+7,aa,BB,CC

H-2S BIO.S,ChibaUniv.-Ms(1979,F?),F?+4,aa,BB,CC

H12u BIO.PL (73NS)/Sn,Sax-Ms(1977,F?),F?+9,aa,BB,CC

A 系

H-2乱 A/∫.Jax-MS(1977,F172)F172+7,aa,bb,cc

H-2b A.By/Sn,Jax-MS(1977,F?),F?+9,aa,bb,cc

H-2E A.CA/Sn,Ja芙-A(S(1976,G2F21N5F30N5F12),Fl空+9,aa,

bb,cc

H-2S A.SW/Sn,Jax-Ms(1977,F?),F?+8,aa,bb,cc

C3H 系

H-2t' C3H.SW/Sn,才ax-Ms(1977,F?),F?+10,AA,BB,CC

II-2J C3H.JK/Sn,Sax-Ms(1978,F?),FT+5,AA,BB,CC

H-2k C3H/HeJ,Jax-Ms(1979,F?),F?+3,AABBCC

H-2p C3H.NB/Sn,Jax-Ms(1977,G16F40N4F18),F18+ll,AABB

CC

BALBA

II-2b BALD.B,Os-Ms(1978,F?),F?+5,cc

H-2d PALB/C(ucsd),08-虻8(1978,F7),F+3,cc

H-2k BALD.K,08-Ms(1978,F?),F?+4,cc

3.系統推特しているテラ トーマ高党系マウス 129系 (精巣性テラトーマ高発系)

129/Sv一cch/C(37+1,3%),129/Sv-81CP(7+5,5,5-10%),129/Sv+Ay(?+1,<1

%),129/Sv-ter【Ⅱiline】(?+5,30-40%),129/Sv-torlLoline](?+3,5-10%)
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精巣性テラ トーマはマウスではまれな腫癌であるが,1953年 Jack80n研の Stev切 IS

と Littleによ少129系マウスにおける腫蕩発生率が 1% に達することが発見され,そ

の後 SteYensが,この系統に選別や特殊遺伝子導入を行って上記亜系を開発 した. カッ

コ内の%は雄あた りのテラ ト-マ発生率を示す.これ らのマウスでは癌腫の発現が胎生期

の一時期に限定されている等の理由から腫癌発現の初期過程の研究に役立っている.

LT系 (卵巣性テラ ト-マ高発系)LT/Sv(?+1,50%),LTxBJ(19十2,100%)

LT/Svは 1971年 Jack80n研の Bernstein が,夏期学生実習の際,LTIChRe に卵

巣性腰癌を見つけ,これを Stevensがテラトーマと同定し, その近親僻体か ら育成 され

た.LTxBJは,Stevensと Varnum が LT と C57BL/6の間の組換型僻体から育成

したもので全ての雌が両側性腰疫を持つ.人間の卵巣性テラ トーマのモデル として重要で

ある.

4. 系統維持Lている突然変異系マウス

系 統 名 突然変異遺伝子 汽豊富憲)% 遺伝的背景 世 代 数 億 考

B10.po

BIO.BRYdel

BIO.ap

T-tf

Je

BIO.Wv cch

Ay
即

sI

FS
F

PoStaXial
Polydaetyly(Po)
Ychromosome
partialdeletion(Ydel)

? C57BL/10 F55NIFS

Y C57BL/10 ?F19NIF4

alopeciaperiodica(ap) ? C57BL/10 N3Fl

Brachyury(T)-

tufted(tf) 17(ⅠⅩ) 7 7

jerkerCje) 19(ⅩⅠⅠ) 9 9

Viabledominant
Spotting (W')- 5(ⅩVII)
Chinchilla(cch) 7(VIII)

Lethalyellow 2(V)

light(Blt) 4(ⅤⅠⅠⅠ)

Steel(Sl) 10(ⅠⅤ)

furl鰯 (fs) 13(ⅩⅠⅤ)

falter(fa) ?

C57BL/10 NIFl

鮒

cL.
29

9
.
7

1

1

1974年 Jax
か ら購入 した
BIO.BRに見
出された.

5.系統維持してし､る純系ラット (Rattus norvegicuS)

ACIIN一胞 :1963年に F74で米国 NIH より持参 (吉田).毛色渡伝子は AACCで適伝

研で蛙現在 Fl13代.

Albany/M良二1958年に Dr.Wolf (米国)より北大理 (牧野)-.同年に F8で遺伝研-.

毛色は cd:cd.遺伝研では現在 F58.

Bu私lo/M8:1956年に Dr.Jay(米国)より北大理 (牧野)-.1958年に F22で遺伝研

-.毛色遺伝子は aaoohh.遺伝研では現在 F75.

FiBCher/Ms:1956年に Dr.Jay(米国)より ヒ大理 (牧野)-.1958年に遺伝研-.毛
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色遺伝子は cc.遺伝研では現在 F120.別名 Fischer-344.Long-EvanS/Ab:1956 年

に米国 PacificFarm より北大理 (牧野)へ 同年に適伝研-.毛色は aaCChh.遺伝

研では現在 F59.

MIG-ⅠⅠⅠ:三島市郊外で捕獲 した灰 白色毛ブ ドウ色眼野生ラットと CastleBlackratの

交配より (吉田,1958年).毛色遺伝子は aaBBCCHHp仰Pn 遺伝研では現在 F42.

Wi8tar/M8;1944年に東大農学部 (増井) より北大理 (牧野)-.1951年にF8で遺伝

研-.毛色連伝子は aacohh.遭伝研では現在 F81.

Wistar-Ring-A/独 :1953年に Wi8tar研究所より F148で北大理 (牧野)-.同年遺

伝研-.毛色遺伝子は AAe¢hh.辻伝研では現在 F210.

WiBtar-Ring-S/A(a:1969年に米国より昭和医大-.1970年に遺伝研-.毛色遺伝子は

aaoehh.遭伝研では現在 F26.

LEO:大村実験動物より入手 した LewiS系とLongEvans/Msの交雑より.核型妊正常.

毛色遺伝子杜aaCChh.

LET:大村実験動物より入手 した Lewi8系ラットの1頭に第 1と第 12染色体対の転座

が発見され, それ と I.ong-Evans/MS 系の交雑より相同の転座漁色体を持つ個体を選

んで転座系統 として樹立.毛色は aaCChh.

LEAl:上記の系統より第 1染色体逆位 (メタセントリック)の個体が生 じたので,その相

同染色体個体を選んで逆位保持系統を樹立.毛色は aaCChh.

6.その他向青葉詩中の野生ネズミ類

&.ハツカネズミ類

種,及び亜種名 略 号 採 集 地 量等謂 採集時期

Muscaroli CaトLob

CaトOkn

MuBeerVieolor Crv-Lob

Crv-Chn

h uelegga血 Leg-Per

Mus n uSCuluS

M.竹も.donesticuS nl.Don-Mrt

M.Don-Sey

M.Don-PgTI
M.Don-Lbl

M.帆.urbanus M.Urb-Bdw

Loburi(タイ国) F2 1978年 7月

沖縄

Loburl(タイ国) F2 1978年 7月

Chai-Nat(タイ国) F2 1978年 7月

Peradenia
(スリランカ)

A(auritiuS島

SeqchelleB島

region(カナダ)

L.Belanger(カナダ)

Bandarawela
(スリランカ)

M･Urb-Nwe Txu等a;a;li*y)a

M.仇.baclrianuB M.Bac-Afg Kabul
(アフガニスタン)

F2 1978年 11月

F2 1978年 11月

F2 1978年 11月

F2 1978年 9月

F2 1979年 9月

F2 1978年 11月

F2 1978年 11月



研究材料の収集 と保存 115

M.Bac-Lab Lahore(パキスタン)

M .m .oaatan euS M.CAB-Qzn Quezon(フィリピン) F5

M.Ca白-Tch 台中(台湾) F3

M .Subsp M.sub.OgS

M.竹も.桝OloS einuS M.Mol-N8b

虻.Mo1-Ten

M.Mo1-Oma
M.Mol-MSm

M.nqoトAnj

A(.A(01-Almy

Af.MoトTBu

M.班01-Ezk

小笠原,父島

中標津(北海道)

手稲(北海道)

大間(青森県)

三島(静岡県)

安城(愛知県)

桃山(京都肝)

対島

箱崎(福岡県)

F7

M.Mol-Ynk 与那国島 F8

上記のFの次に近交世代数を示 したもの以外は,集団飼育箱で繁殖維持している.

b.その他のネズミ類

インドスナネズミ(Tateraindiea):1972年インドで捕獲 伊4,2n-68).

クマネズミ (Rellusrattus)

ニホンクマネズ ミ (R.r.lanezu仇i):日本産のクマ ネ ズ ミで野生色 と黒色毛を飼育

(F13.2n-42).

ホンコンクマネズミ (R.r.jlavipe¢tuS)･.1972年にホンコンにて採集. 野生色毛 (F

ll,2n-42).

タイクマネズミ (R.r.thai):1976年タイにて採集 (土屋).野生色毛,過剰染色代あ

り (F3.2n-42).

セイロンクマネズミ (R.r.kandianuS):1972年にスリランカの Eandyにて採集 (F

8,2n-40).

インドクマネズミ (R.r.rufesoenS):1978年にス リランカおよびセイシェルズ島で

採集 (F2,2n-38).

モーリシャスクマネズ ミ (a.rattus)･.1978年にモ- リシャス島で採集. 核型はオセ

アニア型であるが,染色体切断により 2n-42 となる.F2.

ナンヨウネズミ (血Ituse∬ulanS):1976年にタイ国にて採集 (土屋).小型のラット

属 (F5,2n-42).

アナンダーt/(Rattusannandalei):1972年マレーシアにて採集.ラット位の大きさ

でおとなしい (F6,2n-42).

ロゼア (RattuSlosea):1976年にタイ国で採集 (土屋).クマネズミ大 (2n-42,F5).

ミラルディア (Millardianelbda):1972年にインドにて採集. ラットとマウスの中

間の大きさでおとなしい (F15,2n-50).

プラティスリックス (MuSPlatylhrix):1972年 にインドで 採集. マウス大 (Fll,



116 国立遺伝学研究所年報 第 30号

2n-26).

7.維持 しているネズミの腫癌系統 (液体窒素中に凍結保存している)

マウスエール リッヒと腰痛 (ELDおよび ELT)

マウスミエローマ (MSPC-1.AdjPCl5,Ⅹ5563,ⅩNP,ⅩCl,班OPC31-B,AA0PC

31-B,MOPC-70A,AlOPC-104E,A(OPC-315,MPC56-6,祉PC62-1,MPC63-4)

マウスアクチノマイシン腰湯 (Act-4,Acト7,Actl8)

マウス肝癌 (MH129P,MH184:亜系 Ch.Ib,If,Ⅰ65,A(8,08,Sc,Y)

マウステラトーマ (OTT605,STY-2,OTTBIOA)

ラット吉田肉腫

∫.細菌とそのファージ

1. 細 菌

(1) ESCheriohiaooli(大腸菌)

野生株:

栄養要求性突然変異株:

約 10,000株:遺伝学研究に有用な遺伝子マー

カ-を揃える.

X,B,S,C,Row

アミノ酸要求性,プリン要求性,

ピリミジン要求性,ビタミン要

求性など 4,000 株

薬剤抵抗性突然変異株,ファージ抵抗性突然変異株,放射線感受性突然変異

株などの変異株および Efr株: 500株

温度感受性突然変異株;

(

DNA複製欠失変異株

RNA合成欠失変異株

ムレイン生合成欠失変異株

細胞分裂欠失変異株

膜蜜白欠失変異株

約 5,000株

株

株

株

株

株

15
00

55
00

出

1

2

リボソーム蛋白変異株 79株

未同定欠失変異株 約 4,400株

＼
､
｣

カーボン･タラ-クの合成プラスミド 2000種を含む pLC-コ レクシ ョ ン

2000株

合成プラスミドを含む株: 500 株

(2) Sal肌Onellatyphimuriun (ネズミチフス菌)･.細菌べん毛に関する遺伝学的

研究に用いられた系統を主として保存している.

野生株:

栄養素要求性突然変異株;

無べん毛性突然変異株:

非運動性突然変異株:

Sal仇Onellaaborlu8-equi

TAA2,LT2

150枚 ピリミジン要求健など

1,000 株

120株



研究材料の収集と保存

野生株:

無べん毛性突然変異株; 1,000株

べん毛抗原に関する突然変異株: 150株

SL28

Esoheriohiacoliと Sal仇Onellaの属間雑種 30株

Shl仇Onellaabony

野生株: SW 803

117

Hir株: 10株

アミノ酸要求性突然変異株: 20株

薬剤抵抗性突然変異株: 20株

ファ-ジ抵抗性突然変異株: 20株

その他の Saln onella属の細菌

GroupA,GroupB,GroupCl,GroupD,GroupE4GroupG2

Sal肋Onella の種間雑種 200株

(3) Serratia (霊菌)属の細菌 15株:色素産生能に関する株を保存

している.

(4) BacillussubtiliS(枯草菌)

野生株のほかにアミノ酸要求性突然変異株,放射線感受性突然変異株,突然

変異原検定株など約 2,000株

2. バクテリオファージ

Sal肌Onella のファージ P22,Chiなど

Escheriohia のファ-ジ Tl,T2,T3,T4,T5,T6,T7,Pl,

Baeillusのファージ

Mu,BF23,P2,≠ⅩtB,STl,¢80,X,

¢D,Lambda,¢x174,≠ⅠⅠ,卓H,fl,MS2,

Qβ
PBSl,SPIO,SPOl,SP02など

K.培 葦 細 胞

1.億増殖性2倍体細胞

ヒト胎児肺細胞

2.高増殖性正常細胞

ヒト胎児肺細胞

シリアン･/､ムスター腎細胞 BHK-21(C-13)クローン株

チャイニ-ズノ､ムスター肺細胞 Don-6,クp-ン株

チャイニーズ ･/､ムスタ-肺細胞 V79

マウス繊維芽細胞

3. 高増殖性癌細胞

ヒト子宮癌細胞 HeLaS3,クローン珠

株

株

株

株

株

株

株

5

0

3

0

1
5

3

1

1

1
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ラット肝癌細胞

4.薬剤抵抗性および修復欠損変異細胞

占､ト･レツシ･ナイハン症由来細胞 (8-アザグアニン抵抗性)

ヒト･色素性乾皮症由来細胞 (修復欠損)

シリアン･ハムスター ･5-ヨー ドウリジン抵抗性細胞

チャイニーズ ･′､ムスター ･5-ヨー ドウリジン抵抗性細胞

チャイニーズ ･ノ､ムスター ･金属塩抵抗性細胞

lo株

株

株

株

株

株

3

tL5
5

25

10

L. ニワ トリ (Callusgallusdomejtlc加古)

1. 近交系枕

白色 レグホン種:OW-3系 (22代),KO-1系 (19代)

ロー ドアイランドレッド種:KR-2系 (23代),

ⅩⅠ-1系 (lら代)

2.突銭変異系統

伴性劣性神経異常 (Shaker)1系統

3.閉銚群

白色 レグホン種 (超多産個体混合起原)

横斑プリマスロック種 (超多産個体混合起原)

黒色 ミノルカ種

オース トラ12-プ種

M. ウ ズ ラ (Cotumixcoturnlxjaponica)

1. 突然変異系統

黄色羽,銀色羽,暗褐色羽,パ ンダ,黒色初生毛,伴性褐色,伴性アルビノ,暗色羽

神経異常,白色卵殻

2.閉鎖群

野生起原群

家禽化群
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A.研究所の一般公開

科学技術週間における行事の一環として,4月 21日(土)に研究所を一般に公開した.

各研究部の展示及び学術映画の上映を行い,9時30分から16時30分までの間に約3,000

名の見学者が来所した.

ち. 創立 30 周年記念行事

研究所は本年6月1日をもって創立 30周年を迎え次の行事を行った.

1. 記念式典

日 時 昭和 54年6月5日(火) ll:00-12:00

場 所 国立遺伝学研究所 講堂

式次第

1. 開 式

1. あいさつ 国立遺伝学研究所長 田 島 弥 太 郎

1. 祝 辞 文 部 大 臣 内 藤 誉 三 郎 殿

日本学術会議会長 伏 見 康 治 殿

評 議 員 会 会 長 藤 井 隆 殿

日本 学 士 院 会 員 茅 誠 司 殿

経 度 観 測 所 長 坪 川 家 恒 殿

1. 祝電披露

1. 閉 会

2.記念祝賀会

日 時 昭和 54年6月5日(火) 記念式典終了後

場 所 国立遺伝学研究所 講堂

3.記念講演会

日 時 昭和 54年6月4日(月) 15:00-17:00

場 所 国立遺伝学研究所 講堂

1. あいさつ 所 長 田 島 弥 太 郎

1. 講 演

｢環境中の変異原ならびにがん原物質｣

国立がソセンタ-研究所長 杉 村 隆 博 士

rtlybriddySgeneSiSandotherstrangegeneticphenomena.｣

(雑種退化および他の奇妙な遺伝現象)

ウィスコンシン大学教授 JameSF.Crow 博士
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4. 記念誌 ｢創設の頃の思い出｣の先行

S.記念植樹

C.公開講演会の開催

国立科学博物館と共催で,一般を対象とした遺伝学公開講演会を次のとおり開催 した.

8時 昭和 54年 11月 10日(土) 13:30-16:30

場 所 国立科学博物館講堂

許 洗

(1) 淡水ヒドラの発生遺伝学

生化学遺伝部長 杉 山 勉

概要

淡水ヒドラは簡単な体制と細胞組成をもち,発生研究にきわめて便利な動物である.逮

伝実験方法の確立により,発生機構上に欠損の生じた各種の突然変異系統を分離すること

が出来るようになったが,そのうちの神経細胞を全 くもたない系統 (無神経ヒドラ)を使

用して神経系統が発生において果たす役割について調べた実験例について述べた.

(2) 遺伝学における植物の央点変異の利用

遺伝実験生物保存研究施設

室長 藤 井 太 朗

概夢

植物は動物に比べ変異原に対 して抵抗性が高い.これは染色体構造,倍数性など植物の

もつ特異的な耐性による.しかし遺伝学的手法を用いることにより,従来は不可能であっ

た環境変異原の影響の検出も可能になったことを述べた.
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VIII.庶 務

A.沿 革

昭和 15年 8月,京城で開催された日本遺伝学会第 13回大会において,国立遺伝学研

究所設立決議案が満場一致で可決された.翌 16年 4月に日本学術振興会内に設けられた

第 4特別委員会(遺伝)がこれに協力して,研究所実現の努力を続けた.昭和 22年 5月,

日本遺伝学会は,財団法人遺伝学研究所 を設立 し,側面的に国立機関設置の促進に努めた.

これ らの努力が実を結び,昭和 24年 6月 1日,文部省設置法が施行されて.ここに待望

10年の国立遺伝学研究所が誕生した.

最初は,第 1(形質遺伝),第2(細胞遺伝),第 8(生理溝伝)の3研究部をもって発足

し,事務所 を文部省内に置いた.昭和 24年 9月,敷地 として静岡県三島市富士産業株式

会社所有の土地 77,773平方メー トルを買取するとともに,同社の建物 4,452平方 メー ト

ルを借 り受け,12月 1日研究所を現在の地に移 した.昭和 35,37,38年度には,従前の

木造の本館 を鉄筋コンクリー ト3階建に改築する工事が逐次進められ,昭和 42年度にお

いて全館が完成 した.また研究部門の構成も,昭和 27年度に形質遺伝部,細胞遺伝部,

生理遺伝部 と改組 され, さらに昭和 28年度に生化学遺伝部,29年度に応用遺伝部,30

年度に変異遺伝部,35年度に人類遺伝部,37年度に微生物遺伝部,39年度に集団遺伝部

及び 44年度に分子遺伝部が増設されて 10部門 となり,また 50年度に柱遺伝実験生物

保存研究施設が新設された.

B.組織 (機構と職長)

文部省設置法 (昭和 24年 5月 31日法律第 146号)(抄)

第 2飾 国立の学校その他の機関

(国立の学校等)

第 14条 第 25条から第 27条までに規定するもののほか,文部大臣の所轄の下に,国

立学校及び次の機関を置 く.

日本ユネスコ国内委員会

国立教育研究所

国立特殊教育総合研究所

国立科学博物館

国立社会教育研修所

緯度観測所

統計数理研究所

国立遺伝学研究所

日本学士院
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(評議員会)

第 15粂 前条の機関のうち,国立教育研究所,国立科学博物館,国立社会教育研修所,

絃計数理研究所及び国立遺伝学研究所にそれぞれ評議見会を置 く.

2 評議員会は,それぞれの機関の事業計画,経費の見積,人事その他の運営管理に関す

る重要事項について,それぞれの機関の長に助言する.

3 それぞれの機関の長は,評議員会の推着により,文部大臣が任命する.

4 評議員会は,20人以内の評議員で組織する.

5 評議員は,学識経験のある者のうちから,文部大臣が任命する.

6 評点員の推薦,任期その他評議員会の組織及び運営の細 目については,政令で定める.

(国立遺伝学研究所)

第 23粂 国立遺伝学研究所は,遺伝に関する学理の総合研究及びその応用の基礎的研究

をっかさどり,あわせて遺伝学研究の指導,連絡及び促進をはかる機関とする.

2 遺伝学研究所の内部組織は,文部省令で定める.

文部省設置法施行溝則 (昭和 28 年 1月 13日文部省令第 2号)(抄)

第 7節 国立遺伝学研究所

(所 長)

節62粂 国立遺伝学研究所に所長を置 く.

2 所長は,所務を掌理する.

(内部組織)

第 63粂 国立遺伝学研究所に次の 11部を置 く.

- 庶 務 部

二形 質 遺 伝 部

三 細 胞 遺 伝 部

四 生 理 遺 伝 部

五 生化学遺伝部

六 応 用 遺 伝 部

七 変 異 遺 伝 部

八 人 類 潰 伝 部

九 微生物遺伝部

十 集 団 遺 伝 部

± 分 子 遭 伝 部

2 前項に掲げるもののほか,国立遺伝学研究所に遺伝実験生物保存研究施設を置 く.

(庶務部の分課及び事務)

第 64条 庶務部に次の2課を置 く.

- 庶 務 課

二 会 計 課

2 庶務課においては,次の事務をつかさどる.
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一 職員の人事に関する事務 を処理すること.

二 公文書難を接受 し,発送 し,編集 し,及び保存すること.

三 公印を管守すること.

四 国立遺伝学研究所の所掌事務に関し,連絡調登すること.

五 国立遺伝学研究所評議員会に関すること.

六 前各号に掲げるもののほか,他の所掌に属 しない事務 を処理すること.

3 会計課においては,次の事務 をつかさどる.

- 予算に関する事務 を処理すること.

二 経費及び収入の決算その他会計に関する事務 を処理すること.

三 行政財産及び物品の管理に関する事務を処理すること.

四 職員の衛生,医療及び福利厚生に関する事務 を処理すること.

五 庁舎及び設備の維持,管理に関する事務を処理すること.

六 庁内の取締に関すること,

(形質遺伝部)

第 65粂 形質遺伝部においては,生物 における各種の遺伝形質の分析及びその遺伝様式

に関する研究を行 う.

2 形質遺伝部に第 1研究室及び第 2研究室を置き,各室においては,前項の研究につ

いて,それぞれ動物 に関す る研究及び植物に関する研究を行 う.

(細胞遺伝部)

第 66粂 細胞遺伝部においては,生物細胞の核及び細胞質 と遺伝 との関係に関する研究

を行 う.

2 細胞遺伝部に第 1研究室及び第 2研究室を置き,各室においては,前項の研究につ

いて,それぞれ動物 に関する研究及び植物に関する研究を行 う.

(生理遺伝部)

第 67条 生理遺伝部においては,生物 における遺伝形質の表現 に関する生理学的研究 を

行 う.

2 生理遺伝部に第 1研究室及び第 2研究室 を置き,各室においては,前項の研究につ

いて,それぞれ動物 に関す る研究及び植物に関する研究 を行 う.

(生化学遺伝部)

第 68粂 生化学遺伝部 においては,生物の遺伝 に関する生化学的研究 を行 う.

2 生化学遺伝部に第 1研究室,第 2研究室及び第3研究室 を置き,各室 においては,

前項の研究について,それぞれ動物 に関する研究,植物に関する研究及び微生物 に関

する研究を行 う.

(応用遺伝部)

第 69粂 応用遺伝部においては,動物及び植物の改良に関する遺伝学的研究 を行 う.

2 応用遺伝部 に第 1研究室,第 2研究室及び第 3研究室 を置 き,各室においては,節

項の研究について,それぞれ動物 に関する研究,植物 に関す る研究及び育種技術の理
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論に関する研究を行 う.

(変異遺伝部)

第 70粂 変異遺伝部においては,生物に対する物理的及び化学的刺激による突然変異に

関する研究を行 う.

2 変異辻伝部に第 1研究室,第2研究室及び第8研究室を置き,各室においては,節

項の研究について,それぞれ動物に関する研究,植物に関する研究及び放射性同位元

素による突然変異に関する研究を行 う.

(人類遺伝部)

第 71条 人類遺伝部においては,人類遺伝に関する研究を行 う.

2 人類遺伝部に第1研究室及び第2研究室を置き,各室においては,前項の研究につ

いて,それぞれ形質遺伝に関する研究及び統計遭伝に関する研究を行う.

(微生物連伝部)

第 72条 微生物遺伝部においては,微生物の遺伝に関する研究を行う.

2 微生物遺伝部に第 1研究室及び第2研究室を置き,各童においては,前項の研究に

ついて,それぞれ遺伝子の構造と変化に関する研究及び遭伝子の作用に関する研究を

行 う.

(集団浪伝部)

第 73粂 集団遺伝部においては,生物集団の遺伝に関する研究を行 う.

2 集団遺伝部に第 1研究室及び第2研究室を置き,各室においては,前項の研究につ

いて,それぞれ進化遺伝に関する研究及び統計遺伝に関する研究を行う.

(分子遺伝部)

第 78条の2 分子遺伝部においては,生物の遺伝に関する分子生物学的研究を行 う.

2 分子遺伝部に第 1研究塞及び第2研究室を置き,各室においては,前項の研究につ

いて,それぞれ核酸の構造に関する研究並びに核酸及びたんぱく質の相互作用に関す

る研究を行 う.

(遺伝実験生物保存研究施設)

第 73条の3 遺伝実験生物保存研究施設においては,遺伝学的研究に必要な実験生物の

重要系統の維持保存及びその遺伝的特性に関する基礎的研究を行う.

(遺伝実験生物保存研究施設の銀紙)

第 73条の4 連伝実験生物保存研究施設に長を置 く.

2 前項の長は,遺伝実験生物保存研究施設の事務を掌理する.

第 73条の5 遭伝実験生物保存研究施設に動物保存研究室,植物保存研究室及び微生物

保存研究室を置き,各室においては,それぞれ遺伝学研究に必要な実験生物の うちそれ

ぞれ実験動物,実験植物及び実験微生物に閑し,重要系統の維持保存及びその遺伝的特

性に関する基礎的研究を行う.

(各研究部等の共通事務)

第 74粂 形質遺伝部,細胞遺伝部,生理遺伝部,生化学遺伝部,応用遺伝部,変異遺伝
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部,人類遺伝部,微生物遺伝部,集団遺伝部,分子遺伝部及び遺伝実験生物保存研究施

設においては,第 65条から第 73条の3までに定めるもののほか,各部又絃施琴の所

一国の機関の求めに応 じ,人口,優生,農業等に関する政府の膝兼について,科学的

基礎資料を軽供すること.

二 国及び地方公共団体の機関,大学,民間団体等の求めに応じ,協力し,及び指導す

ること.

三 内外の諸機関と連絡協力すること.

四 研究成果の刊行及び研究会,講習会等の開催その他研究の促進に関すること.

文部省所轄機関評議貴会令

(昭和 40年 6月 20日 政令第 216号)

改正～昭和 43年 6月 15日 政令第 170号

(組 維)

第 1条 文部省設置法第 15粂第 1項の機関 (以下 ｢機関｣という).に置かれる評議員

会は,評嵩員 16人以内で組織する.

第 2粂 評議員の任期は,2年とし, その欠員が生じた場合の補欠評議員の任期は, 節

任者の残任期間とする.

2 評議員は,非常勤とする.

第 3粂 評議員は会長及び副会長 1人を置き,それぞれ評議員が互選する.

2 会長は,評東員会の会務を経理する.

3 副会長は,会長を補佐し,会長に事故あるときはその職務を代理 し,会長が欠けた

ときはその職務を行う.

4 会長及び副会長の任期は,国立社会教育研修所の評議員会にあっては2年とし,そ

の他の機関の評議員会にあっては1年とする.

5 会長及び副会長が欠けた場合における後任の会長及び副会長の任期は,それぞれ前

任者の残任期間とする.

(議 事)

第 4粂 評東員会は,評議員の過半数が出席しなければ, 議事を開き, 議決することが

できない.

2 評議員会の議事は,出席した評議員の過半数をもって決し,可否同数のときは,会

長の決するところによる.

(説明の要求等)

第 5粂 評歳月会は,その属する機関の職員に対し, 説明, 意見の開陳又は資料の挺出

を求めることができる.

2 機関の長は,その機関の評蘇員会に出席して意見を述べ,又は所属の職員をして意

見を述べさせることができる.

(庶 務)
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第 6条 評議員会の庶務は,その属する機関において処理する.

(雑 用)

第 7粂 この政令 に定めるもののほか, 評議員会の議事の手続その他その運営に関 し必

要な事項は,評議員会が定める,

附 則

この政令は,昭和 40年 7月 1日から施行する.

附 則 (昭和 43年 6月 15日 政令第 170号)抄

(施行期 日)

1 この政令は,公布の日から施行する.
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機 溝 図 (昭和 54年 12月 31日現在)

ー庶 務 部-

一形 質 遺 伝 部-
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職員定数 (昭和 54年 12月 31日現在)

所 長

農学博士 田島弥太郎

評議鼻 (会長,副会長のほかは五十音順) (昭和54年12月 31 日現在)
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文 部 教 官,部 長

文部教官,主任研究官

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員
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文 部 技 官
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人 類 遺 伝 部 医学博士理学博士松 永 英 36.4.1文 部 教 官,室 長 医学博士 中 込 弥 男 45.8.16

文 部 教 官,研究員 理学博士 安 債 順 一 53.1.1

文 部 技 官 境 雅 子 47.12.5

微生物遺伝部 文 部 教 官,部 長 理学博士 広 田 幸 敬 48.8.1

文 部 教 官,研究員 理学博士 西 村 行 進 49.4.1

文 部 教 官,研究員 理学博士 安 田 成 一 51.4.1

文 部 教 官,研究員 理学博士 山 田 正 夫 53.4.1

文 部 技 官 荻 野 歌 子 44.7.1

集 団遺 伝 部 文 部 教 官,部 長 理学博士Ph.D. 木 村 資 生 24.ll.30
文 部 教 官,室 長 理学博士 .Ph.D. 原 田(旧姓太田)朋 子 44.4.1

文 部 教 官,室 長 理学博士 .Pb.D. 丸 山 毅 夫 41.ll.1

文 部 教 官,研究員 理学博士 高 畑 尚 之 52.4.1
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非常勤研究員

受 入 部 l 氏 名l職 名 任用年月日

形 質 遺 伝 部
大 滝哲也
大 森和子金沢大学理学部教授昭和女子大学助教授理学博士理学博士54.7.1

分 子 遺 伝 部
今 本 文 男

大 塚 柴 子 学 助 教 授

理学博士

薬学博士

遺伝実験生物
保存研究施設

古 里 和 夫

笠 原 基 知 治

浜松市フラワ-パーク
園 長

法 政 大 学 教 授

農学博士

農学博士

名 誉 所 鼻

客 員

官 職 名 l 学 位

均

雄

造

光

長

原

田

島

木

辻

大

京 都 大 学 名 誉 教 授 理 学 博 士

農 学 博 士

理 学 博 士
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事務職鼻 (庶演部)

国立遺伝学研究所年報 第 30号

職 名 任用年月日

庶 務 部 長

庶 務 課 長

会 計 課 長

庶務課課長補佐(莱)庶務係長

人 事 係 長

経

用

図

施

経

庶

庶

庶

人

経

用

用

係 長

係 長

務 主 任
主 任

係

係

係

係

係

係

係

大 石 達 徳

大 塚 春 市

木 村 進

五 十 嵐 芳 男

関 根 明 雄

真 野 朝 書

内 田 茂 治

越 川 信 義

岩 城 英 一
佐 藤 隆 司

山 本 す み 子

長 浮 明 子

梅 沢 三 郎

井 上 政 義

山 本 勉

秋 山 啓 剛
風 間 勉

岩 田 英 子

半 田 日露三
西 川 元 雄

51. 4.1

50. 4.1

51. 4.1

49.12.1

28. 5.19

26.4.16

36.2.1

36.8.1

37. 9.1

35.9.1

39.9.1

50. 3.15

48. 4.1

38.12.1

45.4.1

44. 4.1

51. 4.16

48.3.1

48. 4.10

24. 9.30

退職者及び転出者

職 名 氏 名 任命年月日異動年月日 備 考

生理遺 伝部長 大 島 長 造
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C.土地及び建物

土 地 総 面 積

内訳 農 芸

所 敷 地

敷 地

建物総面積 (建 面 積)

(延べ面積)
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(昭和 54年 12月 31日現在)

106,039m2

95,896m2

10,143m皇

10,412m2

15,471m2

面 積
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及
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｣
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別

養
こ

堆

及
育飼

室

夫慶び

鰭

鰭

討
.4L.Fl

職 員 集 会 所

調 節 温 室

渡 り 廊 下

増 圧 ポ ン プ 室

自 動 車 車 庫

作 業 室

酵 卵 育 雛 舎

検 定 舎(2むね)

公 務 員 宿 舎(26むね)

放 射 線 実 験 室

第 2ネ ズ ミ 飼 育 室

隔 離 温 室

水 田 温 室

自転 車 置 場 及 び 物 置

特 別 蚕 室

ボ イ ラ 一 室

γ 線 照 射 温 室

操 作 室

温 室

研 修 室 ･膳 葉 庫

渡 り 廊 下

~構 造

鉄筋 コンクリー ト造 り3階建

鉄筋 コンクリー ト造 り2階建

木造かわらぶき平屋建一部地
下室

木 造 平 屋 建 一 部 中2階

木 造 平 屋 建

木 造 平 屋 建

鉄 骨 造 り 2 階 建

木 造 平 屋 建

木 造 か わ らぶ き 平 屋 建

木 造 平 屋 建

木 造 か わ らぶ き 平 屋 建

木 造 か わ らぶ き 平 屋 建

木 造 か わ らぶ き 平 屋 建

鉄 筋 平 臣 建 一 部 地 下 室

ブロック造 り及び木造平屋建

義軍豊基ブロック造 ｡及び木‡

嘉要覧違 ブロック造 り及び木‡

木 造 乎 星 建

ブ ロ ッ ク造 り一 部 地 下

鉄 骨 造 り 平 星 建

鉄 骨 造 り 平 屋 建

鉄筋コンクT)- ト造 り平星建

一 部鉄 骨 造 り木 造 平鼻 建

藍質蒜 毒 リ- ト造 り2階建‡

鉄骨遣 り直根防水モルタル塗
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0ot1
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3

出
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那
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弧
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貯 卵 育 雛 舎

フアイロソ温室(2むね)

堆 肥 舎

鶏 糞 処 理 小 屋

第 2ネズミ飼育室機械室

桑 温 室

変 温 室

図 書 館

ネ ガ/ ミ 飼 育 舎

水 源 ポ ソ ブ 小 量

第2ネズ ミ飼育室沈潜室

内部 照 射 実 験 棟 及 び
附 属 棟

桑 温 室

行 動 遺 伝 学 実 験 室

ペ レ ッ ト 温 室

遺伝実験生物保存研究棟

幾 枚 棟

廃 棄 物 保 管 庫

国立遺伝学研究所年報 第 30号

鉄筋コンク1)- ト造 り平屋建

鉄骨造ファイロソ張 り平屋建

蓬骨造 り波型スレ~ ト葺平屋‡

ブ p ッ ク 造 り 平 監 建

プ Tl y ク 造 り 平 畳 建

警官言霊管掌昌益 クリ- トプ‡

警官言霊菅撃昌益クリ- け ‡

鉄筋コソクリー ト造 り8階建

鉄筋コソクリー ト造 り平屋建

鉄 骨 造 り 平 星 建
∫ 〟

鉄筋コンクリー ト造 り平屋建

鉄 骨 造 り平 屋 建 ガ ラス張

木 造 平 島 建

鉄 骨 造 り平 鼻 建 ガ ラス張

鉄筋コンクリー ト造 り2階建

鉄 骨 造 り 平 屋 建

別

別

は

6

8

畑

は

独

脚

5

12

凱

畑

㍊
93

m

謝

胡

別

割

は

6

S
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116

帥

脚

5

12

細

川

g3
93

739

謝

胡

D. 予 算

1. 国立遺伝学研究所

計

2.国立機関原子力試放研究費

3. 国立機関公害防止等試験研究費

4. 特別研究促進調整費

5.科学研究費

環境科学特別研究
特定研究

組合研究

一般研究

奨励研究

試験研究

海外学術調査

419,566千円 (419,566千円)

366,754千円 (365,417千円)

786,320千円 (784,983千円)

35,496千円 (34,964千円)

8,418千円 (8,292千円)

3,887千円 (8,887千円)

147,420千円

13,000千円

55,300千円

33,400千円

35.000千円

2,720千円

2,600千円

5,400千円

( ) 内は補正後の予算
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E. 日 誌

4月 17日 名誉所員称号授与式挙行

4月 21日 一般公開実施

6月 4日 創立 30周年記念講演会実施

6月 5 日 創立.30周年記念式典挙行

6月 16日 第 41回評議員会開催

11月 10日 遺伝学公開講演会実施

(場所 ･国立科学博物館)

11月 22日 国立遺伝学研究所永年勤続者表彰式挙行

部 長 会 議

1月 17日 第 484回

1月 30日 第 485回

2月 6日 第 486回

2月 20日 第 487回

3月 6日 第 488回

3月 20日 第 489回

4月 12日 第 490回

4月 24日 第 491回

5月 7日 第 492回

5月 22日 第 493回

1月 10日

∫

2月 10日

2月 28日- 3月 1日

3月 1日

4月 21日

5月 2日

5月 17日

5月 19日

5月 19日～ 5月 21日

5月 24日～ 6月 5日

6月 1日

6月 22日

6月 19日 第 494回

7月 3 日 第 495回

7月 24日 第 496回

9月 4日 第 497回

9月 25日 第 498回

10月 23日 第 499回

11月 5日 第 500 回

11月 22日 第 501回

12月 4日 第 502回

12月 24 日 第 503回

135

主な来訪者 (敬称略)

SiranutLamBeejan,KasetsarttJniversity,Thailand

AmanaCampiranan,KasetsartUniversity,Thailand

NoboruSueoka,Umiver8ityofColorado,U.S.A.

C.Ramel,UniversityofStockholm,Sweden

ColinS.Pittendrigh,StanfordUniversity,U.ら.A.

CarlA.Price,UniversityofRutgerS,U.S.A.

R.R.Sokal,UniversityofNewYork,U.S.A.

J.D.SorianO,UniversityofthePhilippines,Philippines

TonySearle,MedicalResearchCouncil,Radiobiology

Unit,England

M.Schaechter,UniversityofTufts,U.S.A.

JamesF.Crow,UniversityofWisconsin,U.S.A.

R.Ⅱ.HayneS,UniversityofYoke,Canada

王徳宝他4名 中国科学院
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8月 14日 Dai8ukeNakada,UnivereSityofPittsburgh,U.S.A.

8月 14日～8月 15日 JamesR.Miller,UniversityofColumbia,Canada

9月 3日～
55年 3月 80日 B･B･Parida･UniversityofUtkalJndia

9月 5日～ 9月 6日 B.A.Barlow,Univer8ityofFlinderS,Australia

9月 6日 WanneeRojanapo,.NationalCancerlnStitute.Thailand

･ 鄭 宏播,中央研究院,植物研究所,中華民国

10月 1日～10月 3日 J.Harlan,UniversityoflllinoiS,U.S.A.

10月 15日 J.Ru氏C,Centred'HemotypologieduCentreNational

delaRechercheScicntifique,C.I.U.,France

u D.0.Schmid,M也nchenUniversity,WestGermany

l0月 22日 Dr.Pavan,UniverSit.yofSaoPaulo,Brazil

J' Dr.Paterniani,UniversityofS急oPaulo,Brazil

l0月 24日～10月 27日 D.F.Poulson,UniversityofYale,U.S.A.

10月 25日 金英異 韓国原子力研究所

10月 25日～10月 26日 JeandeGrouchy,LaboratoiredeCytogenetique,Ilopital

desEnfants-MaladeS,France

11月 8日 J.D.Watson,ColdSpringIIarborLaboratory,U.S.A.

F.諸 会

研究活動を促進するため,次の会合を行う.

内部交流セミナー

研究所内における研究経過を討論する会で盛夏の時期を除き毎月第 1,第3金曜日に開

かれる.

抄 読 会

新しい研究論文の抄読会で,盛夏の時期を除き毎週水曜日に開かれる.

BiologicalSymposia

外国の関係者来訪の際,随時開催,講演討論を行う.

第 144回 2月 28日 TheuseofDr鵡OphilafortheStudyonmetabolism,

mutagenecity andindllCtionofRon-disjunctionwith

chemica18(Clae8Ramel)

第 145回 8月 1日 Theclock-likepropertiesofcircadianpacemakers(C.

S.Pittendrigh)

第 146回 3月 23日 OncogenichumanDNA viruses:integrationofviral

genesintransformedcellBandpossibleroleinhuman

cancer(Al.Green)

第 147回 4月 19日 時乳類性決定を交配する二個の調節遺伝因子 (S.Ohno)

第 148回 5月 2日 Spaceandpopulationstructure(RobertR.Sokal)
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PhySiologyandgeneticdifferentiationinthe阜ea(R.

Koehn)

第 149回 6月 21日 TranSferoflipid8from inner-toouter-membrane(M.

Schaechter)

第 150回 5月 25日 Radiation-induceddominantSkcletalmutation8inmice;

mlltationrate,characteriSticS,anduc魯fulneB8ine8tima-

tinggenetichazardtohuman8from radiation(P.B.

Selby)

第 151回 8月 3日 ControlofplaSmidreplicationinbacteria(D.Nakada)

第 152回 8月 14日 RecordlinkageinBritishColumbia:itspotentialities

forgeneticandtcratologic8tudieSinhumanpOpulation8

(JamesR.Miller)

第 153回 9月 6日 Thecytogeneticbasisofdioecyinthegenum ViSCum

(B.A.Barlow)

第 154回 9月 27日 Finestructureofmammalian chromosome8 (TadaBhi

Okada)

第 155回 10月 25日 Chromo80malphylogenyofmanandtheanthropomor-

phicapes(JeandeGrouchy)

第 156回 10月 25日 Threel1evelSynbiosiSincludingDrosophilaSPeCieB,SR-

spiroplasmaSandpha首es(D.F.Poulson)

E]本遺伝学会三島談話会

研究所並びに付近在住の会員で組織され,原則として月1回,研究成果発表とそれに関

する討論を行う.

第 254回 (2月 9日)

ラットの神経腫傷から分離した幹細胞 (StemCell)の培養下での分化

(末岡 登)

第 255回 (2月 13日)

免疫グロブ.)ソ遺伝子の構成 (平間 稔)

第 256回 (2月 23日)

ネマ トーダの温度感受性突然変異の発生遺伝学的研究 (三輪錠司)

第 257回 (8月 8日)

集団遺伝学からみた分子進化の最近の問題について (舘野義男)

第 258回 (3月 12日)

SuperhclicalDNA と関連酵素 ･特に SlnucleaseとDNA-relaxing

enzymeについて (宍戸和夫)

第 259回 (3月 15日)

1. 第 3次ネズミ規探検調査の成果,特にセイpソ型 クマネズミの分
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布と新しいモー1)シャス型クマネズミの発見 (青田俊秀,森脇和郎,

(故)加藤族夫,土星公幸)

2. invitroにおける姉妹染色分体交換の研究 (辻秀雄,(故)加藤旋夫)

3.invivoにおける姉妹染色分体交換の研究(神田尚俊,(故)加藤鮭夫)

第 260回 (8月 30日)

私の研究遍歴 (大島長造)

第 261回 (7月 18日)

ファージの頭部形成と DNA組換え (皆川貞一)

第 262回 (7月 28日)

外部より見たショウジョウ,:ェの成虫原基の研究の現状 (柴谷籍弘)

第 263回 (12月 3日)

タンパク質多型現象のデータ解析 (五条堀孝)

G.学 位

H.表 彰

官 職 l 氏 名 t 表 彰 名 表彰年月日

文 部 事 務 官

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

木 村 進

榊 原 勝 美

鈴 木 和 代

富 木 正 美

原 雅 子

原 田 和 昌

文 部 省 永 年 勤 続 者

国立遺伝学研究所永年勤続者

国立遺伝学研究所永年勤続者

国立遺伝学研究所永年勤続者

国立遺伝学研究所永年勤続者

国立遺伝学研究所永年勤続者

昭和 54.ll.28

昭和 54.ll.23

昭和 54.ll.23

昭和 54.ll.28

昭和 54.ll.23

昭和 54.ll.23

Ⅰ. 栄 誉

分子遺伝部長三浦謹一郎は,｢核酸分子末端の閉塞構造の発見｣の研究により,昭和 54

年 5月 12日中日新聞本社から第 32回中日文化賞を受賞 した.

J.図書及び出版

図書委員長 (昭和 54年度)黒 田 行 昭

回 書 委 員 ( 〝 )藤 井 太 朗 ･河 原 孝 忠 ･西 村 行 進

佐 野 芳 雄 ･高 畑 尚 之 ･篠 崎 一 雄



庶 務

1) 蔵 書 数

139

和 書 1,884冊 [ 製本雑誌含む

洋 書

ll,209冊

2) 53年庄園暮叫加冊数

3) 雑 誌(檀)

4) 出 版

書 名 巨-ジ数 l発 行 数 l 配 布 先

国立遺伝学研究所
年 報 第 29 号

Ann.Rep.Nationallnst.
Genetics.No.29

国内研究機関,大学,試験場ほか

内外研究機関,大学,試験場ほか

付

財団法人遺伝学普及会

歴 史

昭和 25年 5月財団法人遺伝学研究所の設立をみたが,国立遺伝学研究所が設立される

におよび,その寄付行為をあらため遺伝学普及会とし,もっぱら遺伝学普及事業を行うこ

とになった.

役 員

会 長 森脇大五郎

常務理事 松永 英,書田俊秀
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理 事 篠遺 書人,和田文書,田島弥太郎,大島長造

事 業 概 況

雑誌 ｢遺伝｣編集,遺伝学に関する学習用プレパラー トの配付,遺伝学実魚用小繋具の

改良,新考案の製作及び配付,幻燈用スライドの製作及び配付,遺伝学実習小動物並びに

植物の繁殖及び配付.
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